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刊行のことば

　現代の書きことばに関する研究の一つとして，国立国

諾研究所では先年来，総合雑誌の用語・用字の調査を進

めて来た。そして昨年度には，この調査の範囲で多く使

われていた約四千＝二百語につき，使用率を示した語彙表

をまとめて『総含雑誌の用語前編』を公刊した。　その際

後日に譲った，用語の語藁論的分析・統計的分析に関す

る仕事が，最近一通り終ったので，その成果を『総合雑

誌の用語後編』　としてここに刊行する。

　この調査研究は，ng　一研究部書きことば研究室が担当

』し，主任林大を中心として所員斎賀秀夫・水谷静夫・石

綿敏雄が共同して事：に当った。

翼召禾033年2月

国立蹄粥噺長西　尾 実

一i一



目 次

刊行のことば………………・……・………・……………………・…・・……………f

このi報告書の要冒………………・…・・……………・…・…………・…・…・…………iv’

1　調査の輪郭……………・…・……・………・……………・　　…・・………・1

1・1　この調査のねらい・…・……………・……・…・………・…・…一…；……1

1・2　計画………………・・………・…………………………・・…・……………1

　　　1・21　企画の際の諸条件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　1・22調査対象　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

　　　1・23調査研究項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

　　　1・24　調査方式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

1・3　実施・………………・…・………………………………・・…・　・………4

　　　1・31　実施機関と担当者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

　　　1・32　実施の経過　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

2　方法………………・・…・……………・・…・……・………・………・……・…・・……σ

2・1　編集者調査………………・・…・……………・・

　　　2・11　編集方針・読春層・執筆陣

　　　2・12　蓑記法，表現のむずかしさとその対策

　　　2・13雑誌の分類についての意見

2・2　雑誌の部類分け…………………………………・・…………

2・3　調査単位の句切り方…………・……・・………・………・……

　2・4

2・5　作業手順……………・……・…・………・…・……………・・…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…一…一・…一一・・・・・・…一・一　6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一一一・一一・　9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・…一・・・・・…10

　　　　集計単位の定め方………………・・…・…………・…・・…………………19

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・…　一・・・・・…　24

3　語彙構造の量的分析……・…………・・……………・…・…・………一…・一26・

3・1　語彙量の推定………………・・………・・………・………………・………26

　　　3・11　問題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　26

　　　3・12推定法のアイデア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26

　　　3・13推定法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29

　　　3・14　推定結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31

　　　3。15推定法の根拠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32

　　　3・16上記の推定法の反省　　　　　　　　　　　　　　　　　　37

3。2　使用率の分布函数………………・・………………・…一…………一・…38・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一li一



　　　3・21分布函数を求める事の意義

　　　3・22今までに示された諸函数式

　　　3・23　射影函数型による近似

　　　3・24　結果の検討と問題点の反省

4　意味から見た語彙の構造………………・・…一∴　　…

　　　分類語彙表……………………………’…’…’………’

　　　分類項蟹一覧…………・…・…………・…・…・…・…………

15　語構成に関する分析………………・・………………

　5・1　まえがき…・……・・…………・…・・……・・…・…………

　　　5・11分析の蟹標

　　　5・12　対象の限定

　　　5。13　分析の準備一一語の繍覗分布一一

5・2語の結合カ……・……・・………一∴………ニ………　・・

　5・3　語と語との結含関係……………・・…・……………”

　　　5・31　結合関係の分析

　　　5・32　一字の漢語の結合形式

　　　5・33　二字の漢語の結合形式

　　　5・34瀦語の結合形式

　　　5・35語の内部における結合形式

　5　・・4

付録1

付録A

（
δ
G
U
1
4

n
O
つ
り
4
4・・・・・・・・… T1

・一・・・・・・・…@74

8
9
◎
》

7
7
7

・78

．．．．．．．．・・一 W3

・・… @｝一・・・…　86

6
8
（
U
1
9
臼

8
8
9
◎
）
◎
》

・45

・78

あとがき……………………・……・……・……・………・…・……一　・・93

語；彙調査の成立根拠と基本的諸概念の定義………………・・一94

この調査で採った抽出・推定法……・…………・・……………一・・97

　　　　1　抽出。推定の方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g7

　　　　2　抽出三方式の比較　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　98

　　　　3　等大の集落抽出法による使用率の推定　　　　　　　　　　　　　99

　　　　4　実際の抽出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　102

　　　　5　集計の方式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　105

付録班　同じ語か異なる語かの線型判別函数による決定……………108

　　　　1　解決法のアイデア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　108

　　　　2　この調査で使った判別函数　　　　　　　　　　　　　　　　　109

　　　　3　判別函数を作るまでの経過　　　　　　　　　　　　　　　　　113

　　　　4　付齊己　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　114

索弓1。。…　。。一・…　。・。・…　。・。・。・。・…　。・・・…　。・・・・・…　　。…　。…　。…　。・・一。。…　。・・…　。・・…　6・一・。・・一。一・1：L6

一iii’



この報告書の要旨

　報告書『総：合雑誌の驚語』は，葡編（報告』12）後編（同13）の二部から成る。これは，総合

雑誌とそれに似回りの雑誌との十三誌の，ある一年分の本文について行った語彙調査の結果を

まとめたものである○

　前編には，この調査対象で割合に多く使われていた約四千二百語について作った，五十音順

と使用率順との語彙衷が載せてある。なおこの語彙表の特色は，使用率の大きい方から約一千

語に対して，推定精度および信頼度95パセソトのもとでの信頼匿閥が算出されていることであ

る。これは恐らく世界でも最初の試みであろう。

　後編では，この調査の方法と調査対象にした語彙に関する分析結果とを報告した。この種の

調査ではword　countの基礎になるr単位量」の設定が，まず問題となる。その理論的な事

は付録1に，実際上の扱い方は§2・3と§2・4および付録盟とに述べた。またこの調査は標

本抽出法によっている。その技術的な事は付録判こ記述した。更にわれわれは調査の企画に当

って，対象の候補にあがった雑誌の出版社を訪問し，編集方針などの予備知識を得るための質

問をした。これは§2・1に述べてある。調査結果の分析については，次に述べる三つをこの

報告13に取り上げた。

　語彙携造の量的分析（§3）一二つの問題を扱った。一つは，調査対象が全体でどのくらい

の異なる語を含むか，つまり語彙量の推定である。結果は，十三誌全体の範囲で約四万四伊語

（ほとんどの助詞・助動詞を含まず，固有名詞・数詞を含む）であった。また十三誌を雑誌の

性格によって分けた三つの部類についても，同様の推定をしたQまたここで用いた推定法の理

論的根拠をも明らかにした。もう一つの問題は，使用率の分布函数を求めることである。今ま

での諸説を簡単に紹介した上で，報告4の場含と同じく射影函数形による近似を試みたが，結

果はまだ余り良くはない。

　意味から見た語彙の構造（§4）一報告4に発表した婦人雑誌語彙の分類法を修正する方向

において，総合雑誌語彙の意味分類を行った。前編の語彙表に見出しとして掲げたすべての語

はもちろん，その藷彙表からは，使用率が小さい（従って推定精度も高くはない）という理由

で省かれた語のおもなものも，ここの分類語彙表にはあげてある。なおこの表はword　couat

の集計単位となったものによって作ってあるので，それらが複合した形や慣用句などはあげて

ない。

　語構成に回する分析（§5）一標本の前半部をなす延べ約十二万語のうちに現われた語で，

かつその標本使用度数が10以上の語をおもな対象として，語の結合力，語と語との結合形式，

語の内部における結合形式等について検討した。結合の意味的関係には触れられなかったが，

総合雑誌に現われた漢語と和語との構造について一往の見通しをつけることが出来た。なお語

構成に関する分析に付随して，標本の前半部で採集されたすべての語の，晶詞別による分布に

ついて，一つの結果を添した。
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1調査の輪郭

1・1　この調査のねらい

　この調査は，圏点言語研究所が創立以来行って来た現代語の実態の調査，特に．書きことばに

おける語彙に関する調査の一段階をなすものであって，先に結果を公にした婦人雑誌の語彙調

査にひきつづき，総合雑誌およびそれに近い内容を持つ雑誌十三種について，その用語の実態

を記述しようとするものである。

　われわれは，現代書きことばの実態調査の資料として，まず範囲をマスコミェニケーーシnソ

メディアの特に印欄流布されるものの内に限り，さらに月干り雑誌の形をとるものを選んだので’

あるが，その雑誌の部門を，大体，

　　　学術　　実用・通俗科学　　時局・濁民　　総合　　文芸　　人生・宗教　　趣味・娯

　　　楽　　婦人・生活　　学習・年少者読物

にわけるとして，先には婦人雑誌を選んで臼常家庭生活的な面での用語を求めようとし，今園

は総合雑誌を選んで，知的な思想的な繭での普通用語を求めようとしたのである。

　そのためには，まず調査対象でどんな語がどれくらい使われているかの実態を明らかにする

必要がある。この目標を達成するためわれわれは，きわめて小さい比率をも相当の精度で推定

出来るような標本抽出法をくふうし，それによって延べニ十三万余語の標本から，資料金体に

おける約九百万語の使用情況を推定したわけである。ここでは，一々の語の使矯率とその分布

とが中心課題となるが，かような使用率に関する調査の結果は，基本的な用語の範園を定める

のに直接ic役立ち，従って国語教育と標準語確立とへの基礎的な資料となり，また衷記法体系

の改善への重要な資料となるものである。われわれは先に報告書前編において，この調査で得

られた上位四千三百語の，五十音順ならびに使用率順の表を示した。この後編においては，総

合雑誌の語彙における巌的構造を分析すると共に，意味的構造と，語構成の一般的傾向とにつ

いての分析を行う。

　なお，われわれは，この調査に平行して，「当用漢字の適用によって生ずる問題とその解決

法の研究」について文部霧科学試験研究費の交付を受け，嗣じ範囲における語の表記および漢

字の用法を分析したが，これについては別に報告の機を待つことにする。また，この調査に関

連して，「用言30語の用法」を国立国語研究所年報8に掲げた。

1・2　計画

1・21企颪の際の諸条件

一　1　一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g1・2

　今國の調査は，取り上げる雑誌の範囲をいわゆる総合雑誌とその周辺の雑誌とに定めたほか，

先に行った婦人雑誌の用語調査と同じねらいをもつ。この調査に使える人員・予算・設備など．

の条件も，前回と大差がない。従って前園で．O基本的な方針は今回にも承け継がれる。ただし

同種の調査を既に一回行ったという経験は，初めてであった婦人雑誌調査の場合より有利に働

く。その一つの現われは，標本抽出法・使用率推定法の改良である。その代り調査範臨が広く

なったので，そこに新たな技術的闘題も生じる。これらのためにわれわれは，小規模な準備講

査を行って統計的推定法の検討をした（岡立国語研究所年報5，19～20ページ）。その結果，

　　　使用率が不当大きい語に対してはその推定精度を糞出して添えること

が出来るとの確信を得，これを丁田の際の一条件として課した。この事は今圃の調査の一つの

特色をなすものである。今までの語彙調査にも標本調査方式によったものはあるが，精度まで

添えたものは見当らない。それは数多くある個々の諮に対して精度計算を一々する労力の負担

に耐えなかったからであり，また従来普通に行われていた標本抽出法では語の使用率のような

きわめて小さい比率の推定に対して余り高い精度が期し難かったからでもあろう。以上の抽出

法・推定法に関する詳しい条件は，別に付録翌の1で再び取り上げる。

　それ以外の点について雪えば，まず調査単位の認め方が前國通りでよいか否かの検討を必要

とした。これを判定する規準としては，1）言語理論として妥嶺であること，2）基本語彙を

定める資料として有絹な結果が得やすいものであること，3）使用率の測定という計量的操作

が意味をもつような単位であること，4）共同作業を行う必要上その単位が扱いやすいことの，

四つが重要である。（諮彙調査での単位に要請される論理的性質について嫡付録1参照◎）二丁

の「α単位」は少なくとも上の2）と3）との点でまだ改める余地があると考えられた。α単位

は言わば文節に当るもので，集計の際にはそこから助詞・助動詞を除いズ扱った。しかしその

ほか別表単位：を設け二重の集計を行わなければならなかった事は，更に小さな下位単位も集計

の単位として意味をもつ事を暗示している。警語理論として妥当な単位は，何も一通りとは限

らない。そこで上記の四つを同時になるべく良く満たすような単位を求める努力が必要である。

すなわち

　　　貸馬事実に即して妥当・有用であり，測定単位として意味があり，かつ与えられた衷現

　　をそういう単位に句切り集計する操作が客観酌に，またたやすく施せるように，雷語単位

　　の認め方を定め直すこと

が，この調査の大きな前提条件となった。§2・3．§2・4に述べる所は，これに対するわれわ

れの一つの丁半である。

　更に調査下野の規定の佳方について，婦人雑誌調査の場合には付録の部分を，主として技術

上の制約から省いたが，これでは対象全般を押さえたとは雷えまい。ゆえに今回は

　　　本誌・付録・増刊の別を間わず，およそ下交と認められる部分はすべて調査の範囲に含

　　めること，

　　　ただし助詞・助動詞は一般に取り上げないこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一2　一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§猛・2

：を条件として課した。これらの諸条件のもとに調査計画を立てた。

　1・22　調査対象

　調査対象は，　『改造』　『世界』　『中央公論』を典型とする総合雑誌およびそれに似漁りの雑

誌，すなわち下記の十三誌のある一年分の本交，詳しく言えば昭和28年7月母から昭和29年

6月号までの本誌・付録およびこの期間に発行された増刊弩の籟騒につき，その本文に使われ

た（助詞・助動詞のほとんどすべてを除く）あらゆるβ単位の集合である。さてその十三種の

雑誌とは

　　　改造　解放　学圏評論　国斑　心　人生手帖　世界　世潮　中：央公論　β本及Hl本人

　　　二m一轍イジ　：文芸春秋　平和

であって，この時期に発売されていたこの類の雑誌を尽すと書え．よう。中には途中で休廃刊に

なったものもあるが，そういう雑誌も発行された帰はすべて含んでいる。

　なおこの調査対象は約九百万のβ単位から成ると推定される。またこれらの読旛数がβ本の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
読書人口の何割ぐらいかは，よるべき調査がないので分らないが，これらの雑誌が現代H本文

化に持つ位澱が一般に大きい事は雷うまでもない。たX’しこの十三誌の中には様々の性格のも

のが混じっていて，均質ではない。だから集計では，更に§2・2に述べるような部類分けも

して扱った。しかし一方，婦人雑誌とか文芸雑誌とか大衆娯楽雑誌とかいう類と比べれば，こ

れら十三誌の取材内容に共逓性が高い点で，一括しても扱えるQ

　1・23　　調査研究項爲

　調査項目および調査結果の分析項閉として選ばれたのは次のものである。

　　1。個々の語の調査対象における使用率の推定（使用順位の若い語については，推定精度

　　　　　をも算出する。）

　　2。それらの語の表記形式の分類記述およびそこに使われた漢字の度数の測定

　　3Q　総合雑誌語彙の量的構造の分析

　　4。総合雑誌語彙の意味的構造の分析

　　5。調査対象で使用順位の若い語の意味用法の分類記述

　　6。総合雑誌語彙における語構成の類型の分析

　1・24調査方式

・の調魏標輔出方式に・る・その抽出灘・載畦ページ勉靴・して。2・を・・

個ランダムに組み合わせた等大の集落を作り，これに等しい抽出確率を与えてッ約四十分の一

の抽出比で抜く方法である。すなわちランダムに形成した音大の集落の屠別等確率抽出法であ

る。もちろん標本は各層に比例配分した。また使用率は比推定法で求めた。

　上記の抽出法はこの調査のために新たに考案したものであり，詳しくは付録慧にしるすが，

その特色は（1）推定精度の算出が他の方法に比べ割合に手間取らないこと，②標本全体を調

　濡　口上の読書調査は，丈化現象としての読書状態を調べる丁丁からでなく，佃々の雑誌の読まれる度

　　倉の番付を作るという関心の持ち：方から行われている。だからわれわれには余りよい資料にならない。
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べなくても一定水準の推定精度を満たすような語については，組織的な確かめによって途中で

調査が打切れるようにしたことである。（2）の特色によって調査の労力は，この仕方を採らな

い場合に比べ，二調程度節約出来た。また従来の語彙調査で推定精度を添えなかった一つの原

因は，その算出に非常な労力を要するからであった。（1）の特色はこの難点を著しく緩和す

る。今園の調査では，対象全般での使用率推定について約一干藷，幅広でのについて都合約九

雷語に対し精度計算を行った。このために費した期問は三箇月余にとどまった。すなわち電動

計算器・電動加算器各1台と時に応じて手動計算器2台・そろばん・二乗平方根表とを使い，

喜五十人手間ぐらいで精度計算を終えたことになる。もし婦人雑誌調査で採用したのと同じ方

式を使ったとすれば，これと同じ事をするのに約二十倍の労力を要したと思われる。

調騨齢採集す・購艦の｝ぺ耀度の礎あらかじめ孔版・・プ…一で

打って謄写複製したリプリン5＝カードを使った。つまり前回の調査で『婦人生活』に対して

行った方式で，普通の謄写版を使う代りにタイプライターを用いたわけである。また採集カー

ドは手集計により，整理して整理票に必要事項を記入し，使用度数の和を取って行った。

1・3　実施

　1・31　案施機関と担当者

　この調査は，国立国語研究駈第一研究部において，書きことば研究室の共同研究として行わ

れたものである。その計画と実施とに直接従事した所員，ならびに各自の特に分担した項黙ま．

次の通りである。

　　　　林　大（語の意味用法に関する問題）

　　　　永野　　賢　（語の表記および漢字の用法に関する聞題）

　　　　斎賀　秀夫　（語構成に関する問題）

　　　　水谷　静夫　（語彙の量鋼構造の問題，および企般的な統計的扱いの一覧）

　　　　石綿　敏雄　　（語の意味用法に間する問題）

　なお，永野賢は昭和30年度までこの研究室に属した。またこの調査に当って，臨時筆生岡

本美奈子，黒木玲子，高木翠，藤尾葵美子，西山洋子，橋本圭子，貸費玲子，松垣玲子が，所

内において採集。整理。集計。製蓑その他の作業に従事し，また十数名の補助者が所外にあっ

て採集作業に加わった。

　1・32　実施の経過

　この調査は昭和29年4月に着手し，報告書作成を昭瀦32年12月に終えた。その間の経過

は次の図に示す通りである。
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29年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

30年
1月 2月 3月

ぬきばり作
成・採集カ
ーー h印刷

　一調査単位分割一→

　　　　　　カード採集（金）　　　　　　擁

　　　　　　　　　　カード検査（全）一 ①
②

30年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

31年
1月 2月 3月

①
②

一

カード整理（前半音1～）一一一一一→

（董莚票）

一〉

　　　　　
（韓晟り＿精度計鱒、一

　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　（分析三三カード作成）

　　　　　　　　　　　一③

31年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

32年
1月 2月 3月

カr・ndド整理（後半部）　　・

③一R辮ト

　　　　　一｛三門欝トー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン
　　　　　　　　　　　　　（報告書前編作成）

意味から冤た語彙の構造の分析

語構成の分析

＠

語の表記についての分析

＠

＠

32年
4月

・月｝・月
7月 8月 9月 10月 IM 12月

④
⑤
⑥

＠ ＠’

↓
↓

一　一

一報告書後編作成→
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2　方　法

　方法の概念を広く彫れば，そのよって立つ原理論から個々の調査技術に至るまで，きわめて

多様の内容を持つ事になる。作業上の細かい技術的な問題は，方法論としてゆるがせに出来な

いものも少なくないが，それらの椙当部分は既に国立国語研究藤年報5（22ページ以下），7

（94ページ以下）に述べたから，煩を避けて省く。また計量的研究の方法論的基礎はこの報告

書の付録1に譲る。調査方式の概要は先に§1・24で述べた。標本抽出法。使用率推定法につ

いては当然この章で扱うべきであるが，読看の便を考えて別に付録IIにまとめて述べる。従っ

てこの章では，言わばfield－work・にはいる前に行うべき，そしてその結果がfleld－worl〈の

進め方を左右するような部分について述べ（§2・1～2・4），最後にfield－workに相当する

作業の手順の大筋だけをしるす（§2・5）。

2・1　編集者調査

　この調査の企画に役立つ情報を得る目的で，昭瀦29年5月下旬から6月上旬にかけて，結局

われわれが調査範囲に定めることにした，『解放』注）を除く王2誌，および調査範囲からは除くこ

とになった他の2誌の編集部を訪れ，編集上責任ある地位の人に面接し，調査を行った。以下

は調査範囲となった雑誌につき，質問に対して編集者の応じた答をまとめたものである。調査

事項は以下のものより詳しいが，簡単にまとめた。ここにしるしたところは調査時のものであ

って，必ずしも現在の状態と同様ではない。

　2・11　編集方針・読者層・執筆陣

　読者層について得た答をまとめてみると，雑誌は次の二つのグループに大別される。すなわ

ち「国昆一般に広く」読まれることを予定するものと，何らかの意味で限られた対象を考えて

いるものとである。前渚には『世界』『中央公論』『改造』『世潮』『文芸春秋』などが属する。

　編集方針としては，この類の中に旧本人の代表意見を出し，また世界の状態を正確に日本

に紹介したい」「大新聞が故意に避けたり孤立させて扱っている問題をじっくり取りあげてい

きたい」などのものがある。ただし『文芸春秋』は「現在の社会状態，政治などを含んだ話題

を読者に与え，判断の資料を提供する。もっとも問題に対するまっこうからの論文の形でなく

自然にわかりやすいような形で与え，解決を望んだりはしない」と得っており，その方針にや

や異なるものがある。また『改造』は「『交芸春秋』約なものをもと考えて増刊琴を出したが，

本誌とは編集部が別である」と語った。

　上に掲げたもの以外の雑誌も，それぞれなるべく広く読まれることを心がけてはいるが，読

　浅　『鋤倣譲は当時既に廃刊になっていたので，調査できなかった。
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旛の屠に何らかの限定がある。若い層を特にねらうという答も数誌から得た。大体『世界』の

読三層より低く悲い層を対象と考えているもの（平和），更に若い鳳たとえば『平凡』を読む

ような人々を考えているもの（人生手帖），学生だけを対象とするもの（学園評論）がある。ま

た『ニュ　一一　＝＝イジ』は若い層と同隙こ年齢にかかわりなくクリスチャンに読まれていると答え

た。このほかに有識履，インテリなどに読まれているもの（心，β本及日本人），特に労働組合

員を主たる対象としているもの（国民）がある。

　この類のものの編集方針は次に添すようにいろいろである。「右にも左にも片寄らない立湯

をとり，同人の考えを述べ訴える」（心）のように同人の執筆になるもの，「平和を願う入が集

まって平瀦を守る運動を推進する手引となり指針となるように」（平和），「労働運動が一般に

理解され，国斑生活を救う中心を作ること」（国民）のように運動推進を目的とするもの，「罎

騰精神の回復発揚と人格の尊重向上を蟹指す」（日本及日本人）のようにある意味で上と似た立

場にあるもの，「学園の問題を中心に話し合い，学生自身が作っていく雑誌」（学園評論）「憲

い人々の記録をもとに人生問題をみんなで考える」（人生手帖）のように若い人々が話し合うこ．

とを冒的とするもの，「キリスト教主義によって立つ一般総合雑i誌」（ニューnイジ）のように．

背後に宗教のあるものなどである◎

　編集部から原稿を依顧する人の職業については，　『世界』『中央公論』『改造』『世潮』『交i錠

春秋』などでは，学看。大学教授・評論家・ジャーナリストなどをおもなものとしてあげてい・

る。これらのほかに，特に平和運動家を付け加えたもの（平和），労組幹部を加えたもの（国民）

キリスト教牧師を加えたもの（二＝　一一　＝イジ）がある。執筆者が学生・教擾だけに限定され℃

いたのは『学園評論』である。

　2・12表記法，表現のむずかしさとその対策

　かなづかいは，調査した12誌のうち9誌では現代かなつかいを建前とし，その7誌は執筆嚢・

から希望があれば歴史的かなつかいを認める。12誌のうち残る3誌（心，中央公論，罠本及日

本人）では原稿に使ってあるかなづかいを尊重し，歴史的かなつかいを現代かなつかいに改め

ることはしない。座談会もその発言看の平生のかなづかいによるという答（心），執筆者の籍望

がなくても気持を編集部で考えて旧かなづかいにするという答（交芸春秋），反対に歴史的かな一

つかいを希望する人はいないという筈（平和，国罠）もあった。

　当用漢字以外の字が多量に含まれている場合にはどうするか。この質閥に対して，同音同議

の墨用漢字に置き換えたり言い換えたりすることがあると答えたものが3誌（平和，国畏，学一

園評論）あった。読考の学力が低いのでルビを付けたり，注釈をつけたりして表現をやさしく

することに熱心だとの答（人生手帖）もあった。ここでは表外字はつとめてかな書きにすると、

いうことであった。しかし多くは，表外字であるからということで漢字の置き換えなどするこ

とはなく，表外字はそのまま残しており（7誌），当用漢字の制限を全く無視し，または意識し

ていないと答えたところも少なくなかった。この問題については，典型的な総合雑誌群や『心謹

『臼本及臼本人』は概してその配慮が少く，またはほとんどなく，他の雑誌で1：まその逆の傾向．
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淋ある。

　そこで次の問を試みた。他の部門の雑誌に比べてむずかしい漢字や外来語などが多いために，

つかみたいと思う読者層を逃していることがあると考えているか。これに対してそうは考えな

いと管えたもの8誌，そのように考えるもの2誌むずかしいとは認めるが内容上やむを得な

いと筈えたもの1誌残る1誌では同時に後の二つの答に当るであろうと語った。この中には

「悩みを共通にするものは，むずかしくてもついてくる一一］「読者によってむずかしいというも

のと，やさしいというものとある」「もっとやさしくしたらと思：われないでもないが，読者が

広範なために決心がつかない」などの答があった。

　表現をやさしくするためにどんな手を打っているかについては，執筆者にやさしくなるよう

に書き改めてもらうもの2誌，執筆者に相談して改めるもの3誌用語の解説を添えるもの1

誌，初めから執筆老にやさしく書いてくれと頼むもの6誌があった。ここでは「むずかしい人

はどうにもならない。むずかしい文章を書く人の場合は手を入れてみても仕方がないので，全

般としてそのままにしている」，「外国語にはしかるべき訳語を付けるように頼む」「横文字が

原稿に入っている場合は編集部で臼本語i，eし，そのルビとして外国語を残している」，「書いて

もらわず話してもらって，それを編集部でまとめたり，編集部でリライトしたりする」などと

いう所もあった。

　2・13雑誌の分類についての意見

　編集者が考えている総合雑誌とはどんなものかを知るため，次のような質問をした。（1）この

雑誌を総合雑誌に分類してよいか。（2）入れないとすれば総合雑誌とどう違うか。㈲総合雑誌は

どう定義できるか。

　（1）分類してよいと答えたのは次の6誌である。『世界』『中央公論』『改造』『高潮』『平和』

『学園評論』

　入れることをしいて主張しないが，条件つきでなら入れてよいと答えたのは『盛塩』と『人

生手帖』である。『国民』は「『平和』は読者が一般的だが『国罠』は限られているQそういう

意味で特殊だという条件をつけるならば入れてもよい」と編集者自身が謡ったが，これに関し

て『改造』の面接した編集者は「『国民』や『平心』はむしろ機関誌であろう」と言っていた。

『人生手帳』の編集考は「どう生きるかについて学んだり考え合ったりするという，編集者の

考える新しい意味のものでなら入れてもよい」と言ったが，『二二』ではr『ニュ　一一　・＝イジ』や

『人生争鰭』などは生活薗をとりあげているが，読詣が限られているなどの条件をつければ入

れてもよいと思う」とその見解を述べた。

　（2）総合雑誌に入れないと答えたものは次の4誌である。

　『文芸春秋2｝一編集者自身は「総合雑誌というよりむしろ国立雑誌，大衆雑誌，または家庭

雑誌というべきものである」と言っていた。他の雑誌の編集考も，たとえば，『改造』の編集

者は「『中央公論』『世界』『世潮』『改造』は同類の雑誌だが，　『文芸春秋』は別の性格の雑誌

である」と答えた。もっとも『世潮』の編集者の意見は「典型的な総合雑誌は『世界』『中央

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一8一
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公論』『改造』『世潮』などであるが，『文芸春秋』は自ら百万人の総合雑誌だといっているよ

うだから総合雑誌に入れてよい」であった。

　『心』一編集電自身は次のように言った。「雑誌の出発から特殊な性格があり，初めは文芸

思想雑誌と銘打っていたが，積極的に時事問題を取りあげる方針になってきたから総含雑誌に

近づいているであろう◎」ただし『世潮』や『学園評論』では「『心』は趣味の雑誌ではない

か」といっていた。

　鴨本：及日本人』一編集者自身は「この雑誌は，思想雑誌，指導雑誌ともいうべきものであ

る。現在のいわゆる総合雑誌には指導性が少ないと見る」と語った。

　『＝＝一軸イジ』一一編集者自身は「『中央公論』や『改造』などとは性格が違う。現在の状態

では文化教養誌ともいうべきものである」といった。これに関して『世潮』では「『人生手帖』

を入れるのと同じ理由で，『＝ユーエイジ』を総合雑誌に入れてもよい」と言っていた。

　（3）総合雑誌の定義については，r文字通り総合だ」「一都門に限らず，文化現象に広くわ

たるもの」「政治・経済・文学など文化上の諸問題を広く取りあげるもの」などの意見が一一般

的である。このなかにはr指導性と取材の範囲で決まi）　］（改造），「引回に対する批判の声と

して歴史的に形成されたもの」（改造，平和）で，しかも「商業雑誌であるもの」（改造）の答

もあった。

2・2　雑誌の部類分け

　編集者調査の結果や推定される発行高・読者層や雑誌の記事内答やを考え合わせて，対象と

する十三誌を次の三つの層に分けた。

第1層

第9層

第盤層

　『改造』の本誌と『解放』r世界』『世潮』『中央公論』と。

　『交芸春秋』と，その増刊帰に性質の似ている『改造』増刊号の田本を動

かす一〇〇〇人」と。

　『学園評論』『国民』i心』『人生手帖』『日本及B肉入』ゼニューエイジ』『平

和謹

　前測の婦人雑誌の揚合は，調査範囲が二誌に限られていた事もあったが，記事別に層を分け

た。今幽記事別を採らなかったわけは，婦人雑誌の場合ほどそれがうまく行きそうもなかった

旧注），それを行おうとすれば贋別抽出台帳をfigるまでに非常な時間を要し，調査の遅れを来た

す事，また雑誌数が多く様凌な性質のものが混じっているので，雑誌を単位に層を立てても使

粥率推定のための腰分けの効果はあがると考えられた事である◎ただし雑誌単位とは雷っても

上記の『改造』増刑号だけは，その内容が『文芸春秋』人物読本とほとんど同じだと認められ

たので，『改造』本誌から切り離して『文芸春秋』の鳳こ入れた。

注　婦人雑誌は自次にその詑事を掲げる時の体裁を手捗／りとして，ある程度客観酌な記裏溺が繊来る。

　今醸は雑誌の種類も多く，そういう形の上での手掛りがっかめなかった。
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2・3　調査単位の句切り方

　婦人雑誌の調査の際，われわれは，α単位注1）と称する言語単位を調査単位として用いた。

　今溺の総合雑誌の調査では，薪たな規準による調査単位をatffJして，これをβ単位と名づけ

た。これは一般に言ってα単位よりも短いものである。β単泣の認定規準は以下に示す通りで

あるが，それを決めるに先立ってわれわれが考えた：二三の事項につき，前もって述べておこう。

（語源単位の認定】われわれは，新しい調査単位を決めるにあたって，まず語源単位浅2）の語

形の結合の圃数をもって，規準を立てる上の一往の屠安にしょうとした。語源単位の語形とは，

語構成上，常識的に意味の分析に対応させることのできる，そしてそれ以上の小さい部分語形

に分割セきない語形をさす。ここで常識的と言ったのは，たとえば，〈まど（窓）》《なべ（鍋）〉

＜おしろい（白粉）》等を，それ以上に分割しない程度の常識である。さらに具体例について説

明しよう。

　和語の場合，たとえばく朝臼〉《母親〉という語においては，《朝〉〈日〉《母〉《親〉を，そ

れぞれ一個の語源単位と考えるQまた，《思いあぎらめる〉《疑いぶかい〉では，《思い〉《あき

らめる〉《疑い〉《ふかい〉を，それぞれ一個の語源単位とする。

　漢語の場合は，漢字一字にあたるものを，一語源単位とみなす。《社会》＜運動》は，それぞ

れ《社〉と《会〉，〈運〉と《動〉という二個の語源単位より成る語であり，《新国家〉は《新〉

《国〉〈家〉という三語源単位より成る語と考える。

　漢語以外の外来語・外国語では，その原国語で単語と認められているものを，語源単位と見

なす。たとえぽ，＜アイスショウ》では，＜アイス》とくショウ》を，＜ウォ　一一ミソグアップ》

ではくウrk　・一ミング》と《アップ〉を，それぞれ一個の語源単位と考える。

　このようにしてとらえた語源単位の結合の回数や，その結合の状態を一つの規準として，調

査単位を決定したのである。

【助詞・助動詞に対する処置コこの調査では，いわゆる下調・助動詞の大部分を調査対象から

除外した。従って，助詞・助動詞に対しては，語源単位としては考えないし，また以下に述べ

る「β単位の規定」も適用しない。ただ，一般に助詞・助動詞と言われるものの中で，特に調

査単位として取り上げた語例があって，それらは，後に〔別表〕として示すr一β単位とする

付属要素」の中に掲げてある。（16～19パージ参照）

【結合・単独ということ】以下のβ単位についての規定中には，しばしば「三下」とか「単独」

とかいう用語が出てくる。ここで結合というのは，相接する二つ以上の単位語が，文節の内部

のものとして，なにかひとまとまりの意味および機能を持つ場合をさす。ただし，助詞・助動

詞などのいわゆる付属語は除外する。従って，自立語と付属語との結合や付属語どうしの結合

注1　α単位の規定及びその調査単位としての反省は，国立臨語研究所報告4『婦入雑誌の用語』19ぺ

　　P一ジ，316ページを参照。

注2　語源単位は，適切な命劣ともいえないが，報街4『婦人雑誌の用語』316ページの注による。
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は問題にしない。つまり一個の語源単位より成る自立語に付属語が付いていても，それは結合

でなく単独と考えるのである。また，自立語でも，用言の連体法，副詞法，中止法などや，副

詞・連体詞・接続詞が，修飾・接続の関係で後に続き，一個の文節をなすことの明らかなもの

は，結合の中には含めない。それらの自立語が一個の語源単位から成っている限り，それは単

独と見なす。

　われわれは，以上の前提のもとに，次に説明するような規定を設けて調査単位を決定し，こ

れをβ単位と呼ぶことにした。

（以下に引用する例は，すべて，われわれの調査対象に現われた実例である。引例のうち，

｝　1でくぎられた各部分から，β単位の謡が一つずつ採集される。そのうち下線を施したも

のは，その項の規定が適用される語であることを示す。）

【β単位の規定】

　　1　次の各項に該当するものを，一β単位とする。

　　　11他の語源単位と結合することなく，単独に用いられる一語源単位。

　　　　　例：　｝三の辺蛙に1杢の1蝿力N－1架かって1蛭。lkの1燈を【わたった1玄

　　　　　　　ころにi石の博弓が1あり，｝門のi奥に｝村1役場が1ある。i

　　　　　　　　iしかしi必ずしも1常にi正しいとは1云えなかワた。i

　　　　　　　　｛肉や1ノミターや1魚カミi足りないol

　　　エ2　別表「一β単位とする付属要素」に掲げられたもの。

　　　　　例：　i選挙の1時iだけは1わざわざi家ほでiきiやがってl

　　　　　　　　l私i埜は1誼i互いが1艶1互いを1監視1主1遊て1いる1　Qie　l

　　　　　　　気が1ついた。1

　　　13二つの語源単位h9一・…回結合したもの。三つ以上の語源単位が二回以上結合したもの

　　　　は，第一次的に結合する二語源単位をもって一β単位とする。

　　　　　例；　問題　　主義　　国民　　経済，　　　人々　　組合　　青空　　さや寄せ

　　　　　　　首切り　　それぞれ，　　　鐵会う　　引越す　　心細い，　　ラヴ・シーン

　　　　　　　ビヤ・ホール　　ノック・アウト　　Gメソ，　　　職場　　口絵　　急ピッ

　　　　　　　チ　　ゲリラ戦　　赤ランプ　　ゴム消し，　　空母　　安本　　参院　　早

　　　　　　　慶

　　　　　　　　公務i員　　坑道i乱掘　　給与1引上げ　　賃上げ1スト，　　　破防1

　　　　　　　法　　団規1令　　特出i局　　：金i炭労　　劇教組

　　　14語源単位が四音節以上になるものは，結含のいかんにかかわらず，独立して一β単

　　　　位とする。（この規定は，J3に優先する。）

　　　　　例；からiくれない　　うすiむらさき　　スター1システム　　サラリ

　　　　　　　ーマン

　　　　ただし，動詞の場合は連用形，形容詞の場合は語幹の音節数をその規準とする。
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　　例：　《わらい顔〉は一βであるが，《あざけりi顔〉は二βとする。また，《うすあ

　　　　かるい〉〈うらさびしい》は，それぞれ一βであるが，《うらiはずかしい〉は

　　　　二βとする。

15結含の部分として用いられた一語源単位のうち，次の各項に該当するものは，三音

　節以下であっても独立して一β単位とする。（この規定も，エ3に優先する。）

15・1　12，13および14の適用を受けるβ単位に，順次に結合したもののそれぞれ。

　　蝉茸）12に結合したもの：　　網1容れない　　お｝かわり　　かあ1さん　　あ
　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　一一　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　　　　－　　　O　Q　　　　　rm

　　　　ちらi風　合う1ようだ　争うiばかり（・は一β単位とする付属要素）
　　　　一　　　〇　一　o　o　tu一一一”mh　o　e　　o

　　　圭i）13に結合したもの：横i交字　疎開1跡　佳事i場　属唾1物1視

　　　　　1鎚

　　　　　不i可能　　無i愛想　　非1合法i的　　速記i藩　　理工i科

　　　　　自然1科学1書　　有名1無実i化　　植民i地i化　　理論1物理｝学i

　　　　考　　医師i会1長　　材木1業｝者　　文学1部1長　（ただし，次のよう

　　　　なものは13の規定に従う。　　弼集1令状　　開拓i地区）

　　　　　中｝小｝学校　　一1大｝低下

　　　　　デフレ1予算　入試｝コース　大｛ビヤ・ホール　ラヴ。シーソー賞

　　　　オール・スターiキャスト　　ノミット・マソ1レーース

　　　iii）エ4に結合したもの：　アチーヴメソト1テスト　　スクイズiプレー

　　ただし，外国語の前置詞などで，国語の助詞と同様の機能をもつものは．その前の

　ところをβ単位の切れ目とする。しかしその蔚置詞は，一語源単位としては数えない。

　　（以下の引例で下点を施したもの）

　　例：　ケースレミイケース　　バランス【オブパワー一　　メード1イソイングラソ

　　　　　　　　　N　　N　N　　｝　S　　N　　　　　ド

15・2　次のような結合の型をもつもの。ただし，この場合は，カードの採集・整理に．際

　して特別の扱いをする。

　　　　i）《給i排水〉の型　（《給｛水｝〉とく排水〉という工つのβ単位に分ける。）

　　例：　魚i獣肉　　青i少年　　男1女児　　陶1磁器　　市瞳∫i村長

　　　ii）《絹糸【布〉の型（《絹糸〉とく｛絹｝聯〉という二つのβ単位に分ける。）

　　例：根父1母　養父1母　 国内1外

f5。3個々に独立して用いられる可能性があり，かつそれらが三つ以上董列されたもの

　は，その一つ一一つを一β単位とする。

　　例：市1町1村　衣i食1佐　上1中i下　都i道｝府！累　土｝農i

　　　　工1商　仁1義【礼1智1信

　ただし，並列でも23の条件をそなえたものは別の扱いをする。（次のページ参照）

2　次の各項に該当する結合形をもつものは，原則1の規定にかかわりなく，その結合形
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　　：全体を一β単位とす：る。

　　21　音転化のため，語源単位の切れ屠の明らかでないもの。

　　　　例：　くれない　　うっちゃらかす　　かんがみる

　　22助詞「の」「が」rつ」等を介して二つの語源単位が結合して一つの成語としての意

　　　味をもつもののうち，金体が五音節までのもの。

　　　　例：　板の闘　　菜の花　　滝つ瀬　　沖つ波　　知らん顔　　お手のもの　　こ

　　　　　　のごろ（「最近」の意）

　　23　次のような並列の条件をそなえたもの。

　　　　　i）　個々に独立して用いられることのない語源単位の並列の揚合

　　　　例：　雪月花　　松竹梅　　花鳥風月　　東西南北　　春夏秋冬　　（いずれも音読

　　　　　　みの場舎。訓読みにすべき場合は，エ4・3を適用する。）

　　　　　ii）独立，非独立に閣係なく，二語源単位の並列の揚合

　　　　例：　衣食　　天地　　上下　　左右　　上下｝左右

　　　　　iii）略称の並列的結合の笏合

　　　　例：　限英　早慶　京阪神　薩長土肥

　　　　　iv）ローマ字を並べk略称

　　　　例：　M．S．A．　PTA　　Y．W．C．A．　UNESCO

　　24漢語で三語源単位以上の結合をもつもので，次の各項に該当するもの（漢語以外の

　　　場合もこれに準ずる◎）

　　24。1一一一一・つの物や銀柄の名前に，なったもので，間に切れ蹟のおきがたいもの。

　　　　例：　除虫菊　　山茶花　　雁来紅　　馬鈴薯　　個炉裏．　万年筆　　赤十字

　　　　　　未亡人　　皇太子　　大統領　　浄瑠璃

　　24・2三字以上がすでに一つの成語としての意味を有し，間に切れRのおきがたいもの。

　　　　例：　有頂天　　人非人　　雰源気　　集大成　　無一物　　未曾有　　不思議

　　　　　　不可分　　不可避　　不可解　　不可欠　　殺風景　　大丈夫（形容動詞の場

　　　　　　合）

　　　　　　　不可思議　　不倶戴天　　有耶無耶

　　24・3梵語・洋語等を漢字に．音訳したもの。

　　　　例：　阿弥陀　　霊：蘭盈　　仏捨刀　　天麩羅　　倶楽部

　3　圏有名手洗）に対する扱いは，康剣1および2の緯定にかかわらず，次のようにする。

　　（語源単位の結合数や音節数にかかわらない。）

　　3エ　人名に対しては，姓を一β，名を一一一βとする。また，通称もしくは帰，富名なども

　　　それぞれ一βとする。

　　　　例・翻糠　周偲来　ホーチミン　・・…1・　if　．　i　E・1スタ・it1　7

轍　ここでいう固有名詞とは，人名および地名を袈わすものに眼る。
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　　　　　　明智1左馬介1光秀

　　　　　　古今亭1志ん生　　梛家i小さん　　豊竹i山城i少橡

　　　　　　暗闇の1丑松　　鋳かけ1松　　切られ1与三

　　　ただし，次のものは全体で一β単位とする。

　　　　圭）徳球　エノケン　シミキソ　F・Ki嬢　（＜伊藤1忠》〈織田1　1乍〉

　　　　　　の類は，それぞれ二β。）

　　　　　ii）千代の山　　玉乃海　　東富士

　　32行政区：画を表わす地名は，金鳥で一β単位とする。なお，《都，府，県，郡，市，

　　　区，町，村，了臼，番地〉は，それぞれ一β単位とする。

　　　　例：　東京1都1目黒1区【上目黒1五1了則二1三1九1六［番地　　都下i

　　　　　　西多摩陪鴎五β市1町　　中央1区1日本橋注1）i一の1－1五

　　33固有名詞において，種差を表わす部分と，名を表わす部分との結合したものは，そ

　　　の結舎点をβ単位の切れ臼とする。ただし種差を表わす部分の結合については，原蜀

　　　1および2を適用する。

　　　　例：　〔国名〕　アメリカ1合衆i国　　南1アフリカ1連邦

　　　　　　ただし，次のものはそれぞれ一β単位とする：　北米i合衆1国　　ソ連

　　　　　　　　西独1連邦　　韓国

　　　　　〔地域名〕　中部1地方　　東海1道　　東1インド1諸島　　カリフォルニアi

　　　　　　　　　州

　　　　　　ただし，次のものはそれぞれ一β単位とする：　本州　　北海道　　北満

　　　　　〔地形名〕　富士1山　　マウント1エヴェレスト　　H高拐1　楊子i江

　　　　　　　　　十和田【湖　　太平i洋　　瀬戸i内海　　東京1湾　　九十九里1浜

　　　　　　　　　アツツ【島

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だいせん
　　　　　　ただし，次のものはそれぞれ一β単位とする：　　大山　　長江　　黄河

　　　　　　　　紅海　　大島

　　　　　〔場所名〕　銀座1並木［通り　　キソグス・クロス1停車1場　　東急1蕨天寺

　　　　　　　　　1駅注2）

　　　　　　ただし，駅名で，地名の上に国名を冠してあるものは，それぞれ一β単位とす

　　　　　　る：　　武蔵1小金井【駅　　下総1中山【駅

　　　　　〔建造物名〕　帝国1ホテル　　読売iホール　　ヤソキ　・一1スタジアム　　β劇

　　　　　　　　　1ミュ　一一ジッタ【ホール　聖レくジル1大［寺院　法隆1寺　修

　　　　　　　　　学1院

　　　　　〔会社名〕　ナショナル1金銭i登録1器1株式i会社　　太平1洋1海運　　石

注1　地名でなく，橋の名前としての場合は《臼本1橋》とする。

注2　駅名でなく寺の名前をさす場合は，＜袖天i寺》とする。
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　　　　　　　　　川島1重工

　　　　　〔団体・宗派名〕　相模1カントリー｝クラブ　　草月1流　　小笠原【流　　花

　　　　　　　　　柳i流　キリス肩教　めしや1教　天理i教

　　　　　　ただし，次のものはそれぞれ一β単位とする：　仏教　　儒教　　圃教

　　　　　〔学校名〕　東京i大学　　日本i女子1体育1短期1大学　　千代田1区1立1

　　　　　　　　　番町1第1－1中学i校

　　34　圃有名詞と普通名詞との結合したものは，その結合点をβ単位の切れ藏とする。

　　　　例：　吉田i社長　　り1将軍　　静岡i代表　　李iライン　　太平i洋1戦争

　　　　　　反1ソヴェト1論　ワシントン1詣で

　4　数詞に対する扱いは，1，2および3の規定にかかわりなく，次のようにする。

　　4i数そのものを表わす部分と，助数詞浅）の部分との結合形は，その結合点をもってfi？

　　　単位の切れ匿とする。

　　　　例：第1－1等　三十i坪　十1五i箇国　五1時に工十1分

　　42数を表わす部分は，表記のいかんにかかわらず，次のようにする。

　　42・エーe十，百，千のけたごとにtそれぞれ一β単位とする。

　　　　例：一1九i四〇1～四1八｛年　一1メr・一トノレ1六i五　十1五i時聞1

　　　　　　半3i615隔
　　42・2　〈万，億，兆〉は，助数詞なみに，それぞれ一β単位として独立させる。

　　　　例：　五i億1三千1＝二百1四十1三i万｝八干1円

　　　　　く億，万〉が表記されていなくても，次のように　｛　｝の中に補ってβ単位と

　　　　して採集する。

　　　　　　　51312i41318000［円　（＊のところに｛億｝を，＊＊のところ
　　　　　　　　箭　　　　　　　　　　　　　　当山

　　　　　　に｛万｝を補う。従って採集する単位の数は上の例と一致する。）

　　42・3分数は次のようにする。

　　　　例；　五i分の1一

　　　　　く分の〉が蓑記されていなくても，｛　｝の中に補って，β単位として採集する。

　　　　　　　拳（・の・・うに｛分の｝を棚・従・て採鮒・戦の卵上の例・一

　　　　　　致する。）

　　42・4　小数は次のようにする。

　　　　例：　0．i53　　0。【321｛意

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すう
　　43数詞もしくは助数詞に結合した《何，幾，数》は，数詞なみの取扱いをする。

　　　　例：何；回　何1円　幾i度　幾i組　数i種　数i坪

　　　　　　　何百ヨ年　　何i万【何予1何事

注　助数詞とは，数量的な表現と結合して，数最の単位を表わすもの。助数詞は別表の「一β単位とす

　る付属要素」中に掲げられるので，それ自身一β単位として独立する。
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　　　　　二百1万　　十i数1園

　　　ただし，〈再　両〉は，数詞としての扱いをしない。

　　例・：　：再度　　：再拝　　：再三1再：四　　両三1團　　両氏　　両隣　　衆参1両院

　　　　賛否i両論　　一刀1両断

44数を蓑わす部分と，それ以外のものとの結合形は，その結合点をもってβ単位の釘

　れ貝とする。

　　例：　日本1一　ひと1粒1種　三1う劃凡退　第i五汐1　第i六i感．

　　　　Bi219　Di5［1　ヘンリー1八1世
45一部に脚半を含んでいても，それが数蚤をば表わさず，全体で一つの決まった内容

　を表わすと認められるものは，41から44までの規定に従わない。

　　例：　福臓i一門　　清水i一家　　一言i三士　　裸1一貫　　一国i一城のi
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一段（と）

三番婁

一連

　以下に掲げるものは，普通に接頭語や接尾語とよばれるもののうち比較的自由に広い範囲の

語につくと考えられるもの，および形式名詞・補助用言の類である。これらは独立して用いら

れることはないけれども，われわれの表現の単位として重要な役割をつとめるものである。従

ってこれらを特に一β単位として取り出して，調査対象に加えることにした。なお，前述のよ

うに，助詞・助動詞は一往調査対象から除外したが，一般に助詞・助動詞とされるもののうち，．

形式名詞などと語性のよく似た種類のものについても，特に一βとして数えることにした。

　　1　接頭的要素

　　　お　　　おん　　　おみ　　　み　　　ご

　　　　ただし，次のようなものは例外として，それぞれ金体で一β単位とする。

　　　　　　おかげ　　おとぎ1話　　お払い1箱　　おしゃれ　　餐ひたし　　おもちゃ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆき
　　　　　おだぶつ，　御殿　　御覧　　御神火，　み子　　み幸　　み輿　　みくじ

　　　ミス　　 ミスター　　サー

　　　第　　No。

　　　あい〔～ナル〕　　まかり〔～アリ〕

　　2　接尾的要素

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一16一



●

　　　　　　§2・3
（準体）　の注♪

　　　　　　　　　　くん（敬称）　さま（さん　はん　ちゃん）　　どの（どん）　　鴛　　うえ〔ハハ～j

　ぎみ〔チチ～〕

　　　　　　　　　　　じよ　氏師子気丈翁伯博女　　ただしく両氏　三寸　周氏　同嬢》の類は例外として，それぞれ全体で一

　β単位とする。
（複数）　たち　　かた（がた）　　ども　　ら　　等　　連

（助数）1）等級組種類型式流
　2）件　条　箇条　項　蟹　款　綱　門　通り
　3）番　　目　　番1目　　團1羅　　・号　　月i号　　丁冒　　番地

　4）度遍團次
　5）箇所　　ところ

　6）箇　　枚　　ページ　　面　　騰　　流　　本　　台・　脚　　軒　　階

　輪　　ふり　　腰　　かさね　　具

　　　　　　　にん　7）国　　箇国　　村　　二村　　人　　口　　ところ　　はしら　　頭

　羽匹尾
　8）里　　町　　間　　メートル　　アール　　坪　　畳　　抱え　　囲り

　　升合リットル斤トソグラム
　9）度　　時　　分　　秒　　時間　　分間　　秒聞

　10）とせ三年箇年つき月箇月N箇冒週
　　　　　よロや　週間旬三夜代世学期期1生年｝生
　11）円　銭　元　 ドル　リラ　ルーブル

　　　　　　め　12）段折角滴目層山かたまり
　13）びん三把回折臥袋俵樽
　14）欝三二章篇題筆図表
　15）社〔三～合同〕　校〔六～選抜〕

　16）f音　　 害亘　　ノ£一セント

　　部区
（関係）　分〔一人～〕　　過ぎ〔五分～〕　　前〔五分～）

　　どち（どし　どうし）

　間内外じゅう〔ウチ～〕ちゅう〔カγガエ～〕

注　報告3『現代語の助詞。助動詞』における準体助詞《の》の①の用法（171～172ペーージ）のみ。従

　って，陶書で終助詞もしくは接続助詞としたもの，および準体助詞の②の矯法《のだ　のです　ので

　ある　のか等》は除く。

一17一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　§2・3

　　　　　　　　　　ふう　　　よう　　　　　　　　てい

　　（状態）的風諭状上級型式流
　　　　　　　そう　　よう　みたい　　ふう　だらけ　　がち，

　　　　　　　ごとき．＜，　らしい　　めかしい　　がましい　　くさい〔ラシイの意〕

　　　　　　　ぽい，　がたい　　づらい　　にくい　　やすい　　よい（いい）

　　　　　　　できる　　得る　　あたう　かねる〔ヨミ～〕　　すぎる〔アソビ～〕

　　（変化）　めく　　じみる

　　　　　　　だすta　1）　かける　　はじめる　　きる　　ぬく，　とおす　　つづける

　　　　　　　おわる　おおせる　つくす　　はたす　　そこなう　損じる

　　　　　　　つける〔習慣の意〕，　　あう

　　　　　　　かけ　　しな　　はじめ　　きり　　とおし　　じまい　　おさめ　　っけ

　　　　　　　ついで，　あい

　　　　　　　てある　　てない，　　ている（てる）　　ておる（とる）　　ていらっしゃる

　　　　　　　（てらっしゃるジ　　てやがる　　てしまう（ちまう　ちゃう　じゃう）

　　　　　　　ていく（てく），　てまいる　　てくる

　　．（行為）　めかす　　ぶる　　がる

　　　　　　　する注2）

　　　　　　　いたす　　なさる　　たまう

　　　　　　　ておく（とく）　　てあるく　　てみる

　　　　　　　てやる（たる）　　てあげる（たげる）　　てさしあげる

　　　　　　　てくれる　　てくださる　　てもらう　　ていただく

　　（その他）という（ちふ　てふ）

　　　　　　　ずつ　　あて　　ごと　　ぐるみ　　ずく

　　　　　　　きり　　だけ（たけ）　　ばかり　　のみ

　　　　　　　まで　　くらい（ぐらい）　　ほど（程度の意。従って《後ほど　先ほど〉

　　　　　　　は別）　　ばかり　　など（なぞ　なんぞ　なんか）　　なんて等

　　　　　　　かたがた　　がてら　　ながら〔女～　昔～の意〕　　だてら

　　　　　　　くせに　　こととて　　ところ　　ところが　　ところで

　　　　　　　どころヵ、　もので　　ものなら　　もの　　ものを〔以上，接続助詞〕

　　　　　　　こと　　もの　　ものを〔以上，終助詞〕

注1　1）　「だす」以下は，例えば《やりだす　やりかける　やりはじめる》のように，動詞《やる》

　　　の後に続く場合の意味を考えればよい。

　　2）上のそれぞれの語と憲動他動の関係にあるものも，同じく～βとする。

　　　　例：かかるはじまるきれるおえるそこねる等
　　　3）上の語の名詞形も同じく一・一・　Bとする。

注2　ただし一字の漢語に《する》のついたもので，係助詞の介入しえないものは，その全体をLβとする。

　　　例：　欲する　　証する　　信ずる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一18一



〔付〕

　　　　　　　　　　　　　g2．4

1）次のようなものは一語源単位と認めず，結合した形をβ単位とする。

　れる　　　られる　　せる　　させる

　　さ　　み　　け　　げ

　　り〔ブタ～〕　たり〔ヨツ～〕浅）　か〔ヨヅ～〕　つ〔ヒト～〕

　　ひつ　〔～カキマワス〕　　　とつ〔～ピョウシ〕

　　くこネガワ～ハ〕

2）陳述の意を表わす，動詞くある〉の類および形容詞《ない〉は，助動詞と同

　　じ取扱いにして，β単位の中には含めない。

　例：　～である　　～でもありません　　～でございます　　～にて候ふ　　～に侍

　　　り　～でない　　（～く）ない　～となく　～とはなしに

　　これらは，いずれも～または（　）の部分だけをβ単位としてとりあげ，以

下は除外する。

　　ただし，次のように用いられる《ある》〈ない〉は，上のような扱いをしな

　い。

　　　どこをi探しても1ありません

　　～の問題はiどうiあるべきか

　　いつiまでもi美しくiあり｝たい

　　二つに1一つしか1ない

　　　とんでも【ない　　よんどころ1ない

　β単位の規定は以上の通りである。なお，以上の原測に従うと著しく不自然・不合理の感を

：免れない場合は，個別的に考えて，例外を設ける。（この例外は，すべて，カードに記録を取

・っておく。）最後に，この規定に従って実際の：交章を切った例を示しておく。次の文章で，

i　　【　で囲み，かつ，下線を施したものが，β単位の語として操集された。

　　　　i藤原1あき1は，ほるで，1－1場iの1恋i（長いi－i場iではあったが）

　　　　のiため1に1だけ，1こiの【世1にi生1を1箪け1たiよう1な【女iである。

　　　　1彼女1の1恋iは，i一［艘iのi出船iにiはじまり，1そして，【一1艘iの

　　　　i入船iに1よっiて1幕1をi閉じ【た。1昭和i三1年i八1月1十i八lE羽

　　　　藍，ほ璽1劃を【鎧1ゑ【た1幽1遡瞳墨【逃iの1後側1ご魑

　　　　【のi快速i船1で1港外1まで1追っ1て，1

　　　2・4　集計単位の定め方

調査単位が確定すれぽ・次は・どの単位語とどの単位語とが同じ語かを汐鋤る段取りとなる・

なぜならword　countの性質上「岡じ語」を集めその使用率を測ることが張められるからで

　油　ただし《イチiニソ》《ヨ1ニソ》と読むべき場合は，（助数）の7に従う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一19一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§2・4

ある。すなわち論理自勺には，ある単位語κを億の単位語αと比べて，もし同じ語と認めれば

これらに共通の見出し語Aを立てる；もし別の語と認めれば更に第三の単位語bと比べ，

xとbとに共通の見出し語Bを立てるか，そうせず第四の単位語Cとの比較に移るかす

る；この操作を繰り返してκがどの単位語かと共通の見出し語をもてばそれでよし，どの単位、

語とも見出し語を共有しなければ他のどの見出し語とも異なるXを立てる；この操作を尽し

た時に単位：語の整理が終るという事になる。この事からして事彙調査での集計単位は，上に見

出し謡と呼んだものに選ばれる。

　さて見出し語は，同じ語の範囲にある単位藷から抽象したものと言える。従って，もしその

範囲の一つの単位語だけからでもそれが属する見出し語を定める仕方があるとすれば，個々の

単位語についてそれぞれ見出し語を立て，同じ見出し語をもつものをまとめて行くという操作

は，上記の操作と等価である。実際の整理作業は大部分がこの方法で行われる。ただしある単

位語を一つ取り上げただけではその見出し語が決めにくい場合もあるから，その時は上記の根・

本的な操作に帰らなくてはならない。

　なお根本的な操作と等価な後者の方法は，権威ある辞書に従って完全に行えると言われるか・

も知れないが，そうではない。たとい理想的な辞書が既にあるとしても，（1）その見出しとし

て，語彙調査の調査時に使われているすべての語をあらかじめ立てているとは期待鐵来ず，（2）

集計単位の観点から見て，辞書の見出しが等質酌かつ排反的であるとも期待出来ないからであ

る。

　ゆえに，この調査での集計単位の定め方は，次のような原劉によるQ

　　1。ある単位語一つを取り上げて，その見出し語を立てる一般的な仕方を規定する。この

　　　際その単位語が活用する語の一活用形となっているか否かが明らかなら，活用の有無と

　　　いう情報を使：ってさしつかえない。また資料となった蓑現でその単位語と関係する他の

　　　単位謡との，形式上・意味上の根分関係の情報も，これが明らかな限り使ってさしつか

　　　えない。

　　2。　「同じ語」と認める範囲の規定が一般的規則の形か個々のケースの完全枚挙の形かで

　　　行えるものは，その範囲を規定することによって，一つの単位語だけから直ちに見出し

　　　形が立てられるようにする。

　　3。　いわゆる同音異義語か同じ語の意味の差にとどまるかのように，2。の形で規定しにく

　　　いものは，個々の場合にこれな決する手続きを定め，その手続きを踏んで得た結果によ

　　　って見出し語を立てる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろくだいめ
　　4。　掛けことば，漢字にルビをつけ「菊五郎」とした類の二重表記の場含の，扱い方を決

　　　める。

さて以上の所では，「同じ語」の範囲を決めることを敢り上げたが，「同じ語」という概念自

翔こは触れないで来た。この点について一言する。最も明らかな場含としてわれわれは，意味

も形式も同じ単位語どうしを岡じ語と意識し，意味も形式も異なる単位語を互に異なる語と意：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一20一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g2・4

識する。ここで，形式よりも客観白勺に扱いにくい意味を持ち出したのは，本来word　countが・

意味の問題と強く結びついているかちであり，意味の排除を代償としてかちえた客観性は調査

目的に照らして必ずしも適応しないからである。特に基本語彙選定の資料になるという事を考1

えれぽ，この点は重大である。仮に形式だけから攻めて結果的には意味と高い相闘を得ても，

それが集計単位問の等質性をどの程度まで保ち得るか疑わしい。「ミギ総代何野何平」が「君

のミギにある」と別の集計単位となるのでは，他の集計単位との対比上バランスを失い，word

countとしては陶る。また「イカない」とFイッた」とを《イキ．ク》の活用形としてまとめる

ことも，純粋に形式だけからは決め難い。語彙調査の結果がもともと意味を振り切っては役に、

立たないのだから，たとい主観による浮動性はあっても，操作にも意味を入れる方がよい。（た

だその浮動性をなるべく制御する手は打つべきである。）そこで意味と形式とに冒をつけるとし

て，二つの単位語がその一方では同じと認められても他方では差がある場合が問題である。こ

の場合の態度を明らかにしないと，「同じ語」の概念も明らかにはならない。ところで普通に

「岡じ語」という時の「同じ」は「全く差がない」ではなく，「大差がない，すなわち，ある

程度の差を捨象してもよい」ということである。従ってその捨象してもよいという程度を明ら

かにする（操作酌には同じ語と認める範囲を決める）手続きを示すことによって，「同じ語」

の概念は決まる。（これは循環論法ではない。）だからわれわれは整理作業での手続きを通して

これを明らかにする方法を選んだ。ただしその操作自体，何らかの方針に立ってLlる。その方

針は，調査結果を利用する時の便利さ，特に基本語彙選定の資料としてまず役に立つことに依

存する。その点では小差に摺を着けて余り細分するより，ある程度大まかに分けた二二よい。

（使用率の安定性まで考慮すると，ますますそう言える。）もしもっと細かい差も必要なら，そ

れは集計単位となった兇出し語の内部の閥題として，見出し語の意味用法などの分析を重ねて

行えばよい。以上がわれわれの立場である。

　次に，われわれの採った操作法を述べる。（それには，立てた見出し語の書き表わし方が関

係して来るが，これは報告書前編2～4ページに既に述べたから参照せられたい。）

　　1　一般に，単位語が無活用ならそのまま，活用語なら代表形に直したものを，見出し語

　　　とする。

これは先の原則1。に対応する。なお副詞語末の「と」や「に」をどうするかは，単位語認定の

問題であってここの問題ではないQ

　　2　次にあげる種類の語形の逮いをもつものは，一つの語源から発している限り同じ語の

　　　範囲にあるものと認める。

　　　i）　臨時の発音を示す促音・長音の類と普通の形との差。

　　　　　例：　給仕ッ　人殺しイ　トトとんでもない

　　　ii）　意味の区別に関係しない清濁の差。（連濁を含む。）

　　　　　例：　セソダク／セソタク　（三）カショ／ガシe　レンチュウ／レンジュウ　シソ

　　　　　　　バソ／シソバソ　ナゾビト／ナンピト
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　xl）

3　別人，別の場所などをさす固有名詞であっても語形とその袋記形とが同じ場合は，同

　じ語と認めるQ

　　岡一人・同一場所をさす固有名詞の語形を表わす表記形だけが異なる場合は，同じ語

　と認める。

4・エ他語との関係において次にあげる性質：をもつものは，一つの語源から発している限

　りう同じ語の範囲にあると認める。

　i）　共に動詞であって，活用の型が違っていても連用形がそのまま中止法に立つ時の

　　　　　　　　　　　　　　　　　一22一
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iii）　謡またはその構成要素の末尾が短くなった形ともとの形との差。

　　例：　ホソト／ホソトウ　セソセ／セソセイ　モ／モウ　コオヒ／コオヒイ　サヨ

　　　　ナラ／サヨウナラ

圭V）　ワ，ユ，ヨの音が弱まった形ともとの形との差。

　　例：　アタクシ／ワタクシ　ブルジョア／ブルジョワ　イキ．ク／ユキ．グ　イィ／

　　　　ヨィ　サイナラ／サヨナラ

v）　他の音がはねる音に転じた形ともとの形との差。

　　例：　アンタ／アナタ　ソソなら／ソレなら　ナソで，の，etc．／ナニ　ナソピト，

　　　　ナソピト／ナニビト　ナソダ／ナミダ

　　ただし《サソ／サマ〉は例外とする。

vi）　他の音が詰まる音に転じた形ともとの形との差。

　　例：　アッタカ／ア二五カ　カヅテ／カツテ　～なコッた／～なコトだ　サヅピキ

　　　　／サシヒキ　テッカク／テキカク　カッコたる／カクコたる

　　　　《おトヅつあん／おトウさん〉もこれに準ずる。

　　ただし《ワッシ／ワタシ〉は例外とする。

vli）　詰まる音の有無の差。

　　例：　トテモ／トッテモ　タダ／タヅタ　ニホン／ニッポン　ケッシテ／ケシテ

　　　　ミッツ／ミツ

viii）はねる音の有無の差。

　　例：　アマリ／アソマリ　ミナ／ミソナ　ヒガシ／ヒソガシ　マダ／マソダ

ix）　連声によって生じた形ともとの形との差。（連濁は先のii。）

　　例：　ゼソナク／ゼソアク　バヤイ，バワイ／パァイ

x）　サ三音とチ，チャ，チ＝，チョ，ツァ等とが交替する時の，その差。

　　例：　マッシPt／マッチPt　ワッシ／ワッチ　おカシ／おカチ

　　　　　キヅサ／キッチャ　チイサいtな／チイチャい，な

　　　　　ツァン／サソ

　　ただしくサソ／チャン〉〈サマ／チャマ〉は例外とする。

　　　外来語。外国語のかな表記で，康和が同じ場合の写し方の差o
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　　　形が同じであり，かつ活用の型の違いが意味の識別の手轡りとならない単位語どうしa．

　　　　例：　タル／タリル　ナギル／ナグ　ホロブ／ホロビル

　　　ii）　「～い」系と「～な」系の両様の語尾を取り得る単位語どうし。

　　　　例：　アタ油川イ／ア旧訓カナ　キイμイ／キイロナ

　　iii）　r～に／～なる」「～と／～たる」の形だけを普通には取る単位語どうし。

　　　　例：タソニ／タソナルオオイニ／オオイナルセイゼソト／セイゼソタル

　　iv）　しざま。方法を表わす《カタ〉，〈ヨウ〉に接する動詞連用形とそうでない用法の

　　　　動詞と。

　　　　例：　タベかたが悪い／御飯をタベル

　　　V）　下記のvi）に該当しない「動詞連用形」＋「テ」の形の連用形と，他の活用形と。

　　4・2　次に．あげるものは異なる語と認める。

　　　vi）　「動詞連用形」＋「テ」に由来し，またそれと密接な関係があるような形の単位蕪で，．

　　　　（a）接続詞の働きをする語と，そのもとになった動詞と。

　　　　例：　シタガッテ，シタガイマシテ←→師にシタガッテ進む

　　　　（b）副詞の働きをする下記のものと，そのもとになった動詞と。

　　　　　　　　アエテ　イタッテ　カエッテ　カネテ　カロウジテ　キワメテ　ケヅシテ，

　　　　　　　　ケシテ　サダメテ，サダメシ　スベテ　ダソジテ　ハジメテ　ハタシテ　マ

　　　　　　　　シテ

　　　　　〈C）助詞に似た働きをする下記のものと，そのもとになった動詞と。

　　　　　　　　オキ．ク（於いて，於きまして，於ける）　ツキ．ク　モチ．ッ

　　　　　（d）接尾語的に使われるくキッテ》と《切り．ル〉と。

　　　vii）　いわゆる延言およびそれに類推して出来た形と，そのもとに．なった語と。（例は．

　　　　　前者だけをあげる。）

　　　　　例：オイラク’オソラク　オモワク　スベカラク　ウタゴウラクe“　＝イネガワ

　　　　　　　クは　ネガワクは　モシクは

　　　viii）文語動詞「あり」「いふ」に由来する次のそれぞれと，そのもとになった動詞と。、

　　　　　　　　アル（或）　アルは，アルいは　アラユル　　イワバ　イワンヤ　ィワク　ィ7

　　　　　　　　ユル　イエども

　　5　文語形・方書形で，それに形の上で対応する口語共通語形と意味がつながるものは，．

　　　その口語共通語形と同じ語の範囲にあると認める。

以上の2～5が先の原則2。を具体化したものである。もちろん上述の規定に加えて，そういう

風にまとめられるべき個々の単位語から立てる見出し語の形を規定して置かなければならない

が，今は煩をいとって略した。以上のエ～5でもなお決し難い揚合の処置として，晶晶30，40

に対応する規定を設ける。3。については，今圃の調査で初めて線型判別函数の利絹を試みた。

それは付録紅に述べるQまた4。についても付録茎で述べる方が便利だから，そちら（96ペー一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一23一
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ジ）に譲る○

　　　2・5　作業手順

　作業は集落を単位に進められる。繭圓は採集を完了してから整理に移るという手順を踏んだ

が，これよりも流れ作業にしfe方が，作業過程の管理さえうまく行けば有利な事が分ったので

今園はそう改めた。

　一集落は四十種前後のリプリント＝カードに複製してある。このカードの一枚ずつを使って

調査単位の句切りその他採集作業に必要な指定，また語のよみ等整理作業を助ける指定を入れ

るっこの「指定カード」を作る事からfield－workが始まるQ指定カードにのっとって採集と

その検査とが行われ，更に整理作業の時もこれが参照される。採集は所外のアルパイタに指定

カードとリプリント＝カード周忌とを渡して進めさせる。大体二十組ぐらいの採集を終えた時，

採集済のカー一一一ドを持って来させ，次の分を渡す。受け入れた採集カードは直ちに検査し，その

結果を管理図に描いて作業の質を管理する。一つの集落について採集カー・一ドがそろえば，五十

音順排列に移り整理を加える。その結果を，集計単位である見出し語ごとに一枚ずつの「整理

票」に記入して行く。これが済めば記入結果を検査する。以上の各毅階で，指定カードの一枚

ごとに採集予定枚数・採集カード枚数・採集検査後枚数を，また一集落ごとにその集落までの

整理で作られた整理票の数・その検査後枚数を記録し，食い違いが起った時はその油点を突き

とめてどちらの枚数が正しいかを確かめる。これらの過程が幾つかずつの集落に対して溺時に

進められるのである。

　集計は二回に分けて行う。第一回心は集落の半数に．ついて整理票検査を完了した時，第二回

冒は当然すべての範囲の整理票検査を完了した時に行う。各回とも集計着手前に，もう一度採

集カードと整理票とを突き合わせ再検査する。これは採集検査後藥計着手までの期間がやや長

く，その闘に採集力・・一・ドの出し入れも行われ，また検査漏れも絶無とは言えないので，最終確

認を行うためである。この検査でも概して少数の食い違いが出る。その食い違いの起った直心

も種々の方法で突きとめて修正する。しかしごく少ない程度ながらラ漂因不明の食い違いは残

る。この場合は現存枚数の：方を正しい値と認めるのである（年報7の96ページ参照）。さてこ

の検査・修正が終ってから集計に移る。その手順は詳しくは付en　9の5に述べるが，大筋は次

の通りである。第一回集計は，三層を通じての標本度数が40以上の語につき精度計算をする。

この結果一定水準に達していれば，各層についてもそれぞれ精度を算出する。それらの結果に

よって，後半の調査を全く打切るか，一部の層だけ続けるか，すべて1’aわたって後半まで調べ

るかを決定する。前半で標本度数が39以下の語は砦，後半部の調査を続ける。従って後半の整

理作業は前半より複雑になる。これを誤りなく語に応じて処鷹するため，第一圓集計と同時に

各譲に対し一枚ずつの「指令カード」を作った。このカードは整理票の内容の要約を含み，か

つ精度に．関する情報，後半での処置に関する指令，最終推定結果などが盛り込めるようにして

ある。ある語の第一鷹精度計算が済み次第このカードに，後半の整理作業に必要な指令がしる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一24一
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されるから，直ちにその語の整理票にその指令を写す。こういう方法で後半部整理に混乱やむ

だや落ちが生じないようにした。

　なお第：二図温の集計結果も指令カードに転写する。重旨令カー…ドは整理票より小型に作ったか

ら，語彙表作械にはこれを使った。そうすると整理票があくから，整理票を使って分析用のデ

・一 ^を作り始めることが出来る。たとい整理票から指令力・・一・ドへの転写とその検査とに労力を

さくとしても，製表と分析用データとの作成が同時に進められる方が有利だと考えたからであ

る。輿こ指令カードは語彙構造の量的分析のデータにも転用される。

　最後に，調査単位の旬切り方や集計単位のまとめ方で迷いやすく，しかもしばしば出て来る

と予想されるものについては，その処麗を髄々の場合に即して指漁した辞書体の指図書を作っ

て使ったことを，欝い添えて置く。
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3語彙構i造の量的分析

3・1語彙：量の推定

　3・11　問題

　総合雑誌の一年間の本文セこは，異なる語がどれほど使ってあるか。その推定がここでの問題

である。われわれは調査対象十三誌の金範囲から，その約四十分の一の分量に当る標本を抜い

た。その結果22926個の異なる藷が数えられた。しかしこれはこの標本に関する限りの値であ

るから，対象全体についての異なり語数すなわち語彙量については，それが22926誰を下騒ら

ないという事しか言えない。一方，延べ語数の場合を考えると，標本値を基にして対象全体の

延べ語数を推定する方法は，既に確立レている。では異なり語数の方も，標本値を利用して推

定する方法がないものか。延べ語数の場合ほど簡単にはいかないが，手掛りがない訳ではない。

今までにもたとえばP．GUIRAUD，　LeS　Cαract2res　statistiques　du　vocabulaire，1954，に同

様な問題が扱ってある。ただしその推定法は全く経験的なものらしく，推定結果の儒頼度が保

証されない。われわれは彼とは別の方法を考え，それによって推定を行った○

　以下，われわれの使ったアイデア，推定法，推定結果，その推定法の理論的根拠の順に述べ

るQ

　3。12推定法のアイデア

　用語の使矯状況を巨視的立場から見た時，そこに統計的な秩序のある事は，つとに内外の幾

つかの研究によって予想されている◎われわれの問題も，そういう統計的法則を仲立ちとして

解いて行こう。次のような考え方を取る。調査対象からまずランダムに延べn、語の標本を抜

き，それを調べた結果ゐ、個の異なる語が認められたとする。続いてランダムに延べ（n2、一一、n、）

語の標本を抜き，これを前の

標本に合わせた都舎n2語の

標本に対して，再び異なり語

数島をi数える。同様の；事を

繰り返し（n3，　k，），（n4，k，），

…… ﾆいう観測値の組を記録

して行くと，第1図に見る通

り，異なり語va　leのふえる勢

いは延べ語数πがふえるに連

れて次第に鈍る傾向が認めら
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れる。この勢い，すなわち異なり語数たの増加率が％と密接に関係すれば〔事実，後に示す通

りそう認めてよいが〕，雷い換えると　fe＝f（n）　であるようfs　f（n）が見つかれば，これを使

って調査対象全体での語彙量が推定出来る。この事は調査鰐象の延べ語数が無限大の場合にも

襲えるのであって，特に（nt，砂をプロッYしたグラフが第1図のように上方に凸なら，た‘が

一一閧ﾌ値しを越えないという限界値しが必ず存在し，すなわちlim　f（n）が必ず有限の値
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tl噌co
として定まる。このLは言語理論爆睡の意味をもつ：ある重語表現の全体は多種多様の議を

含むが，しかしその異なり語数には〔延べ語数が有限の場合はもちろんの事，無限大の場合で

あっても〕一定の限界があり，その限界値がしである。〔もし函数〆（n）がn－y。。で無限大

に発散すれば，語彙塁もまた無限大である。しかし書語現象の事実閥題としては，この事は起

るまい。たとい起ったとしても，上述の方法でやはりL＝：。。が推論磁来るのである。〕

　そこで問題はまず函数ノ（n）の形を発見する事に転ずる。われわれは第1閣のようなグラフ

に立って，プロットした各観測点この近く〕を通るような曲線を経験的に捜した。その結果次

の型の式がかなり良く近似する事を知った：

　　（1）　fe　＝＝　L（1　一一一e－a（n＋b）），

ここにし、a，　bは調査対象の語彙的性質によって統計的に決まる定数，　eは自然対数の底で

あるQもちろんLは上述の限界値にほかならないG

　さて先の式がわれわれのデータの有様を一往近似する事は，次のようにして知られる。今改

めて，nを特定の値に諏つた時の異なり語数を〔nを添え字として〕為tと書こう。またe－a

は定数であるから。と置こう。ぞうすれば式（1）は書き換えられて　　　　　t／

　　（2）　kn　＝L（1－c”’b）
となる。ここでhを任意の実数〔実際には整数〕とすれば，延べ語数が（n＋h）の時の異な

り語数　lln＋n　＝L（1－c（”＋h）＋b）　1よ，代数的な変形によって

　　　　　　　　　　　　　　　　為融躍♂読振乙（1－ch）

となる。もしhを常に一定の値に固定すれば，♂は定数Ciとなり，従ってL（1－oらも定

数C2となる。この時上の式は

　　　　　　　　　　　　　　　　　kn÷k　＝Clle＃十C2

であり，この方程式は直線を表わす。ゆえに点（len．　fe。＋n）を順々にプロッ5して行けば，そ

の点は次のページの第2図の小さい図に承すようなある直線PQに載る。われわれのデータ

をこういう定差図に描いてみると，延べ語数の小さい辺を除いては，観測点が直線にかなり

近く並んでいる。そこで直線PQをデータに当てはめる事を試みたとすれば，　しの推定値は

グラフからも次の方法で求められる：第2図で，原点0を通り横軸と45。をなす直線OQを

引き，これと先のPQとの交点をQとすれば，　QH〔ただしHはQから横軸に下した垂線

の燈〕または全く同じ事ながらOH：の座標が，　しの推定値を与える。

　ただしここに，なお考えるべき重大な事柄がある。それは，たとい式（1）が観灘データを良

く表添していても，ただその限りでは実験式に過ぎないという事である。従ってもしその函数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　27　一一



型がなぜ得られるかの理論

づけが行えないとしたら，

観測した延べ語数の範囲で

成り立つからと言って，そ

の実験式から外挿して　fl

－y・oo　の時の異なり語数，

すなわち語彙量るを算定す

る事には，十分慎重でなけ

ればならないQ注）その事を

なお考えよう。

　もし仮に式（Dが理論式

だとすれば，当然n＝0の

時ん鷹0．n＝1の時le　＝＝　1

でなくてはならない。そこ

でη需0を，式（1）と論理

吟

i2

IG

8

6

4

2千

。

臥＋E

g3・1

第2図

／
／

／

／
7
7
7

2手　　4 6 8 O… 2： 14・

上等価な式（2）に代入すれば，次の式が成り立つ：

　　　　　　　　　　　　　　　　　L（1　一cb）　一一　o．

これが成り立つからcb　＝1従ってb　：O　となる。〔実際には式（1）は近似式だからb≠0．〕

次にn＝＝1を式（2）に代入し，またb＝Oとすれば，

　　　　　　　　　　　　　　　　　L（1－c）　＝1　t
が得られるQこの式からして　c　・1一一1／L　となる。以上の考察によって次の事が分った：

　　　L語の語彙量をもつ言語衷現の集合で，もし各語の使用率が全く等しければ，すなわち

　　1〆しであれば，式（2）の。の代りに1－1／しとし，またbを0とした式は，nとんと

　　の関係を示す理論式となる。この場合faは，　nに対する一つの観測纏ではなく，そうい

　　う観測値の期待値である。

一方実際には，禅語の使用率はかなりまちまちである。だから式（2）は，現実には近似式に過

ぎない。にもかかわらず，延べ語数nが大きい所では観測された異なり語数々が式（2）で相

当良く近似出来るのはうなぜか。それは次の理由に基づくと思われる。nを大きな値に取れ

ば，使燭率の大きい語はあらかたその延べ銘語の標本中に現われると期待されるQ十分に大き

なnを簸ってもまだ標本に現われないような語は，その使驚率が一般に小さいものである。そ

の意味で，まだ現われない語の使用率に大差がない。つまりほぼ等しいと箆なせよう。この理

由で式（2）が，大きなnに対する鳶ρ近似を与えるのであろう。

　ことろで先の定差図〔第2図〕を見ると，ブμットした点の列は下方に凸な曲線を成すよう

　濾　国立語研究所年報6に中闘報告をした際も，この事は考慮に入れたが，今晃るとまだ考え方が甘か

　　つた。今園はもっときびしく追及する。
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＝にも愚える。こxでもし「nの大きい所では式（2）が良く巌てはまるから」と簡単に考えて，

適合が余り思わしくないnの小さいあたりのデータを捨ててしまうとすれば，危険であるQな

ぜかと書えば，どのくらいの大きさまでの（n，のを捨てるかによって，しの推定値がかなり

動くと予想されるからである。そして7zがどの辺までのデータを無規するのが適当か，これを

われわれは見定める事が出来ないからである。一一とすれば，データの一骨を無視するような：

推定法ではなく，別の仕方を考えなくてはならない。

　われわれは先に式（2）が，異なるL語の使丹1率が等しければ理論ヲミとなる事を見て来た。

そこで次に，データ全体を一まとめのものとして扱わず，使駕率が等しいような語の群に分け，

・各群ごとにそれぞれのデータを作る場合を考えてみる。この場合には，群ごとのデータに基づ

いて求めたそれぞれの群の語彙黛の総和が，調査対象企俸での語彙猛乏なる事は明らかである。

かつ各群での理諭式は上述の所から概に知られている。従ってnの小さいあたりのデータも利

摺出来，また理論式による外挿を行うのだから安企でもある。ただ問題は，そういう「等しい

使用率をもつ語の群」がどうしたら作れるかにある。この問題は実際上は次の方針で解決され

よう。観測した最大の延べ語数をもつ標本，つまi）観測の最終麟に得られた標本での標本使用

率に冒をつけ，これが等しいまたは大差ない語をまとめで群に組み分けするのである。一・以

上のアイデアに墓ついて，次の節に述べる推定法を使った。

　．3）・13　　推定法

　延べN語から戒る寅語蓑環のある集含がL個の異なる箆墨し語濁を奮み，その各見出し

語の使兜率がP三，為，…，Pしだとする。このN個の単位語法〉に等しい抽幽確率を与えて母

集団を構成する○ここから全くランダムに1語ずつの抽出をこ同じ単位語が反覆して抜かれる

事をも解して〕n園続ければ，こうして得られる延べn語中に現われる異なる語の期待値K

、｝ま，　§3・15に二証明する通り

　　　　　　　　　　　　　　　K＝：L－L’・　（1－pi）n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　i＝＝1
　　（3）

　　　　　　　　　　　　　　　　罵る一Σゴ趣　　　　ただし一’一Ai　＝109e（1－P，）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　i＝1

である。もしL禰の見出し講がすべて等しい使用率P＝：1／Lをもてば，この式は更に簡単と

なり，

　　（4）　　　K　：L｛1一（1一一P’．）tt｝＝二五（1－e一・4n），　　　≠こだし一A　・　IOg，（1－1う．

さて式（3）の　Σゴ細　の頂はこれ以上舗単な形に憲けないから，この式を使ってLを推定
　　　　　　　i
するには，二階Pi，為，…，　Pしの値を知っている必要があり，それを知っているならしも

厩知のはずである。従ってこの式をそのままでデータに当てはめてLを推定する事は望めな

い）そこで次の方法をくふうした。

　実際に観瀾した最大の延べ丁数をもつ標本での各語の使駕率に霞をつけて，標本使用率が大

　1：ξ三　これ，らの騰語については付録王を冤よ。
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差のないように，かつ定差回にプ寡ヅトした点がほぼ下線を成すように，見出し語を山僧に

組み分けした。この各組の語彙量をムで表わせば，全体の語彙二五は当然

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユレ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　五＝Σゐλ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　λ＝＝1

である。次に均の推定は下記の方法によった。（i）標本使用率が一番大きい組では，標本

使用率が大差ないようにするとその組に属する標本異なり語数はきわめて少なくなり，推定作

業の能率がよくない。これをかなりの個数になるようにすると，今度は標本使用率が相当まち

まちとなり大差がないとは書えなくなる。そういう組では幸いにも，延べ語数をn、，n2，　n3，

…と増して行った時，新たな見出し語はもう観測の途中から出なくなった。従って使用率の大

きな語はわれわれのデータでは出尽したものと見られる。　〔実際に，この組に属すべき語がわ

れわれの標本に現われていない確率は，きわめて小さい。〕そこでこの組に関する限り，標本

異なり語数をそのまx煽と見なしてさしつかえあるまい。　（ii）i以外の組では，そこに属

する語の使用率は〔抽出誤差も考慮すると〕大差がないものと認められるQ従って前記の式（4）

を当てはめる条件はほぼそろっているが，それでも使矯率が全く等しくはないから，この食：い

違いに対する修正項としてうλを入れ，　召の指数を一αλ（ni十bi）とする。すなわち次の式を

当てはめる事にする。

　　（5）　　　　　　　　　　　　　　　Ka＝」しA｛1－emaA（nl＋5λ）｝

〔推定を行った結果から判断すれば，こののの値はその区間の平均使用率から算出した値に

近く，またα森も0に近かったので，上記のような組分けおよび修正項の入れ方は適当だ

ったと思われる。〕さて，データにこの式を当てはめ最小二乗解を求めることによって，ゐλが

推定される。

　ただ（ii）の場合に問題となるのは，各観測値に対する重みの評価である。まず異なり語数

に対しては，抽出誤差の分散と語数勘定の誤差の分散に分けて考えなければならない。抽出誤

差分散の一般的な形は§3・15に示すが，そのままの形では数値計算がしかねる。ただし今ば

各語の使用率がほぼ等しいように組み分けがしてあるから，その組を取り上げる限りでは一往

その使用率が等しく　P戸1／Lλ　と仮定する。この時の抽出誤差分散は〔簡随のため添え字λ

を落して書くと〕

　　　　　　　　♂（ん）一五①が一が（・一÷ヂ＋・（・一・）（・一÷）麗

となる。注）この式で評価を行った。次に測定誤差の分散は，従来の経験から，異なり語数1GOG

当り4（語2）程度だという事が分っている。従ってこの二種の分散の和の逆数が，異なり語数

観測値の重みに比例する。次に延べ語数に対しては，まず岡様に測定誤差分蔽を考えなければ

ならない。これも今までの経験から延べ1000語当り2（語2）程度と見積れる◎更にわれわれ

の場合，川こ対してもう一つの誤差がはいった。それは，データの記録を取る時，使用率の組

み分けは考えず全体をくるめた標本延べ語数だけを出して置いたので，組み分けしたそれぞ江

　注　この式は§3・15の式（6）でP伊Pゴ＝1／しと置けば得られるσ
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の組についての第htw　Eの観測でna（h）が幾らになるか分っていない。〔もちろんこの値は，

最終標本値による組み分けが済んだ後でなけれぽ，知るすべがない。〕採集カードから作った

整理；票をもう一度整理し直してこの値を確かめる労力の余裕が，今圃は得られなかった。そこ

”C’　na（h）を次のように推定した◎最終回観測での金標本の延べ語数をno，その結果第λ組には

乳いった見出し語の延べ語数をna，また第h回観測での金標塞の延べ語数をn（h）とすれば，

　　　　　　　　　　　　　　　（h）　　　　　　　　　na（J‘）NnA　X　一wwZZ　　　　　　　　　　　　　　　　＝n」，pCh），

　　　　　　　　　　　　　　ne

　　　　　♂鮒・）≒（anA（Je6nA））292（n・）＋（繋）レ（P・’・））

　　　　　　　　　　《響））2（毒i，2＋％11ゆ一斗）・ただしずは・・の測定追

従ってnA（it）の推定誤差は上の第工式で評価した。この誤差は最終観測に関する限りもちろん

0である。さて延べ語数観測値に対する重みは，上記二種の分散の和の逆数に比例する。

　こうして，各観測点の重みの比が算定され，推定法の具体的な手続きがすべて決まった。実

際の推定に当って施した組み分けの数は，対象とした十三誌全体では4個，その三つの雑誌層

．については各3飼となった。

　最後に，DEMING流の最小二乗法を施す場含，標本が十分大きいのでLλの推定：量は正規

分布に従うと見なせよう。その分散をVkと置けば，五漏Σゐλの推定量の分散は　ΣVλと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A

晃積られる。ただし先に述べた（i）の組ではし？．の推定量に誤差がないものとして扱った。

〔この組の推定誤差は他の組のそれに比べ桁違いに小さいから，これを無視してもVにはほ

とんど影響が及ばない◎〕

　3・14　推定結果

　上に述べて来た方法を使って，第1履，第ヨ層，第盤暦および十三誌全翻の範囲について語

彙量を推定した。その結果は第1表の通りである。

　この結果からはまた次のような事：が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1表　語彙母の推定結果

．導き出ぜる。

　　（i）　われわれは調査対象の約四

．十分の一の分蚤を抽出したが，この標

』本に現われなかった語が，大体下記の

程度あったと推定される。

　　　　　第1層で　12600～1510G語

　　　　　第艮層で　　4400～7900｝．

　　　　　第撮層で　　6200～8700語

今，

推定範囲

第u馨
第豆屑

策副韓

全体

z三塁9鞭儒饗
28563　652．1　27284　29842

16551　896．　9　14793　18309

18306　643．　9　17e44　19568

43669　1616　40502　46836

な
之

異
麟

補
k
四
“
ゴ
“

オ
フ

謬

金体で　17eoo～23900語

14713

10437

10889

2292｛i

　　これら標本に現われなかった語が，調査対象の語彙量の何パセソトほどに当るかを求める

と，第1穏では48パセγト，第狂層では37パセント，第皿層では41パセソト，全体十三誌

の範閥では48パセソトと推定される◎ただしこれらの語はどれもこの調査対象では使用率が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　31　一
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一般にごく小さいものと言える。

　（i圭）　第1表の結果からすると，各層の語彙量の多少は　i＞雁＞9　となっていて，延

べ語数の多少の順と一致する。第1図で標本延べ語数が〔ほぼ〕等しい所の標本異なり語数を

比べると，逆に1（・〉匪＞1であった。単に標本値だけから対象全体の有様を速断することの危

さが，この例では特によく分ろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曝
　さて語彙最の多少の順が延べ語数の多少の順と一致した事は，特別の事情がない限り当然だ

と言えよう。と言うのは，一般に多くの延べ語数を要したような蓑現では，異なる語も多く使

われるはずだからである。この関係が破れるのは，語藁の豊かさに差が著しい揚含である。と

ころでこの「語彙の豊かさ」とは，操作自勺に定義することがなかなかむずかしい概念である。

語彙燈しそのままでは豊かさの尺度とはならない。なぜかなら，しにはNの影響があって，．

単純にしとNとの比を取るような事では，しに及ぼすNの影響が消せないからである。

〔比でIVの影響が消せない事は，特殊な場合として2V＝＝。。の時を考えれば明らかであろう。〕

従って今は，語彙の絶対的な量が上記の順と推定された事だけを述べ，語彙の豊かさの問題に

は立ち入らない。注1）

　このほか語彙の総量ではなく，層の闘に共通な語彙の童一高わば語彙共通最の推定も，簾

1表に若干の推定結果を附け煽えれぽ，原理的に可能である。ただしその推定法は精度の点で

も手闘の点でもまだ能率が悪いので，この調査では結果を報ずるまでには釜らない。注2）

　3。蕗　推定法の根拠

　§3・13に式（3）として掲げた理論式がどのようにして導かれるか，またその式から外挿

して語彙量Lを推定する根拠は何かを，以下に述べよう。まず初めに理論酌考察の見通しを

よくするため，導くことが出来た結果の大筋をしるしておく。調査対象を形作っている単位語

につき基本的なランダム抽出を捌懲繰り返した時，その延べん語の標本に認められる異なり語

数餓の期待値Knは，前記の式（3）

　　　　　　　　　　　　　　　K，、漏勲，，竺L一Σ（1－P，）“t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i＝＃1

で表わされる。次に々．の分散をV，と書けば

（・）v・・＝・E（…一Kn）・一
?（・一儲｛急（・一卵ゑ黒（・一P・一P・）n

となる。更にK。およびVnについては次の事が成り：立つ；

注1　しかしこの問題が解けない訳ではない。われわれも「語彙の豊かさ」に操作的に為る一：のアで

　デアを考えているし，P．　GUIItavDやG．U．　Yur．E　lこも試みがある。特にYULEのK一特性値は注巨ず

　べきものかと思うが，これに対してはG．　HIII〈DANがLanguage　as　Choice　and　Chancet　1956，

　§3・5～§3・6で，それが豊かさの尺度とならずまた欠点のある事を遠ぺ，別様の解釈をしている。

　われわれとしては，i〈一縛性僅には解釈のいかんにかかわらず数理的な疑いがなお残るので，この「語．

　彙の豊かさ」の問題は励の機会に改めて取り上げたいe

注2　水谷静夫：異なる分野に共通な語彙の量の推定法，計量国語学会第1圓研究発表会，昭和32年、

　10月；要旨『計量蟹語学』第3号所載。
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　　（7）　　　　　　　　　　nOf　OQのときKn→L

　　（8）　　　　　　　　　　　　　n→○。のときV。→0．

そしてこれらの結果から

　　（9）　　　　　　　　　数列｛婦はしに確率収束する。

この最後の結果（9）が外挿法による推定の妥当さを保証するより駈となる。さて以下に，これ

らの命題を証明しよう◎

　まず式（3）について。ある雷語子下がすべてで！V個の単位語〔Nは有限でも可付番無限で

もよい〕から成り，その任意の単位語は必ずゐ個の見出し語のどれかに属するものとする。

その第i見出し語の使用率をP，　（た　X一しC＜Piく1，澱R罵1〕で表わす。従って条単位語に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i＝1
等しい抽出確率を与えて構成した大きさNの母集國からランダムに一つの単位語を抜けば，

その単位語が第ゴ兇出し語に属する確率は君に等しい。

　こういう独立試行をη繍続けたとし，各回の抽出に変量鵡を対応させる。その時，もし

第彦山屋に抜かれた単位語が，第（t－1）繍までに抜かれたどの単位語とも異なる冤出し語に

属すれば　酬＝1　とし，どの単位語かと瞬じ見出し語に属すれば　le，’＝O　とする。こうして

得られる％個の数値厨．耐．…．観の和を鳥，で衷わせば，この鳥、は，上記の試行を続

けて延べn語に達した時の異なり語数にほかならない。なおknが取り得る値の範囲は1，

2，…，瓢魚（n，L），特に論1…訂であるQ

　　　　　　　　　　　　　　ヲニ　上述の定め方からして　臥＝Σ烈　だから，ん．の期待値魚は
　　　　　　　　　　　　　’＝ユ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル　　　　　　　チみ
　　　　　　　　　　　　　　　κ。ヨE鳥、＝EΣん〆諜Σ勘！．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t＝1　　t＝1

このkttは0か1かを取る変量であるQそれが1を取るという事は，それに先立つ（t－1）翻

の試行では得られなかった見出し語を第バ三后に初めて得る事であるQ今その見暑し語の使矯

率をPiとすれば，第t圓自の試行で初めて特定の第i見幽し諮を得る確率は　（1－P，）t－IPi

である。そこでゴを特定のものに限らず，一般に第肩覇冒に新たな見鐵し語を得る確率を考

えると，

　　　　　　　　　　　　　　Pr（k，t＝＝1）＝Σ」Pi（1－PPi）‘｝1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　im1

従って第≠回目に，既出のどの見出し語かと同じものを得る確率は

　　　　　　　　　　　　　　Pr（fe，t　＝　o）冨1－Pr（fe、’＝・1）。

ゆえに，Eん‘’をKe’と置いて

　　（10）　　　　K，t＝O×Pr（ん！諜0）十1×Pr（le，t　・1）一ΣR（1－Pi）t－1。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　it＝1

　　　　　　　　　　　つち　　　　ゐ
　　　　　　　∴　K一ΣKノ＝ΣR（IL－P，）t　i
　　　　　　　　　　　tml　　　i・＝1

　　　　　　　　　　適培≡暑≡鍔碧・一（・一朗
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　　　　　　　　　　　　　る
　　　　　　　　　　＝・L一Σ（1－P，）㌔　　　　　　　（3）
　　　　　　　　　　　　　i＝1

前の節で理論式として示した　K・L一Σ（i一心）nは，この式（3）のKnをKと書いたも
　　　　　　　　　　　　　　　　　it1
のにほかならないQ注）

　以上でK，、をnの函数として表わす事が出来た。さて次に式（6）として掲げた観の分散

の問題に取り組もう。求める分散は

　　　　　　　　　　　　V。…11i　E（le。　一一　K。）　2　”　Ek。2　一　K。2．

ここに

　　　　　　　　　f…　：（nzle，tt＝1）2脅ノ・＋細魏轡・畷蓼卸臨

最後の辺への変形は下に掲げる図によって明らかであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　れ　　　　　　　　あ　ユゴエ　ゴ
　　　　　　　　　　　　　∴Vn　＝　XEIIe’2十2ΣΣ競‘’ktt＋h　rm　Kn2．　　　　　（ア）
　　　　　　　　　　　　　　　　t＝：1　　　　　　t＝1h＝1

さて為tt2は創コ1の時1，観＝0の時0だから，　Pr（lett2＝1）はPr（k，t＝1）に等しく，

ΣR（1一乃）‘｝1．従って式Cr）の右辺第一項については
ゴ＝1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム
　　　　　　　Ele，t2　・1×Pr（ktt2＝　1）十〇×王）r（k，t2＝o）＝　XP，（1一」農）‘『1瓢孤’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i＝1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　クユ　　　　　　　　　テユ
　　　　　　　　　　　　　　　　∴　ΣEk‘t2＝ΣKt’＝　K。．　　　　　　　　　　　（イ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　t＝1　　　　　t＝1

次にまずtとhとの値を固定した上でE蔓忍繍を求めよう。第t回目の試行で初めて第i

見出し語が得られ，それからん図後の第（辞の圓貝に初めて第ゴ見出し語が得られたとす

る。この事は右の図を参照すれば分る通り，次
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第個目　　第亡回昌　　第（費ん♪回目　　第だ回霞

の四つの事の三舎事象である：最初の（t－1）　　　↓　　　↓　　　　　↓　　　　　↓

・・1・・．・iもグも得られな一調回脳力・（≧二9㊧（tto⑭σ…つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（t一’D回　　　（ん一1）回
得られる事，続く（h－1）回にブが得られな

い事，そうして第σ十の高目にブが得られる事。かつそれぞれの事象の起る確率も独立であ

るから，上記の複合事象の起る確率はそれらの積　（1－P，一Pi）t一1Pi（1－Pi）胴為　となる。そ

してこのような場合以外には　海認融瓢1　となることがない。ゆえに

　注式（3）の形だけなら，既にGUIRAUDが導いている。すなわち彼のLes　cαractares　statistiaues

　　du　vocabulaire，1954，　p．25　に．

　　　En　effet，　si　on　pose　pr　la　probabilit6　d’un　mot　donn6，　sa　probabilit6　d’apparaitre　dans

　　　un　texte　du　longueur　N　est　de：1一（Pア）N　et　on　a＝

　　　　　V＝L一［（1－P，）N十（1－P，）N÷（1－P3）N－1一（1－PL）N］

　　とある。彼はこの証明を述べていないが，荊後の叙述から推すと恐らく次のように考えたのであろう。

　　延べN語中に特定の語が少なくとも一旗現われる確率が　1一（1－Pr）N　だから，　Nを固定して観測

　　を繰り返せば，特定の見畠し語がこのN語中に平均1一（1一一Pr）N圃だけ現われる。従って延べN語

　　に認められる異なり語数［の平均コVは　Σ｛1一（1－Pi）N｝．もしこう考えたのだとしたら，結果の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘郡三
　　式は正しくとも，導き方に疑問が残る。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§3。1

　　　　　　　　　　　　　　　　　ム
　　　　　　　　　Pr（fltifl「t＋h＝エ）躍ΣΣ（1－P，一一・Pi）t－IPi（ト㊧詞1）ゴ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　‘菖1ゴ辮

　．・．Efe，’ll’、．h　・1×Pr（fettle’，．ドD＋OXPr（k、’le’二一◎）＝・ΣΣP，P，・（1－P，一Pi）t”1（1－P5）fi’“一1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炉1ゴキε

・ここで　1一君一為・筑んゴ，1一為篇Q客と旧いて，式（ア〉の第二項を求めよう。

　　　　　73－1ft－t　　　　　　　　n－17；一t　」rJ　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　 n－1　　　　f2一彦

　　　　　Σ1Σ｝銃〆海’蝕繍ΣΣΣΣRPゴムゴ‘一1Qゴん一』ΣΣPεPゴΣ：んゴt－1Σ（ンー1
　　　　　t＝1h＝1　　　　　　　t＝・113轟ユ2罵1ゴキ‘　　　　　　　　　　　i＝1」・1＝i　　t＝1　　　h＝＝1

　　　　　　　　　　　三山拷罫んが1聲翻鴇評罫琿一1－A．iit－IQrt）

　　　　　　　　　　　　碧影（！．一A．iin－1　一　Qft－QiAiin－11一ノ1iゴ　　Qゴー五ぎゴ）

更に　Pi／（1一、4の＝1－Pi／（1一、4の　という関係に注意すれば，

　　　　　　　上式一聚｛（1＿Pゴ　1－A，d）（1一鍵1）一一Q・n＋（1－P・）A・in－i｝

　　　　　　　　　一翻（・一Q・n）・一Pd（1書募1＋A・ノう｝

　　　　　　　　　曙幕（1－Q・n）一署婿…舞・

この式を前の項，後の項に分けて計算しよう。

　　　　　前の項嶺爵・潮《・一婦　た四一・鴫

　　　　　　　　＝Σκ。一Σ（1－Qの＝（L－1）K，，　　〔式（3）から。〕　　　　　（ウ）
　　　　　　　　　’　　　　‘

　　　　　後の無三州＋霧議緑　　　　　（一：・

さてこの式の右辺第一項を展開すれば

　　　第一項一　　　P、転＋君転＋…÷P1肇詫．、＋謡P、

　　　　　　　＋詳ハ　　　＋為転＋…＋乃鞍一、＋乃肇P、

　　　　　　　÷壽ハ÷A覧　　　＋…＋為転一、＋煮P．

　　　　　　　÷P。轟R＋P誰乃＋P高距＋…　　＋P誰狂

　　　　　　　＋詳ハ＋P。亀＋P。転＋…＋P。転．、

　　　　　　一幅琵＋多i投＋…＋多i携三i＋舞鍔

　　　　　　　　　　　　＋舞舞＋…÷舞鍔三i＋紅玉
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　傷ii携一÷ゐ（L－1）

ここで式け｝を代入した国，また式（イ｝，圃を先の励に代入して

　　　　　　　　　覇酷齢・（・一・）配¢一・）＋嬢畏毒細

を得るが，更に初めの三項を式（3）によって変形すれば

　　　　　　　　　　　噌（・一朗鷺（・一酬＋・、象毒賦

ところでこの末項は，式副の展開にならって考えると共に　Aiti＝A．ii

して，

　　　　　　　　　　　　　　ゐ　　ム　　　　　　　ゐ
　　　　　　　　　　末項凝2ΣΣん”；Σ：Σコ．4♂．
　　　　　　　　　　　　　炉1ゴ醤蒔1　　　　炉1ゴキ∫

従ってわれわれはknの分散として先の式（6）を得る：

　　（・）　　距魯圃順≦・一Pi）ギ＋爵黒（・＋P・）・・

ついでながら，すべての見出し語が等しい使用率をもつ時には　ハ＝君饗1／L

は次のように簡単化される：

　　（6t）　　w一乙（・一÷）n－L2（・一÷）2”＋L（L－1）（・そ）n．

　次に命題（7）の1imK，、＝しであるが，この証明はきわめて簡単である。式（3）
　　　　　　　　　tt　レa；

　　　　　　　　　　　　　　　　　K。＝L一Σ（1－Pi）n
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　r1

の右辺第二項の（1－P，）は0と1との聞の値だから，

0に収束する。ゆえに

　　（7）　　　　　　　　　　　limK．＝　limL－Zllim（1－Pi）　”　”L．
　　　　　　　　　　　　　nゆco　　　　　n一σo　　　f罵111『レce

（オ）

の関係がある事に注意

となり，上式：

それをn乗したものはn→。。と共に、

更に命題（8）の，分散の数列が0に収束する事を証明しよう。この場合も命題（7）と同様の考

え方をとればよい。すなわちV，、を表わす式⑥で，右辺の三つの項はどれも，n一・　・。の時0

に収束する。だからそれらの代数湘であるV，，もまた0に収束する。つまり　limV，，＝0が・

証明された。

最後に命題（9），数列｛k。｝が五に確率収束する事を証明する。先の式（7）によってκ。一し

だから，あと，任意のどんなに小さいε〔＞0〕に対しても

　　　　　　　　　　　　　　　1im　Pr（IleninKni＞e）＝O　　　　　　　　　　　　　　　　（カ）

　　　　　　　　　　　　　　　”ゆ◎o
を示せばよい。ところで確率の定義とTCHEBYCH8Vの不等式とから

　　　　　　　　　　　　　　O＄Pr（1　len　rm　Kn　1　〉　e）　S　Vn／e2．

　　　　　　　　　　：．　1imOSIimPr（ik”Kni＞s）S一一IT，1im　Vn

　　　　　　　　　　　　n申◎：　　　　nT．ee　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ε　　lt一レco

この第一辺は亀ちうんO、第三辺も先の命題（8）によって0である。従って式圃が成り立ち，、

命題（9）が証明された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一36一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　ss　3el

　以上に．証明して来た（3）と（6）ないし（9）との諸命題が，§3・13に述べた推定淡に根拠を

与えるのである。

　3・16　上記の推定怯の反省

　われわれが採った推定法は前の節に示したところの理論駒根拠に立っているが，実際の推定

作業という操作はその理論模型にすみずみまで合致するよ5には運べない。そこになお問題は

残る。それを明らかにして澱くことは，理論の今後の発展のためにも必要であろう。

　われわれの理論摸塑で前提としたところは，調査対象のすべての単位語に等しい抽出確率を

与え。そこから重複をも属して大きさnの標本を抜くという最も基本的なランダム抽出法であ

った。この抽出法は対象が大きい場合には手聞がかかってほとんど実行出来ない。〔われわれ

の調査対象の大きさNは約九百万語であった。〕そこで実際の標本抽出は，この報告書の付録

猛に述べた方式によっているGここに理論上の前提と実際との食：い違いがある。実際の抽磁法

に即した理論式を導くのが最上ではあるが，有限母集団での非重複集落抽出法に対する理論式

を求める事はきわめて複雑で，現状では収拾がつきかねる。だから一往，われわれのデータは

基本的拙隙ごよって得たものと大差がない事を仮定して，推定を行った。この仮定も実矯上は

次の理由によって，著しく無理ではなかろう。第一に，われわれの回忌Nが十分大きく，7；

がNに比べ割合に小さいから，基：本的抽出と非重複掃1出とが結果露勺には近いものとなるであ

ろうこと。第二に，集落抽出法を執りはしたが，その集落はページの半分に盗る分澱の本文を

ランダムに20個組み合わせて作ってあるから，集落闘分散がかなり小さく，一続きの文脈に

よる影響も見出し語の出方に著しく及んではいなかろうこと。第三に，基本的抽出を前提とし

た理論曲線がデータに相当開く当てはまったという経験酌事実。一もちろんこうした事だけ

で意を安んじていてはならない。たとい現に行った推定の信頼度が高く十分実用に供せられは

しても，なお科学としては上述のような仮定をせずに済む推定法の確立に進むべき「である。

　また雛定に当ってはデrタを，使用率が大差ないような語の組に分割して，まとめた。この

組み分けは，境を色々に動かしてみて面差図上で直線的傾向がきれいに出るように，経験酌に

定めた。そういう経験的方法でさしつかえないか否かは，反黙すべき事柄である。もしこれこ

れの条件の場合には幾つの組に分け，その境をどう定めるのが最適かを知る方法，またはそう

いうオブティマムな解は得られないというような事を，更に進んで確かめるのも今後の課題と

なる。

　更にまた推定法のアイデア自体，ここに述べたのと別のものがあり得る。たとえば使用率の

理論的分布函数が発見されれぽ，それを利用する推定法も考えられる。そのほかにもあろう。

そうした二種かの方法およびそこから求められた推定値を対比して検討すれば，ますます得る

所が多くなるであろう◎

一37一



3・2　使用率の分布函数

g　3e2

　3・21分布函数を求める事の憲義

　ある語彙で各見出し語の使用率がどんな分布をしているかの問題を，次に取り上げる。すな

わち使用率の分布函数を求めること，それが厳密には求められないにしても，どんな函数で近

似されるかを調べることを試みる。それに先立って，あとの説明とのつながりのために，「分

布函数」について大づかみな解説をして置こう。

　まず「変量」の解説からはいる。ある一一Ptの事象に対し，それぞれの事象を区別する目印し

となるような〔実数値の〕κ1，x2，…，　Xi，…があって，変数Xがそのうちのある値Xiを

取る確率Pr（Xi）が与えられている時，こういう変数Xを変量または確率変数という。　〔こ

の場合には，厳密には「離散変量」である。〕さて変量Xがある定まったx以下の値を取る

確率Pr（X≦x）を考えると，これはxの函数となるからF（x）と書ける。　このF（x）を変

量Xの分布函数という。つまりその一連の事象の集まりから一つを取り出した時，その事象の

冒印しとした値がκ以下である確率が，分布函数によって知られる訳である。ではこの事と語

彙論とがどう結びつくか。それには下記のように二段に分けて考えるのが便利であろう。

　第一段として，考察の対象である語彙すなわち見出し語の集合から一つの見繊し議を取り出

すことを考える。直観的には，それらの見出し語を等しいスペースに列寵したリストの上に，

高い断から針を落して，針が刺さった見出し語に着目すると考えてもよい。この時，上に述べ

た「事象」は「ある見出し語が取り出されること」に亙る。また事象の「目印しjにはその見

出し語の「使用率の値」を採用するQそうすれば「変量」は当然，そういう封印しの様々な値

の一一つとして実現する「使用率」というものであるQここで，一つ取り出した見出し語の使用

率が特定のP以下の傭である確率を知ろうとしたとする。これは上述のところがら分る通り，

分獅函数を使ってF（P）として求められるはずである。もしその函数が既知なら，その式にρ

の纏を代入して計算することにより，求める確率は解熱〔もちろん0と1とを両端としてその

範囲にある値〕として示される。

　そこで第二段として，上記の確率が語彙論上どんな性質：のものかに目を向けよう。考察して

いる語彙がすべてでし個の見出し語から成るとする。そのL個中で使用率が最大の見目し語

の使用率がPm。xだったとする。この時にはどの見出し語を取っても使用率は必ずPm。x以下

だから，F（Pmax）は1である。更に

　　　ガ≧PmaxであるようなP’に対しては　F（P’）・・　1

と言える。次にこの諮彙で最小の使用率がPrnlnだったとする。この時には

　　　Pi，＜ρ翻nであるようなP’tに対しては　F（カt’）＝・O

と言える。なぜなら，どの見出し語を取ってもその使用率がカminより小さい事は起らないか

らである。なお次の事には注意を要する：〔離散変量の場合〕F（Pmin）は0ではない。現に使

用率がPminであるような見出し語が何個かはあるからである。それならこの場合の分布函数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一38一
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の値はどうなるか。今ここでは，見出し語を一つ護り出すのに，どの見出し語も選ばれるチャ

ンスが平等である事を前提に遣いでいるQだから，L個の見蓋し語のうち使用率が訳載であ

るものの数を酬麟とすれば，一つだけ取り幽した見出し語の使用率がPminである確率は〔古

典確率論が教える通り〕々7しである。またPminより小さい使用率の見錫し語が現われる確率

は〔上記の通り〕0であった。そこで　F（Pmin）＝le7L　となる。この右辺は，すべてでる個

の見出し語中，使月捧がP、、、i、ユ以下である見出し語の占める割合にほかならない。この事は何

もPminの場合にだけ成り立つのではなく，一般に次のように貯えるのである。

　　　語彙がL個の見出し語から成る時，使用率がヵ以下であるような兇出し語の数をkと

　　　すれば，　F（P）：k／L．

　以上のような結びつけ方で，分布函数が語彙論上どんな働きをするかが分った。そこからは

使用率がヵ以下の語が金体の何割を占めるかという，その割会を知ることが出来る。またその

回読を1から引くことによって，使用率がpを越える語の占める罰合も分る。ここでもし語彙

量すなわち見出し語の総個数が既知なら，割含だけでなくその条件を満たす見出し語の個数も．

求められる。更に，分布函数を利用して計算を進めれば，使周率が任意に定めたヵを越えるよ

うな（L－k）側の見出し語だけで，延べ語数全体の何割までがまかなわれるかを算出すること

も出来る。この最後の結果は，基本語彙を選定する際，何語ぐらいを選んだらよいかを考える・

のに一往の冒安を与えるという意味で，有力な資料となる。また翻訳機械の設計に当っても岡．

様に，寵憶装欄に食えるべき語彙の量を決めるのに役立つであろう。このほか，いわゆる重体．

論研究で藷彙の豊かさなどを論じようとする時，印象による主観的態度や特性の単なる勘定に．

よる方法から進んで，更に精密な論拠を用意することが，使用率の分布函数を利用すれば可能

になる。このように，分布函数の追及は，理論的興味だけでなく様々の問題に応用されるはず

のものと言ってよい。

　3・22今までに示され為諸子数式

　使用率または使用度数の散らばり方に関する研究は，上記のようなフォーミュレイショソば

少なかったにせよ，鰍こ幾つかまとめられている。この問題はまだ十分に解明されたとは雷え

ない。そうであるだけに，今までに示された説を顧みて麗きたい。ここでは次の四種について

簡単に紹介する：すなわち，CONDON－ZIPFの式，　MANDELBROTの式，　ZIPFの他の式，

およびわれわれが以前に発増した式である。〔なお式の引用に当っては，比較の便をはかって，

必ずしも原典の記号法によらないことを断って賢く。〕

　（1）　CONDON－ZIPFの式滋）ある見出し語の使用度数をf，すべての晃出し語を使用度

数の多い方から並べた時のその見出し語の順位をrで表わせば，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fr　＝C

が近似鰍こ成り立つという。ここにCは樹象とする言語表現の集合により統計的に定まる定

数であって，ZIPFによれば現代英語の場合1◎である。注2）〔この式はC．　E．　SKANNONや

P．　GUIRAUDの研究に利用された。〕
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　この武は面接には使用度数〔簡単な変換により使用率に変えられる〕の分廊室数を与えては

いない。しかし使用順位γは分母函数と密接に関係する。そのおおよその筋道をたどってみよ

う。まず使用旧位を使用度数の函数と考えて　r＝＝C／∫　が得られる。次に，この対象の延べ

語数がiV，語彙量がL，またrより類位が若い方へ直上の語の使用順位，使月渡数をそれぞ

れ〆，ノ’で表わし，更にP　・．　f’／IV　Co・”C々V　と置け1ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　R〈p）一一一r’一一Co／p

となる。ゆえに分布函数F（P）は

　　　　　　　　　　　　　　　　　F（p）　＝1－R（p）／L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　または　！　　　〔特にρがγ＝：1の時〕

という形1こ表わされる。

　さてCONDON－ZIPFの式は象どんな対象についても成り立つものではない。この批判はつ

とに出ていた。　〔臼本議でも，われわれが調査した婦人雑誌や総合雑誌のデータに．は明らかに

当てはまらない。〕そこで次に，同じく使用順位と使用率との関係に着目したMANDELBRo’r

の式に移ろう。

　（9）MANDELBROTの式注3）MAND既BROTは，情報理論の考え方を導入し，いきな

り語を取り上げず，その語を形作る音韻とか文字とかいう記母を基礎にして，下記のような函

数式を示した。推論の過程ば省いて結果だけをしるすと，A，　B，　cを定数として使田鼠ρと

客位γとの闘には

　　　　　　　　　　　　　　　　　P＝A／（r十B）c

という関係が認められると雷うのである。ただしここでは，次の二つの事を仮定している。

　　　仮定1　羅を形作る諸豪・畢には，それぞれ一定のco就が対応していると見なし，その

　　　　　　co食tは記母の使用率に比例するものとする。

　　　仮定2　諸記号は互にどの記号とも結びつき得るものとする。

この仮定を許せば，上記の式が理論的に導けるのである。　（1）の式が金く経験的なものであ

るのに引き替え，この式1こは理論の裏づけという強みがある。ただし先の仮定2は特に，雷語

醜事実と著しく反するので，まだ十分な理論とは言えない。だが一般に，CONDON－ZIPFの

武より良い近似を与えていることも争われない。従ってわれわれも一一往この式を総禽雑誌のデ

ータに当てはめてみたが，思わしい結果は得られなかった。

　以上二種の式では使用率を使1調順位と関係づけているが，これを異なり語教と関係づけた研

究もある。それを晃よう。

　滋1（3gページ）E．V．　CoNDOI：Statistics　of　Vocabulary，　Science　67，！928に発表された由，なお

　　　cf．　G．A．　MILLER：　Language　and　Com’munication，　195！，　pp．　91－92．

　注2（39ページ）　G、K．　ZIPF：The　Psycho－biology　of　Language，1935，　p。45．

　i．“i’　3　B．　MANDELBRoT：Contribution　a　la　th60rie　math6matique　des　jeux　de　communication，

　　　1952等。なお原典が入手出来なかったので，L。　BRILLOulN：Science　and　Information　Theory，

　　　1956，　の綴介1’こよった。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§3・2

　（雛）ZIPFの武注1）使用率がヵである見嵐し語の数を調べ，それがki個あったとする。

この時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勘2＝う

が近似繊こ成り立つというのが，ZIPFの主張である。もちろんbは定数である。さてこの式

を書き換え

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海』ろ／カ2

とした上で，使用率の小さい方からρまでの海’の値を足し含わぜ，これを語彙董五で劇れ

ば分布函数が得られる。すなわち

　　　　　　　　　　　　　F（P）コΣ⑦／LP2）・（房ゐ）Σ：グ2．

ところで上の式をデータに当てはめると，彼自身が示した例においてさえ，系統的な片面りが

認められるので，なお問題が残る。ただ（IV）に掲げる式とはかなり似た曲線となる事を露っ

て置こう。

　（恥　われわれの式澄2）次に述べる式は，離散変二羅：である使用率を達続変量と冤なして，分

布函数の近似式を得ようとしたものである。すなわちαとβとを対象の：1齢9構造によって統

計的に決まる定数とする時，

　　　　　　　　　　　　　　　　F（P）罵〆（⑫十β）

が近似的に成り立つとしたのである。もしこの関係が認められれば，使月捧ヵの逆数とρ以

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せんがた
下の使用率の語の異なり語数の逆数との闘には，線型の関係がある事になる。ところでこの式

を微分してみると

　　　　　　　　　　　　　　f（P）一夕F（・）一（⑫集β）・

となる。ここで，もしαが1に近く，またβも0に逓いきわめて小さな正の値であれぽ，

これは（鑑）の第二式と紹当よく似た曲線を与える。

　われわれの式にもまた色々問題はあり，その一部は国研報告4に述べて鐙いたが，前園の調

査での曲線の当てはめ方には不十分な所があったので，ほかに適当な爾数が兇つからないまま

今騒も璽ねてこの射影函数型の式による近似を試みようと思う0

　3・23射影函数型による近似

　異なるL種の語を含む調査対象から延べ㈱語の標本を抜いて，そこに認められた標本異な

り語数が易だったとする。さて前節Wの関係が成り立つとの仮定のもとに，母使用率がp以

下であるような見繊し語の数yを求めれば

（・）　　…L・17（餅諸≒ダ轟・胤脚圃
ところでyの推定値としては，標本使燭率がp以下，また岡じ事ながら標本使月渡数が藩以下

　ミ主1　　Z］1〕F，ibid．，　PP．40一一44．

　滋2　圏立圏語研究所報告4『婦人雑誌の羅語』1953，pp．256一・261。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一41一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g3e2

の語の，標本での異なり語数々を採用するわけに．は行かない。なぜなら，概してE〈しであっ

て，標本には一回も現われていない見出し語がなお（L－E）残っているからである。このよう

に，語の使用率の分布函数を考える時は，普通の場合一たとえば体重の分布とか製贔の仕上

り寸法の分布とか，更にはまた音韻の使用率の分布とか一とは違った配慮を必要とする。語

彙調査で抽鐵単位とするのは単位語であって，見出し語ではない；と言うより，見出し語を抽

出単位とする事が不可能なのである。ところが分布の問題は，当然，見出し語を抽出単位とし

使用率をその属性として扱わなければならない。ここに扱いの上での困難がある。油体重や仕

上り寸法の場合には，このような難題は初めから存しない。音韻の場合は事情を同じくしてい

ても，異なり音韻数がごく限られているため，すべての音韻が現われるような大きさの標本を

実際に抜く事が出来るので，やはりこの難題はよけて通れるのである◎さて話を元にもどして

上記の事を考えると，yの推定は

　　（2）　y”一k＋　（L－E）
によらなければならない。ところでこの式のゑおよびその標本での最大値庵は標本によって

観測されるが，L　t＆一・般には未知である。しかし，われわれの場合，既に§3・1で一往の推

定値を得ている。従ってこの推定値を使って話を進めよう。

　さて式（Dに　X・＝　1／x，Y＝1／y　という変換を施した上で，両辺の逆数を取れば

　　（3）　Y＝t（cr＋bX）
という線型式が得られる。われわれはしの近似値を得ているから，実際のデータを式（3）の

形にまとめ直してα，bの近似値も求められる。これら三個の値しe，αg．　beを出発近似値と

して，データに式（1）の型の函数を当てはめ，DEMiNG流の最小二三法で調整すれば，求める

〔近似的な〕分布函数が定まる。各観測点の重みづけ’は次のようにした。ある観測点でのxの

分散をσノ，yの分散をa。2とすれば，前者は，使用度数に関する（a）抽出誤差分散と（b＞測定

誤差〔採集カード枚数勘定の誤差〕分散との和，後テ養は，yの算出に使ったLeが誤差をもつ

から（ρ｝その分散と（d）異なり語数測定誤差〔整理票枚数勘定の誤差〕分散との和であると考え

られる。この（b），（d）は従来の作業経験から既知；㈲は報告書前編の語彙表に載せた推定精度

に関する情報から，xの函数として割合に簡単な形の函数が求められ，これで評価可龍；（¢）

も§3・1の作業によって評価されている。従って各観測点ごとにびノ，σ，2の値から重みが定

められる。

　上記の方針に基づいて，われわれは第翌層に関する分布函数を求めてみた。第9層を特に選

んだ理由は，この屡が一冊を除いて単一の雑誌の本文から成っており，例外の一冊も性質が残

りの大多数に似ているという意味で，他の層よりは等質的で好都含だと思われたからである。

　このデータ，すなわち後掲の第2表に幹印しをつけた行の左二列の値を使って，最小：二乗解

　注HERDANもこのvocabulary－occurrence　dualityに‘Language　As　Choice　And　Chance’の

　　§3・4Astatistical　paradox　and　its　explanationsその他の箇駈で注意を喚起しているが，われ

　　われのこの問題に藏接役立つような事は述べていない。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　g3・2

を求めた結果得られた，パラメタの推定値とその標準誤差とは次の通りとなった。

　　　　L＝17621±267；　cr＝：．99800341．eOO9551；

　　　　b＝：．　4025217　±．　OeOOOI8，　S＝　（8．　507454　±．　OOOO38）　×10－6．　z

従って使用率の分布函数は

　　（4）　，17（p）　＝p／（．　9980034p十8．　507454×le－G）

で近似される。この式から〔調査対象金体での〕使絹率ρ以下の異なり語数を求めるには，式

（1）によって式（4）を17621←L）匂すればよい。またわれわれの標本において，使用度数

がκ以下である語の異なり語数として期待される値は，上記の推定値と標本での全異なり語数

10437と式（1），　（2）とヵ、ら，

　　　　　　　　k　一一　17621　sc／（．　9980034x　十　．　4025217）　一7184

で近似出来る。

　以上のような計算懸線から求められる値を観測値から出した値と比べたものが，下融の第2

蓑である。表の第5，第7欄は，普通は　観測値一理論値　の形で示すところであるが，当て

はめた工数の型が近似的なものにとどまるので，あえて逆の形にしてある。なお先の式で改め

て求めたL＝17621という鱒は，31ページの第1袋に示した95パセントの信頼麗問錘793～

18309中に収まっている。

　　　　　　　　　　　　第2衰分布函数の値
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　　sfit　1　9105＊　1　．9272e7

　　4　1　8803　1　．910221
　　3＊　1　8321＊　1　．883254

　　2＊　1　7477＊　1　．833845－

　　1＊　1　5709＊　1　．714018

3・24結果の検討と問題点の反省

g3・2

．　924408　2．　799

．907270　2．　951

．879916　3．　338

．832019　1．　826

．731684　一17．　666

9154．　3

8855．　e

8379．　8

7509．　2

5397．　7

　49．　3

　52．　e

　58．　8

　32．　2

－31L　3

　先の表の結果は，計算曲線と経験曲線とがよく合っているとも見られるが，表の右端の列の

値から分るように，差の符号の出方に片寄りが認められ，まだ良い近似とは言われない。しか

し今の所§3・22にあげた他の函数型よりは近似度が良さそうである。と雷ってわれわれは，

もちろんこの射影函数型で満足しているわけではない。

　仮に射影函数型を当てはめる事だけを考えても，データは先の表の各行よりももっと細かく

得られている。そこから表に憩をつけて掲げたxの値16個だけを選んで計算したのである

が，この選び方自体をどうしたら最も能率のよい推定が繍来るかが問題である。また先に述べ

て置いた重みづけの方法とか，累加度数分野こ対して曲線を当てはめる事とかの可否にも，な

お問題は残る。事実われわれの求めた曲線は分布函数に関してこそかなりの近似を与えたが，

ある使用率〔の前後のかなり狭い区間〕に対する異なり語数については，余りよい近似を与え

ていない。

　§3・21に述たような用途に役立てるものとしては，更に別の型の函数を見つける努力が必

要である。射影函数型をひとまず採ったのは，式（3）が実際のデータに相当よく当てはまると

いう，全く経験的な理由であった。われわれは更に進んで〔課題の性質は別ながら§3・1で

行ったように〕理論式を求める方向に行かなくてはならない。CONDON－ZIPF以降の三種の

式も，一往はこの歩みをたどった。　（1）は物理学でのモーメントをモデルに取り，　個）は

Z王PF自身のthe　Ieast　effortの法則を仮定し，（耳）はまた情i報理論上のbest　codingの考

えを入れている。これらのアイデアに共通な点は，現実の言語をmassとして見ればそこにあ

る種のつり合いが存するというoptimismであろう。つり合いが存するなら，理論的考察も

かなり楽になる。しかし現実の言語にそういうつり合いが期待出来るだろうか。現に（1）～

（斑）の式の適合度がそれほどよくない事を考えるべきである。不つり合いという事を入れて

来ると，経済学〔国民所得分布論〕で言うLORENZ曲線が語の使用率の分布と似ている面も

ある。しかしLORENZ曲線およびこれと騨係づけられるPARETOやGINIの法蜀にして

も，実験式の域を出ずなお問題のあるものだから，安易な態度でこれらをモデルに取ることは

出来ない。また理論的分布函数式について一往のめどが立ったとして，標本からこれを推定す

るには，HERDANがword　countについて言っているduaiityの問題，すなわち項数がき

わめて多い〔万のorderにものぼる〕多項分布型における標本分布の問題を解決しなけれ

ばX方法論上十分に精密だとは言われまい。

　不つり合いを前提とした理論式の探求，dualityがある場合の標本分布論，これらはどちら

も非常に難問であり，短時顕に．解決はつかなかろう。その問の一往の震安として，今園も封影

函数型による近似を試みた次第である。
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4　意昧から見た語彙の構造

　われわれはこの報告書の前編（国立国語研究所報告12）に，五十音順及び使矯率順の潜熱表

を掲げたが，これら総会雑誌の語彙調査で得られた語の総体は，意味の上から見て，どのよう

な種類のものから成っているのであるか。これについて，全体の冤渡しができるように作った

・一一一 藍¥が，51ページ以下に掲げる分類語彙表である。ここに．少しく分類語彙表について説明し

ておきたい。

　ここに分類語彙表というのは，一般に一つの難語体系の中で，単語がそれぞれどのような意

味で用いられるかを一覧できるように，単語が表わし得る限りの意味を分類して，その各項に

それぞれの単語を配当したものである。

　かよう＊s一’覧表は，いわゆる同義語・類義語が同一のまたは近隣の項の中に収められるもの

であって，いわば類義語集をなすのであるが，普通の辞典のように，語の音形また表品形を手

がかりとして排列したものでないことが一つの特色である。従って，実月雪に表現辞典，詞藻

辞典としては検索に不便であることはやむを得ないが，それは索引の工夫によって補われるで

あろうσしかしそれよりも，かような一覧表には次のような役目がある。その一つは，生活の

または意味上の昏分野から，適切な単語を選んで基本語彙を設定しようとする事業のために，

偏りのない全体の見渡しを与えようとする。（基本語彙の設定は，ひいて基本文字の問題にも

関連する。）そのためには，分類の各項におけるそれぞれの語の重みが，語感からも能率からも

比較商量される必要があるとともに，分類各項相互が，生活の中でどのような地位を占めるか

が考えられるように，分類がなされていなければならないが，とにかく各分野を余すところな

く見渡すことによって，生活に基本的に重要な語を選び出すことができるであろう。また，基

本語彙といわないでも，臼常の用語における衰現の過不足も，かような一覧表のわく組によっ

て明らかにされるであろう。また，類義語の間のつりあいも，広い範囲，狭い範囲のいろいろ

の段階で見ることができるであろうQこのことは，ひいて或る喬語主体（個人にしても社会に

しても）の語彙の沙羅を明らかにすることになり，もし分類が十分妥当であるならば，異なっ

た雷謡主体の闇の語彙比較の物さしとなるであろう。これは，作品の文体論に関連し，さらに，

言語の間題をこえて，それぞれの祉会の糖神購造を追求するための基礎に役立つであろう。

　51ページ以下に掲げる分類語彙表は，上のような実効を持つ分類語彙表への一つの試みとい

うべきものである。

　この分類語彙表は，報告書前編の五十音順語奨表に掲げた各譜を，意味の分類の各項目に配

分したものである。その「意味の分類」は，国立国語研究所報告4『婦人雑誌の用語』（1953）

の§5・1分類語彙表に試みたものを修正したものである◎大きな違いは，彼の写生詞と連体詞
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と副詞の或るものとを，形容詞の群へ入れたこと，比較的大きな分類項闘こ彼の場合よりも織

かい番号を与えたこと（前編の五十音順語彙蓑の「分類別の数字はこの番号で，従って五十

音順語彙表はこの分類語彙表の索引の役fiをする），名詞の群，動詞の群，形容詞の群等のそ

れぞれの内部では，互に連関するものを明らかにするために，それぞれほぼ同様の分類に整理

し，番号をなるべく共通にしたこと（これは群の区別を撤廃することができないわけでないこ

とを示す）、などである。

　なお，大切なことは，婦人雑誌の分類語彙蓑の場合にはα単位の語を収め，このたびの分類

語彙表には，この報告書§2・3に説明するようなβ単位の語を収めたことである。従って，こ

の総会雑誌の場合には，婦人雑誌の場合と同様《気をつける，筆をとる，ピンからキリまで〉の

ようないわゆる慣鵬旬が，表の中に現われないことのほかに，婦人雑誌の表にはあるくお化粧

法，潜護婦，罠主主義〉のような倉成語も，ここではくお，化粧，法，看護，婦ラ昆主，主義》

のように分解されて，含成された全体の形としては現われない。これは，今のところ，純粋に

意味上の単位を設けることが函難で，ことばの形式的な面を手がかりとする統計のための単位

分割に従ったからであって，類義語集としては不十分であることを免れない。（重要な概念が

この表に見当らないとすれば，それはこの調査の範臨では，その概念が重要なものとして現わ

れなかったか，またはβ複合として表わされていたか，のどちらかである。但し，そのような

β複素の含成語を掲げないというのは，この表においてのことであって，調査全体としては，

組合せに．ついての調査が，語構成の章のためセこは準騰されている◎）

　（1．）（2．）（3．）（4．）の別は，おおむね文法上の品詞別によるものであるが補源），（1．）と（3．）

の間では，特に名詞と形容動詞語幹との閤に解釈の動揺が残っているかもしれない。

　意味の上から見ると，ほぼ次のようになる。

　　名詞の群（1ゆには《何，何ごとう何もの，どれ，だれ，いつ，どこ，いくつ〉等の概念

　を表わす語と，それらを問としてその答となるべき語とを収める。

　　動詞の群（2．）に．は《ある＞1，こ関連するもののほか，《どうする，どうなる〉等の答とな

　るべき語を収める。

　　形容詞の群（3．）（文法的には形容動詞の語幹，副詞の肖るものを含む）には，《ない〉に．

　関するほか，《どう，どんな（に，だ）〉等およびその答となるべき語を収める。

　　その他の群（4．）には，（1．）の概念との間の，また叙述されるべき事柄と事柄との間の

　関係づけや，感動や，判断・期待。仮定など叙述態変についての予告や，呼びかけ慈筈や，

　待遇や，を表わす語を収める。

　婦人雑誌の藷彙分類をはじめる際には，まだ分類のわく組が出来ておらず，かつ類義語載録

の先例として出鉱，節用集等の古い分類辞書の類か，土居光知博士の基礎爲本語，ROGETの

Thesaurusぐらいしか知らなかったので，四千三韻語の中で類義語を集めながらわぐを組み．

立てていった。（もっともその前に，『蜜本語基本語彙』（国際文化振興会）の二千語について

同様のことを試みてはいたが，このわく組は，また別にたとえれば，いわば精粗のつりあいが・
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悪いにしても，海岸線と行政区画の線だけを表わした白地図のようなもので，このたびの総合

雑誌の語彙の場合には，この白地図の上に，区画を修正しながら，前半の調査で得られた一万

六干語を書きこんでいったことになる。そこでは，思考や行為に関するもののように，婦人雑

誌の四干語の面素よりずっと細かく区爾をしなければならなくなったものもあり，まk衣食注

に関するもののように，一区爾の中の語の密度がずっと小さくなったというようなものもある。

　分類項目の番勢は，五十音締語彙表との対照上では，小数点以下2けたまでしか与えなかっ

kが，実際の分類はもう少し細かいものになっている。分類された各項の排列は，分類そのも

のとともにまだ非常に論人的な考えにもとつくものであって，多くの人を十分に納得させるま

でには蓋らないであろうと思う。恐らく，かような分類表は，それを試みる個人によってそれ

ぞれ異った形で現われるであろう捕注2）。ここではしかし，かような一覧表の試みについての刺

激になるttとを期待する。

　小数点以下の大きな分類についていうならば，ここに分類の対象となるものは，人悶の雷語

（ここでは駄本語）によって切り取られた，大世界を構成する大小種々の部分的な完結体であ

って，それは，人闘活動に関する部分と，そのわくに関する部分（．1）とに大別される。人間

活動は，活動の主体であるもの（．2）と，その活動の様相（．3）と，その活動の相手として存

在するものとの三つの観点で分けられる。そのうち，最後のものは，人闘が直接に活動の結果

として作り出した物また作り出すために利用する物（．4）と，そうでないもの，人間の主体酌

活動からは比較的懲由に，外界として存在すのもの（．5）とになる。ここまでの所で，次の5

部門が立てられたわけである。

　　　．1　抽象的関係

　　　．2入間活動の主体

　　　．3　入間活動一精神および行為

　　　．4　生産物一結果および用具

　　　．5　・慮然r霞然物および自然現象

　各部門の闘．の区別は、，常識的に．比較酌明らかであると思われる。所属が問題になる語はラ多

分に讐喩的用法を持つものであって，その際臨時の薯喩はもちろんのこと，その用法が慣用的

であっても，一方に原義の用法が一般にあると認められる時は，つとめて原義によって分類位：

置を定めた。〈爆発，冷却〉などが心理的な意味に用いられても，自然の部門に収めたごとく

である。

　各部門の内容が，さらにどのように分類されているかは，実際に分類表に当って見られるこ

とを望むが，それを原理白勺に述べることは至極慰難である。その排列（番号づけ）は，各項は

必ずしも一列には梢接続してはいないから，土地に番号をつけるよりもはるかにむずかしいと

思われる。しかも個々の語の持つ意味上の領域は，：互に他を犯さないようなものでなく，広が

りにおいて大小様々であるから，白地図の平薗の上に書き入れていくには無理がある。ここで

譲．数繍の分類項の意味を総合した意味や，それらの意味に共通した性質，共通した部分に醐
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する意味は，多くは，それらの分類項に先立たせて，一つの項を設けた。たとえば（1．56）ぱ．

動物及び動物のからだに関する部分であるが，　（。560）は（．561）の各種動物に対する総詑の

部分であり，　（．5620）は（．5621～27）の身体各部に対する総記の部分である。番弩によって1

項目を細分しないものにあっても，なるべくこの方針によって撲列しkσ

　この表で語を分額するに際しての「語の意味」というのは，それぞれの用例を通じて認めら

れるところの意味であって，いわば綴々の事物に対して常にあてはまるような概念である。個

々の用例の前後二三から汲みとられるその場の具体的意味は排除し，また霞動麟他動。・受動・・

能動（このたびの調査には《れる，られる，せる，させる》をβ単位の内部の山回として含め

た）の溺や，待遇その他の語感の差などは無視した。（従ってこれらの区劉しか持たない語は，．

たとえば《私，僕，魔…！．200》や《変る，変える，変ずる…2．1500＞や《そむく，そむかれ・

る…2．1511＞のように，それぞれの仲闘を通じての中心的意味の分類区薩の中に，・同居するこ

とになる。）

　語の用法は多岐で，その辞書的意味も一語についていくつも数えあげられるものがある。二

のたびの調査でも，まだ一語一語の意味の分析には十分及ぶ時間がなかったので，著しいもの

については実例によってそれぞれの分類項の中に分店したが，多くの語はその中心となる意味

についてそれぞ2X一一箇所に収めたのみである。（従って以下の表でも，或る一箇所に収めた語．

がその一箇所にしか掲げられていないからといって，第二の意味では用いられなかったものと．

いうことは，厳密には出来ない。）

　なおもう一つ述べておくべきことは，この意味の分類と語の排列では，個々の語それ自身の

もつ意味が問題になっているのであって，その語が用いられる生活場面で他の語といかに交渉

するかが度外視されていることである。語の中には，用いられる生活領域の固定したものもあ

るが，いろいろな生活領域で用いられるはずの語も多い。生活領域を分類して，それに語を分

配する方法は，会話書のような霞常の実用にとっては有効で便利な方法であるが，むしろわれ、

われは，いろいろな生活場薗を逮じて一つの意味がどのような語として現われるかに関心を持『

っ。そこで生活領域の分類よりも先に，語の意味を分類しようとし，さらに，我々がともすれ．

ばおちいりやすい連想，、用いられる生活三三の想趨から連鎖酌に他の種類に属する語を喚起す’

ることを，できるだけ避けようとした。たとえば，＜ビ・一一　7Y＞については，《酒・スタウト・ウ

ィスキー・飲む・酔う・一杯・あわ・ジョッキ・コップ・ほろにが・ホップ・赤ら顔〉等々が

連想の網の中に捉えられるであろうが，この複雑な9を持つ網はこの一語のためには大切なも

のであっても，〈飲む〉や《コップ》にとっては一様に有効なものとはいえない。ここでは，右

の豪語の中から，〈ビール〉と同類項をなすものとしてく酒・スタウト・ウイスキー〉のみを

選び出すことにしょうとしたのであって，いわば生産物に関しては，その中心意味の重点を用

途に求めたものともいえるであろう。

　以下の表は，本来，この総含雑誌の語彙調査の前半に得られた延べ十：：二万語に対する，異な

り一万六千語について作ったものであるが，今ここに掲げるに際しては，報告警の前編の五十
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音順語彙論（ll～95ページ）に収めた四千二百語を特に採り上げて示すこととし，それ以外に

調査の前半後半を通じていずれかに現われた語のおもなものを選んで，付載することとした。

それによって，分類のわく（白地図における境界線）が明了さを撫え，かつ，総合雑誌におけ

る多度数語の性質が冤やすくなるであろうと思われたからである。

　表の体裁について述べると，

　　行頭の数字は前編の五十音順語彙表の分類目に示した番号の，小数点以下2けたと，問一

　番号のうちを更に細分して番母を与えた場合の，第3，4けたである。細分の場合，第1，

　2け』たをま多くを省言己した。

　　同番号の項の中も，小グループごとに，行をかえて一括した。

　　　」　はその小グループの限りを示す。

　　　』　の前に掲げるものは，標本使用度数7（使用率0．030％6）以上の語（五十音順議彙表

　　に載せた語）。一は，そのグループに該当の語がないことを示す。

　　そのうち，頭に　＊　の印をカliえたものは，標本度数30（使用率0．130％6）以上の語。

　　　』　の後に掲げるものは，標本度数6以下の語（の一部）。

　　以上のうち，羅に　。　の印を添えたものは，『日本語基本語彙』（国際文化振興会，1944

　年）の二千語に含まれた語。

　　　（の後に掲げるものは，この調査では得られなかったが，『日本語基本語彙』にある

　難捕注3）
　FIva　　　　o

　　この表に掲げた語の表記は，便宜に従ったものである。（表記及び用字についての分析は

　別に報告の機会を待つ。）

　なお，この分類語彙表の後に，分類項痕一覧を添えて，この分類が全体としてどのような形

のものであるかを，大体から添すことに．した。その項目一覧に掲げる三三は，もとより分類語

彙表の番号そのものであるが，その番号のもとに掲げる語は，ただその分類されたグループが，

どのような意味分野に属するものかを示すための見出しで，必ずしもこの調査で得られた語で

はなく，従って分類語彙蓑に掲げられた語とは限らない。うまく選ばれているとすれば，各グ

ル・一一プの総記の部分に位置を占めるはずのものである。

　無地1（46ページ）晶詞別を膚受初の分類墓準とすることは，．概念を分類する上では賛威を得られないかも

知れない。前述のように，沓群で携列番号を平行させたことは，晶詞別を撤廃する可能牲を或る程度示す

ことになると思う。しかし，実際の分類の手続上，β単位の語を手がかりに考えている閣，動詞の陳述の

機能や，形容詞の修飾の機能をとり虫って名詞との間に比較定麗することは，《動く一動き》《美しい一美》

などのような限られた語の場合を除いては，はなはだ困難であった。（＜よさ》等は形容詞群に入れること

にしておいた。）

　補注2（47ページ）類義語目録の先例として，『婦人雑誌の用語』264ページに掲げた，ROGET　5P　BALLy

のもののほか今は次のような例を知ることができた。

　Franz　1）oRyi　sEIFF：　Der　Deutsche　Wortschatz　nach　Sachgruppen，　Berlin，　1954．

　Rudolf　HALuG，　Walther　von　WAR’rBuRG：　Begriffssytem　als　Grundlage　fur　die　Lexikogr：aphie

　　（Versuch　eines　Ordnungsschemas），　Berlin，　1952．
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　前者は20類，910項（約一万語のアルファベティカルな索引がある），物の分類によるとあるが，事物

の現われる生活領域での連想が色こく見られる。後者は，フランス語約六千五菖を見出しとする概念の分

類で，3大類（HauptteiD，　le中類（Abschnltt），61！」・類（Unterabschnitt），さらに類によって精粗さま

ざまに細分がなされている。その3大類とは，AL’UNIVERS，　B　L’HOMME，　C　L’HOMME　ET

L’IJNZVERSで，そのBには社会的な存在としての人聞，人間の祉会酌また心理酌活動のほかに，生理

的肉体的な存在としての人闘に関するものをも含めている。昏小グループの中には文法上の贔詞の別を度

外観して，たとえばく麦仕票》の項に《畑，境界，耕す，耕作人，鋤，種蒔く，くれうっ，地均し〉等が

駅めてある。またたとえばL’UNIVERSの下位区分は，「入聞が動植物に対して立つ閣係を反朕した排

列」をとり，動物学植物学の分類には従っていない。そして，「事物のグループによって分類されたフ．ラソ

ス語彙の抜粋ではない」ことを強調している。その方法と成果に対する批評はともかく，（WARTBURG良

身DORNSEIFFについて批評しているが）語彙を体系li勺に杷握するための基礎的な試みとして，我々の

分類蓑とはその手順と結果を異にするが，同様の目的を持って我々に少し先立った業績として，浅目すべ

きである。

　なお，旨本語について，

　　浅中久直；学習基本語彙指導の実際，東京，1956，

lq｛tL小学校の購語教科書7種における共通度の高い三千五百語についての分類が示されている。11類，86

項，分類の主義は我々のと同様で，細かくはないが安らかなものである。

　なお，ここで部分的に参考した分類例としては，1。　241の項について，昭和25年の国勢調査に用いられ

た職業分類，1。552について『臼本植物図鑑』，1．561については『旨本動物図鑑』および賄本毘虫図鑑』

がある。その他，ζ体系商品辞典』のようなものも参考したが，専門分野については，今後も專門知識に

よって修正されるべき点が多かろうと思われる。

　補注3（4gぺ．．ジ）『矯本語基本語彙』では，《おばあさん・運転手・八否屋・囲書館。警察暑・展覧会・

寒暖計・蓄音器・自動車・自転車・飛行機》等，この調査での増位と異なるものがあるが，今はこれらを

詑入しなかった。

　なお，われわれの調査は標本抽出調査であるが，この表で（の印より後の語は，全数調査をしても，そ

の使頃率について，』の印より前の語の蹴転に入ることは，ほとんどなかろうと考えてよい。しかし，』

の印の後で，（の印の前と後とでは，その差を考えることはできない。
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分類語彙表

1．　1

憩0　＊これ。＊この　本　当』　這般」

　＊それ。＊その』

　＊あれ。＊あの　かの』　こんな，そんな等一｝3．10

　＊どれ。＊どの』　　　　ここ，そこ等一．．　17

　＊いずれ　どちら。どっち』

　かも』　あれこれ」

　餐ζ　欄々』　　　　　　　　　　　茱一・．20
　　　　　　　ほう　　　　　　　　　　　　　　ぶん
　零の。寧もの。寧方。蔚者　後者　分』

　＊何。何慕　何物　何等』　弼々」

　1　対象　＊菓。事柄3　物事」
　ぶつ
　＊物i物件」

　万事毒　一事：万端　諸般」

　＊事件。出来轟　大輔　事故　沙汰』　大ごと

　　環纂」

　2　裏曲　項　件』　条項　項爵　由　旨　儀

　　本件」

　3現象。轟態』

　＊真　＊実　＊嘉実。＊現実　壕‘毒忌　＊実際。』　史

　　実　情実」　一〉．13，具体，まこと一→．30

　其童謡　形而上　諸行　窟為」

　串秘密。』　機密　極樒　枢機」

　　　　　　　　　　　たい　4　本物　自体　主体　体』　正体　実体　実

　物　｝こせ　前身　傭体　神体　機体」

　＊代蓑。候補＊代り。』代理　身代り　補助　副」

　一』　主流　中竪　亜流」

　資料』　史料　データ　標本」
　　　　　じ
　一』　地　本位　ホ格」

　一』　補欠　補充　補曝」
　た　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　と

　＄他　＊ほか（他・外）。』　劉緬　冬物　余儀　他人

　　ごと」　　　　　　　　　　雰締3ほO

110　類　種　種類。』　範癖　たぐい」

　一種　斎種藷　圃類　多種」

　形武。様式　＊式。ミ充』　類型　タイプ」

　象徴』　典型　模範。原型　モデル」

　部門』　国別　性鯛　業種」

　寧例。事例　ケース　例索麺実例　特例　類例」

　＊階級。　溜　級　クラス』　階層　職階　冠位」

　標準。基準幌恥寧水準レベル上等上魍
　　高等　高級』　中等　下。一1

　系系統認系列血統」
　1　＊関係。仲。』　聞柄」

　庫閣連　縁』　関与　梢闘　かかわり」

　＊基礎。　＊基本　寧根本　根源（根元）』根嶽　茎

　　幹　源泉　語源　本末」

　諸式。前提要國　根拠　拠りどころ　理由。
　　　　　　　　　　　　　　　　せ　い
　　わけ　＊園塑。所以　故。もと。所為』護‘侮故

　　霞　起隅　成隣　死閣　鎧縁　由縁」

　欄的。＊為。＊藏標』　覆あて　用途　実罵　乗

　　屠　軍絹」

　＊結果。成果　串効果　堪‘影響。』帰結　甲斐　効

　　験　応報　帰趨」　　　　　成績→，34

　証拠。1コ実』　例鉦　反証　雷質」

　手毅』

　2　岡一　一致　＊違い　縮違』　異同　該当

　　同上　類似　合致　まぎれ　入違い　無業

　　岡権　同郷　同好」

　3＊零鼠＝互二本翼翼合し、』

　連絡．結びつき　つながり2連結　連帯　連鎖」

　一遺　交錯　並行（併行）対概　呼応　照応」

　＊逆　＊反対　矛蔵。』　相剋　包含　融倉　混合

　　棚応　食いちがい　ずれ」

　対日　対外　対。讃

　従属　所属　兼』付属。付随　隷属　讃：溺　専

　　属　被」　　　支配→．360，独立→。124

120一』　有無　あり禽せ」

　1　出現　登場　発生』　現前　きざし

　寧実現　現われ　復活　提出』現出　再現　生

　　起　拾頭　惹起　自発　突発　勃発」

　暴露』　開顕　露出　発露　発揮」

　2　形成　樹立　結成灘　膚…」立　組閣　創設　発

　　会」　　創始→．1502　創造，創作→．320

　新興』　再興　中興」　　　繊功失敗→。343

　3成立石窪立』成否」

　完威　既成』　出来　戒就　済み」

　解消　廃止』　やめ　金廃　廃校」

　4　＊存在』　存亡　存立　実在　実存」

　一』　現行　既存　名残」

　一毒　普遜　偏在　散盗　混在　内在」

　＊独立。自立　孤立　依存　共存

　＊対立　宰中立』　連立　乱立　遊離」

　滞在　駐屯　駐留　留守認　在世　在往　寄留

　　銀鉱　進監　在隊　在任」

　消滅』亡失　喪失　紛失　焼央　滅亡　絶滅

　　抹殺　抹消　断絶　侠」

　5　趨有　＊必要。3

　＊維祷　保存。保持　保全』　竪持　温存　永持
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　　ち　放置」

　中略抜き2略前略除外排除払拭撤
　　測　撤廃　撤去　一掃　除幕」

　放棄』　棄却　破棄　廃葉　片引　解除j

130　＊状態。様子。有様。情況（状況）状　真稽
　　　　　さな
　　現状』様　様相　縮　態　実態　実相　生態

　　内状　症状　出目　好況　盛況　闇態」

　　　　　　　　　　　　　　奏セ気→．372

　＊事情。実・i膏』　情状　瞳情　政情　消息」

　寧傾向。＊情勢　態勢』　形勢　風潮」

　調子。具合（エ合）。　加減　　都合。2　基調　　1順調

　　失調　論調」

　気醗　雰闘気勇　風情　趣き　趣向」

　異常』　異状」

　　　ぷう
131　＊風　観』　外観　表向き　ふり　壮観」

　　　　　　　　　　　　なり
　一』容姿　風貌　風采　装　てい　スタイル

　　ざま　醜態」　　　　　　　　　→．18

　2　＊内容。中味　要素。実質』仔綴　正味　エ

　　レメント　成分」

　構造。機構　＊組織。＊体側　構成』仕組み　組

　　合せ体系システム仕掛。」

　3性質。＊性質。』タ悪悟三1響董質」→3，301

　＊性格　燗性』　格　パーソナリティ」

　特徴。特色』　特質　特性」　→．341

　本質』　本性　性　習性　野性　國柄」

　　　　　　　　　　　　　とりえ
　長所　欠点　欠陥』持ち前　販得　アラ　弱点

　　八軒瑛　　全生倉旨」　　　　　　　　　　　　　倉旨力→．341

　4　秩序幽　公序」

　調和。調節　調整　階調』

　均衡　緊張　緩和壽釣合　均勢　バランス　ァ

　　ソパラソス　ゆるみ　弛緩」

　葵』

　都合。』　優宜　不便　支障」

　破綻』　故障。不備」

　混乱』錨乱　撹乱　もつれ　紛糾　雑踏　混雑

　　混濁」

　一』純粋国粋」
　一』　充実　緊追　切迫　窮迫　危殆」

　是非　正』　善美　良否」

　一』　弊　弊害　i日弊

　一』勝闘　けち引け罠　競争→．353
　　ちから　　　　りよく

149　＊力。　＊力「Xネルギー　原動』

　寧勢力。実力　全力』　威力　底力　強み　全力

　　主力　自力　独力」

　精力　暴力　電力　戦力　出力　武力』　活力

　　智力　視力　腕力　弾力　飼力　火力　労

　　力」

g4

　圧プ1　　1勢。2　　外冠三　　迫プ3　　｝魅力」

　機能　働き　能力』効力　失効　力量　インポ

　　テソッ」　　　　　→．341，性能→ほ33

　攻勢』　水勢　蟹勢　守勢　惰性」

1500　作粥。反応』　即応」

　＊変化。変革　変り』　一変　激変　変更　変質

　　変貌　変動　転変」

　＊化　悪化　激化』　美化　硬化」

　転換藷　転威　転化」

　交換。』　交替」

　寧安定　一定』

　01　二三　改革』　更新　刷新」

　回復　復調　復興』　復元　還元」

　改善　改造　改訂　改良　修董＊改正』　改修

　　更正　羅正」

　02　騰始　開戦遜　始まり　着手　開業　発祥

　　再翻　草劇　鋼始　皮切り3

　終庇　終了　＊終戦　＊休戦塁終結　完了　店じ

　　まい　中口」

　e3　継続　続行わ連続　続き　永続　相続　後

　　継　都i承1

151cs聖働ご　＊運動。＊活動。＊慮動　自転　運i法

　反動　反機』身動き　胎動　激動　動揺

　　揺れ　主動　空廻り」

　停止　停車』　停留　碇泊　停詳｝ド」

　固定』　安羅　鎮座」

　11　一』　起立　趨ち上り　起き上り　綴起」

　顛覆　飛躍Ll打倒　顯倒　狂奔　蹉蹟　立脚」

152§　過程　経過　経緯　動洵　軌道　コース謡

　　筋道　道程　中道　成行き　航路」

　一』　帰途　寄り道　別途　活路」

　21　推移毒　移行　過渡　移動　移転」

　出発。到着　到達　．ヒ陸』発足　発車　建益出

　　到来　殺倒　波及　必至」

　行進』　逼進　突進　猪突　徐行」

　通過　＊飛行』　陶行　道行　独歩　車行」

　徽底。』横断　貫徹　直通」

　推進』　誘導　随行　尾行　先駈　健乗　追繋

　　追いこみ　尻おし」

　流れ』　うわすべり　浮遊　漂流　天下り」

　交流』　流通　遠心　横行　蔓延」

　22　　進行　　鳶tf進』　　後退」

　後進』　先進　逆行　東進　南下」

　上京』　下り　渡仏」

　一』　往復。夫来　通い　外来　出戻り」

　帰り　帰麟　送還　復帰』　帰還　帰京　帰郷

　　帰省」
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　循環』　巡回　巡洋」

　一』　転向　難燃　偏向　脱線　逸脱」

1530　綴入り　進禺』外出　脱禺　脱却　脱走

　　脱退　出所」　　　　　　出欠膳→．351

　入り　入ソ』　入場　立入り　入睡i入城」

　導入　侵入』　挿入　投入’移入　注入　先入

　　突入　流入　入水」

　収容　吸収　収拾』

　一』放出　放水　流繊　漏洩」　放射→．51

蔦4θ昂揚上昇　引揚　アヅプ』抑揚　高まり

　　騰貴　昇進　尻上り」

　低下　投下　堕落』下向　下落　落下　墜落

　　没落　脱落　沈下　沈没　撃沈」

1550　一』　離合　集散」

　結集　編成　響勲』結束　集権　集結　集穰

　　蒐集」

　＊統一　集中　端脳　総倉　＊連合』合一　統舎

　　総括　合体　複含　併含」

　分下智　分化　分散　発散　破裂」

　分離　押回　＊分裂　分1［鵬　決裂　分列」

　51　開放　公開匪

　一』　閉鎖　録鎖　掩閉　密封　lali閉」

　一下拘束　束縛」

1560接触　衝突闘　接近　ISFS離　ばなれ　命中

　　風当り　密着」

　打撃毒衝撃　fiし打　摩擦。」

　61燈三迫　臓倒　抑圧』圧縮　重圧」

　抵抗。反抗』

　62　防氏　妨霧　阻止　障害（障碍）　邪魔。』

　　隈害　妨げ　難閥」

　打開突破』劉避打破パス融遂」
1570　一一』　変形　造形」

　一一』　傾斜　折　盃曲　巻　裏返し」

　＊破壊　破滅　崩壊　解体』　切断　カット　玉

　　砕　釧壊　壌滅　決壊」

　一網頽廃　荒翻
　71n’t増加　増進　増大』　激増　溝Wr増　増額

　　水まし　倍加　値上げ　値上り　貨上げ」

　減少　切下げ』軽減　剛減　半i域　引下げ」

　延長　延期£　仲長　引のばし　背のび　短縮」

　拡大　充実　展開』　拡張　拡がり　膨脹」

　一』　収縮　萎縮　緊縮」

　増強　補強　＊強化　強調』衰弱　消耗　衰減

　　老本弓r」　　　　　→．57

　優越』　凌駕　1耐震」

　72　発達。＊進歩。＊発展　進展　向上　＊改進』

　昂進　進捗」

ss　4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．152～．163；

1600位置。＊立場　場　場面』　シーン」

　境遇　破目』境地　境涯　窮地」

　封地位譲　ポスト　配遣　帝位　庸次」

　＊揚合。段階　段　政局』局爾　局　難局　行

　　きがかり」

1610＊時。』　刻」
　い　　つ
　＊何時。』　いつごろ」

　　　　　ねんげつ
　寧時間。』　年月　月日　歳月　時賑」

　＊闇』合聞」

　一時　　一瞬　　瞬聞』　一刻　　鋼那」

　寧機会　チャンス　＊危機　動機　契機　きっか・

　　け』　機運　好機　転機　画期」

　＊際　折　節　序で。』途端　折柄　潮時　爆り

　　しな　闘際」

　＊頃。時刻　騰分』　時点　聴限　定刻　建期

　　日時　臼販」
　　　ごと
　ll　毎　たび。』　都度　毎度」

　＊毎日　属々　毎年　年々』　臼ごと　毎晩　飯

　　夜　毎遍　月々」

　貧常　臼頃2　健常　経常　平生　ふだん」

　時々　時折毒　折々　時たま」

　臨時。』随時」

　一想．』

1629生涯　一生』一”“ft半生」

　青春　中年』幼少　初老　晩年」

　時期　期間　期』年季　有期　無期」

　後期孟荊期　長螺　短期　下期　竿期」

　永遠　永久』　金輪際ゴ

　21　＊時代。代　紀』　｝終局　時欝：」

　寧現代　＊近代　古代　原始　戦縛　維新』戦臨

　　王朝　神代　ルネッサンス」

　＊世紀』　紀元」

　＊昭和　大正　＊明治　慶長藷

　　　とし
163G　＊年臓）。ぷ年度　年悶　辛年匪　年次」

　辛酉2　戊申　豊年」

　メーデー』　元旦　年末　暮　除夜」

　31　季節。春秋　春。夏。秋。冬。選季　学期」・
　　　つき
　32　月。』　月聞　月余」

　中旬』上旬　下旬　月末」
　　　　　　　　　　　　　　　　かつ　正月』　　　　　　　一月・二月→月．192

　33　逓闘幽　週」

　　　ひ　34　　＊Eio』　　）｛三日　　連臼」

　せつ
　節　日曜』　デー　体罰　命日　縁剛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よる　35　午前。午後。　＊朝。昼。夕方。晩．　＊夜。

　　よ
　　夜£終賢　ひねもす　朝夕　夜明け早朝

　　日中昼前正午午下り日暮夕暮夕
　　　　　　　　　　や　　刻　深夜　夜半　夜　暗夜」
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2649一』　古今」

　藁＊今。槻窪。三下　この頃』只今現時

　　今頃　当今」　　　　　　　　現→3．16
　こんにち　　　きよう　　　　　　　　　　　　　　け　さ

　＊今日　＊今臼。今夜』本臼　今朝。今晩　今春

　　今秋」
　　こ　とし

　寧今年。本年』

　一謝今生」
　　　　　　　　　もむ　　　　　　　ぜん
　42＊過去。＊昔。＊元　＊頗　前』疾う　大昔

　　古」
　ぽのう
　昨日。匪昨夜。昨。一昨（年）過溝　先藏　こ

　　ないだ　せんだって　先月　旧縢　　（おとと

　　い。おととし。」

　玄年。寧昨年』
　さぼ　　さつま

　先　先刻　先程　先頃＊最近　近頃悉先刻　先

　　般　昨今　近年　往年　ひところ」

　多年』永年」

　来　従来　本来　もともと』爾来　古来　臓来

　　年来」

　43　＊将来。二布。罎前　＊今後　前途　先。』

　　ゆくゆく　近々」
　あ　す　　　みょうにち

　明属』　開聞　あした。明朝　あさって。来月

　　来春　来年。来世」

　　　　　　　　　　　　　　　　みヒさき1659　＊先』順　順序。順番　順位　後先　本番」

　＊初め。零最初。先頭』前半　後米　真先　先鋒

　　優先」
　しょ
　初　初期』　初頭　当初　巻頭　　トヅプ」

　末。＊最後。最終』　末葉　末期」
　　　　　　　ちゆう
　途中。最中　＄中。』　中途　戦中」

　つぎ
　＊次。』　次翻」

　・51　終始』　首尾　顛末」

　景冬し、（台＝舞）　　終り　　挙句（揚句）』　　冒頭　　鐵拳翼　　中

　　盤　結び　大諮　臨終　結末」

　一』極　窮極　行詰り」

　52一』二日　急ぎ　遅れ」
　＊同時　＊当時』　同年　f司ヨ　当Hj

　前後　＊前。以前　直前　＊戦前』　寸誌　裏前

　　かねて　前々」
　　　　　のち　　　　こ　　　　あと
　＊以来　寧後。＊後　摩後。以後　直後　寧戦後

　　以降』　読後　死後」

　後日』後年　後世　後代　葡目　前年」

　翌翌日』翌朝翌年」
　＊今度　今劉』　今次」

　当颪』当分当座躍刻すぐさま」
　53　一』　艮諜　課程　工程　カリキュラム」

　一2　日麿　本暦　官暦」　　　WS一・1．31

ユ700一』空聞4
　』＄所（処）o』

　露ここ。寒そこ。あそこ。壕‘どこ。』いずこ　どこ

　　そこ　ごこら　当地　そこら」

　各地　あちこち』所々　随処　各所　あちらこ

　　ちら　方々」

　場撰。欄燐』　地点」
　しょ　　じよう

　所　＊場』　　　　　　　現場，職場一》．262

　＊地』芝地」

　　　　　　　　　　　　　　　　かなめ　皿　寧点　諸点　重点　焦点　頂点　要　観点』

　　起点　基点　振畠し　終点　ゴール　畜点

　　拠点　急所　足場　足がかり」

　＊もと（下・許）』　局地　　口もと　耳もと」

　§2　範囲。地域　地区　地帯　fi＝地方。区域

　　領域　＊土地。』　帯　域　神域　芸域」

　分野』　視野　裡　脳裏」

　障i界匪

　基盤』
　じゆう
　中』

　席。座』　八二　議席」

　寧跡（樹。』形跡　痕跡　あとかた　遺肚　廃嘘」

　　　　　　　　　　　　　きよう　⑪3　眼界　境。國境』　境界　境」　隈度一〉．！94

1710　向き　＊方向。麹：面』　白け　揖酸；」

　こちら。こっち　あちら。どちら。』　そちら。

　　そっち　あっち　どっち」

　向う護　手前　あなた　対燦」

　縦。横旙　斜。簿き　逆さ。傾斜。」

　あて』　行先　途方」

　鱒
　万。』　方位　方角」

　東西　　率舞ミ。　寧西。　南ゴヒ　　爾。　環ヒ。　舞｛珪ヒ　　ヌ蓑碁轄

　　東方　西方　南方』うしとら」

　一』　西部　北部　中部」

　　　　　　　　　　　　　　　　さ　11左右庄。左翼＊右。右翼』左左方
　　右方　右下　右舷」
　うえ　　じよう　　　　　　か
　寧上。＊上。寧下。下』上部　上段」

　地上　地下』海上　二上　頭上　面上　屡上

　　席上　世上　言下　床下　治下　管下」
　　　なか
　12　＊中。＊中心。＊中央。』　中頃　中核　核心

　　顔枢都心」

　一』　そっぽ　末梢　末節　末席」
　　　　　　　　　すみ　　ぐう
　片隅　はずれ』　隅。隅　一角　街頭」
　　　　　　しも　　　　　　　　しもて　　　　かみ
　一』上下上手下手」
　上流悉　中流　下流」

1720＊面　一一・tw一正畷』平磯　斜面　部纐　前

　　面　生薗」

　日面。表。裏。反面』　裏颪　内尚　￥薦　側

　　颪」

　　　　　　　　　　　　　　づら　紙画』盤面　画齎　地醐　河藏」
　がわ
　＊測。』　溝側　舷側　爾側　蘇側」　　　　　，
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　まえ　　うしらろ

　敵前。後。背後』　門髄　駅前　店先　前方　後

　　部」
　あいだ　　　　カちん

　＊聞。＊聞。中間爵
　さぎ　　　はし　　たん

　先』　端。端　先端　末端　端緒　いとぐち」

　21　内外』
　うち　　　　　　　　　　ない　　　ちゆう

　＊内（中・撫）。＊内。串中。寧内部　党内』体内　屋

　　内　境内　場内　坑内　甫内　学内　窒巾

　　宙　渦中　懐中　誠中　陣申」
　そと　　がい　　　　　　　　　　　　　　とざミ
　タト。　タト。　夕闇蒲～　ゴ或タト』タト奉受　線タト　門タト　港タト

　　照外」
　り　ふところ
　裡　懐』

　寧奥。底。』　一陽　どん底　胸厳　船底　陰（蔭

　・購）。」

　横冊　横っぱら　真横　左横　口脇」

　隣。』隣室　弓勢」

　よそ』
　　　　　　　　　　そば　　　　　　　　　　　　　　　　　より
1730付近　かたわら　欄。』　ほとり　湖騨　寄

　　沿い　伝い　近隣　近辺　浜続き　鼻先」

　近く　遠く』

　近飛　周辺　まわり（照．懸周）。周顕。一帯　環

　　境』　ぐるり」
　あた　　　　へん
　＊辺り　辺　方痴』　身辺　界隈」

180　＊型』大型　小柄　担え　詩型」形式→．110
　かたち　　　　　　　けい
　＊形。形態　形（型）3　外形　形状　形骸」

　　　毒　操り。粒。滴」

　丸』　方形　長方　三角　円形　楕円」

　玉（球〉。3・立｛本。門壕」

　　　甑鱗形　波紋　波状　魚形　崎形　（鐵。」

　寧姿。怜好』　姿勢　ポーズ　米蹴」

　点。』・斑点　傍点」

　　　　　　　すじ
　累線。ライン　筋。』棒線基線斜線路線

　　本線　曲線　曲折　急カーブ」
　　　　かど
　　　』角。iiii折　カーブそり」

　　　』　三叉」
　　　　　　　　　　こう　　こう
　1穴佛）。入り口』　孔　ロ　銃1コ　切nv　は

　　け口　隙　隙間　ギャップ」
　　　　　　　　　　　かん　　ほウ
　枠。2　外輪　台　下地　管　彫」

　模様。頃。』　柄　縞　網臼　布目」

　　　　たば
　　　謹束。一置jij

　　　』　破片　かけら　片鱗」

　　　』核芯」

　欄』包み」

　列。』行列　家並　一連」

190量。高額レ潔一ド』数量分燈ヴオ
　　　　　　ち　　リューム　値」

　件数　人口2　内訳　紙数　人数　人員　定員

　　搏数」

S4 1．，ヨL72へtt．192t

　鋲離。輻。高度　高さ』闘隔　寸法　波長　慮
　　　　　　　　　　　せい　　径。半径　周　身丈　（背。」

　規模　藏積。』　大小　（体歓。ゴ

　年齢勇　適齢　学齢　年数」

　金額』　年額」　　　　　　　　懸格→．3ア1

　能率。』　効率　精度　高率」

　栄位。』　熱度　気澱　水澱」

　　』　角度　視角　璽量　比璽　軽重　漣：度

　　スピージ　テンポ　時速　強度　強弱　濃度

　　感度　頚乳圧　収鎌：水彙」
　　　かす　　　すう
1910　＊数丁．＊数。』

　　　　　いち　　いつ　　　　ひと　　　　　　　　　　　　　　　　ふた

　索　・五　唯一　一　＊一　＊一つ　＊二　二　＊二
　　　　　　み　　　　　　　　　　　　　　よくんラ
　　つ　寧三　三　紘三つ　＊四　＊四　臨つ　＊丘．

　　＊六　＊七　題‘八　寧九』

　＊十　＊二十　寧三十　＊四十　寧五十寧六十＊七

　　十　＊八十　＊九十』　＊街　＊二蕎＊三菅寧匹

　　百　寧五百　寧六百　＊七薫　＊八薫　＊九蒼還

　＊千　ホニ千　串三千　四千寒五千　六千　七千

　　八千　九千』

　胴上　＊億　兆』

　幾つ。壕幾ら。幾。』

　幾日　数日　何日』　幾十　幾蒼千　数十　偲

　　千」

　＊一入（独）。寧二人』

　ついたち

　一巳　二日　三日　四日半七臼　八臼　九｝ヨ
　　　　　は　つ　か
　　十日　二十資』

　二i三』　四五　二六　閥六」

　　』番地　ナソパー　ワソ　ベストワン　ベ
　　　　　　　　　　　　　がん
　　ストツー　ベストスリー　ラ醗

　若干　多少』　幾分」

　11　＊多数　大量　大勢　大輻　高緬　少数選

　　多量　臣額　少量　小額」

　　』　単数　米額　月額　パ・・N寸分」

　係数』　偶数　約数　分署：根　指数」

　寧倍分の』乗平方。立方。　二分三分」

　平均。割含。ホ劉　率』　比率　レート　歩割」

　差。』　開ぎ　差額　誤差　格差　差引」

　含計　総額』　総：数　総計　票寄ぜ」

　フフス　マイナス藷

　当り』　おき　尾かけ．1

　2単泣。』

　寧割　分　台（代）　＊パーセント』

　　　　　　　　　せい
　＊第。位番。＊暑樋代等』
　＊度　＊麟　寧次　遍』

　階　重』　丁期

　醸件　＊名　枚　寧本　台　軒』騎　艘　隻こ
　　　　　もく　　こ
　輔　門　旨　戸」
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．ユ．192～．213　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§4

　柵　＊頁。』　巻　丁　行」

　頭　匹』羽　尾」

　歩通』照発抱杯皿封」
粁米毒物センチ、ミリ」

　里』　町　間　尺　寸」

　軽里譲　ヤード　フィート」

　町歩　畳』　反　坪」
　こく
　石』升」

　顧　キ質』　グラム　パール　貫」

構鱒翻．』
　ねん　　　　　　　　がつ　　　　　　　　　じつ　　　にち

　＊年　箇年　＊月　＊箇月　細　精』

・蜘

椚。銭菱』

　壌ドル　フラン遍　ポンド　セγト　シジソグ

　　ルーーブル　ルピー　リラ　マルク」

　’30　＊全部　全颪　＊全体。＊総て（凡・全）。＊皆。

　縄‘一切　一更　＊一町』　金員　一式　総がかり

　　綱羅　全群　全土」

　；串部分。＊一部　＊部。半分。半。半ば　大半

　　＊多く　＊大体。』一半　半々　過半　大部」
　じゆう
　中』　満場　満都　溝水」
　　　　　　むれ　　ぐん
　集隙　集　群。群組。グループ』集まり　一

　　行　アベック　マス」

　爾者　双方　両方　＊一方　億方』　複　片方

　　片」
　　とう　　　　ら　　　　がた

　’＊等　＊等。＊方。＊達。＊ども戯

　一31　過剰　過ぎ　余　余地　余裕　余計　のこ

　　ウ毒超過　おまけ　蛇足　余分　余剰　残額

　　残高」

　不足』　欠乏　払底　半端」
　つぎ　　つミナ

　付　付墨

　啄など。摩なんか　＊なんて』

　　　　　　　　　くらい
　32　＊程度。＊程。＊位。』　何程」

　限度限‡限り』極まり　至り」

　＊以上。以下。以内　＊以外』

　乃至　：繍で。』　　　　限界，範囲→．170

　＊のみ　露ばかり。＊だけ。』

　　　　　　　　　　玉．2

1200＊私。＊わたし　寧鑓　＊俺　我　＊我が　予

　　わし　＊我々』　わっし1拙僧」

　＊あなた。＊君　寧お前　あんた　寧諸君』汝　貴

　　下　貴女」

　＊彼　零彼女　あいつ』

　　　たんびと
　一＊誰。口入　何奢』　誰々　どなた。」

　おのれ糟ら　青身＊霞分。＊自己本人

　　他入』　妾人　間人　燭人　自他」

　各自　各人』

　菓』
　　　　　　ひと　　　　　　　　もの　　　かた
2010　＊人間　＊人。入物　＊者。＊方。』
　じん　　にん　　　しゃ　　　か　　　　　　　ヰっ
　仁人　＊入　寧者。＊家。＊士　＊奴　＊生　＊員　徒
　　　　　　　　　しゅ　　　　　　ど　　　ふ
　　婦　マソ　姫』　手　漢　奴　夫」

　　　　　　　かた
　＊人々　連申　方々　衆』　連　両人j
　　　　　　　　　　　くん
　串様。寧さん。ちゃん＊霜殿＊氏。嬢』陛

　　下　殿下　 ミスター」

　公　丸　鮮』

　　　　　　しん　11　＊神。』　神　氏神　武神」

　　　　ぶつ
　仏。』　仏　菩薩　観音　明王」

　メシア　キリス1・　S天憲　救主」

　一』　天狗　夜叉　盤霊　ぼけもの」

2020　男女ei異性」

　寧男。男性　男子　野郎』

　　　　　　　　　　　　じよ　率女。＊女性　婦入　女子　女　女史　女の子』

　＊子供。寧少隼　少女　児童』赤ん坊　幼掘　小

　　児　悪童」

　串曹年　二者』　乙女」

　大人。』　成人　おっさん」

　老人　老　翁』　爺　老婆　賓老」

　二二』　奨男　心入　大男」

　　　　　　　　　　　こや210　　家族。　皇室　　一家　　家　　族　　ミ原氏』

　親子　父兄』　妻子　子弟　遺族」

　一』　隠居　屠談」

　1　夫婦。夫妻』　薮封禺」
　おっと　　　　　　　　　　　　　　　　　　つま

　良人。』亭主夫君夫婿。」　・
　妻。＊夫入　女房』　妻鱈（細君）　家内　かかあ

　　老妻　：先妻　後妻　妾」

　米亡人』　後家」

　20　＊親。両親』　父母」

　　　　　　とう
　寧父。父親　父。　親父』　老父　パパ」

　　　　　　かあ
　判奪。母親　母。』　母上　ママ」

　一』　継母　義母」

　祖父　じい。』　祖母j

　一』　先日。祖先　祖」
　　　　　　　　　　　　　　　み　こ　21＊子　児　孤児　息子。＊娘。皇子　皇太子』

　　寵児　養子　嗣子　太子　曹司」

　一』　長男　次女　末子」

　一』　孫。子孫。三碧

　嫁認　嫁っ子」

　30　兄弟。』　姉妹　陶胞」

　　　　　　にい　兄。』　兄貴　兄　長兄」

　姉。』

　一』実兄　義兄」

　弟。妹。』　弟妹　令弟」

　一』実弟　i義弟」
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　4⑪　一』　親類。親戚　皇族」

　叔父。おば。』

　一瓢従弟。甥」
220　　＊オ朝朗、。』

　仲聞。同志　同士』

　味方。＊敵。3かたぎ　激手　外敵」

　：友達。友人　友』　親友　i旧友　学友」

　知合』　近づき　半人　知己　隣人」

　一行』　連れ　道連」

　1＊主人。ま婦　マダム　＊奥。』　あるじ　女

　　将」

　＊客。』　泊り客　国賓」

230＊民族。入獄　判難瑞』　ネーション」

　外人』邦人　エトランジェ　白人　黒入」

　市畏　村民』　住属　住人　移民」

　一』　世人　八入」
　　　　　　　　　　　　　みん　1　＊人驚　＊軍勢　＊大衆　昂　平罵　庶昆』万

　　民　衆生　公民　士民　臣民　臨　重臣」

　2　＊天豊　皇帝　王　女王』天子　園王　暦主

　　購潜　暴君　中宮　摂政」

　一毒　大名　諸侯　國造」

　大統領』

　3　官僚　武士　ブルジョワ　豪族　貴族』　侍

　　公卿」

　信者　クリスチャン選　儒徒　教徒　宗徒」

　4　莫雄』　豪傑　大廻　三三」

　紳士　大物』　名士　大官　要人」

　薄士』　農博」

　一』秀才　文豪　人材」
　つう
　通』　先達　先覚」

　イソテジ』　インテリゲンチャ」

　一』　フェミニスト　ユヒリスト」

　一』　論客　弁士　闘±」

　名人』　チャンピオン　選手。エキスパート」

　素人　プロ』　アマチュア」

　一』　花形　売れっ子」

　金持』　成金　長者」

　一』旅人　乗客　旅客　お上りさん」

　常連』　新人　有志」

　一』　奇人　野人　おきゃん」

　一一』　あわて者　なまけ者　ピエロ」

　一』　愚者　酔っぱらい　ごろつき」

　病人　患者』

　一謎　死者　盲人　狐つき」

　一』　勝考　弱者　にない手」

　一』　義民　暴徒」

　捕虜　奴隷』俘虞　とりこ　人質」

g4 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．214～．241

　犯人』　迅雷　戦犯　罪人　囚人」

240　一』　成鐵　要旨　一員」

　職員　会賃　党負』店員　隊員　社員　魏員」

　寧議員　シ委員爵

　職』　教職　閑職　聖職　要職」　→．38

　1e一』　技師」

　＊教師　寧教訓　教官　教員　講師　＊学生　＊生

　　徒。』学徒」

　医師　訓解。医』按摩」

　＊作家　詩人』　交士」

　庫記者』　ジャーナリスト　プロデューサー」

　一一』　歌手　テナー一　チェリスト」

　俳優。スター　役港　女優謎

　画家』　絵描き　剛朗

　名人』　棋士　家元」

　串学者。』学究　蠕者」

　牧師　教祖』神官　僧侶　坊　法師　尼　禅師

　　伴天連　封事　開祖　在家」

　エ1　役人　官：吏　＊官』　補　吏　属」

　寧大駈　閣僚　＊首相　外相　文粗毒　梱　宰相

　　蔵相」

　次官』　奉行　大夫　参喜　文官」

　大使　公使　領婁』

　判事　検宴』

　一』　　華魁　　庄麗　　重艶頭」　　　　　長→．243

　重役』　　専務　　頭取」　　　　　　　　　社長一〉．243

　地主』　親方　元締　マネージャー　胴人」

　霧薄己』　秘書　 クラーク」

　給飲。』　（車掌。」

　12業者　メーカー　商人　商　問屡爵　豪商

　　買弁　株鷺」

　一』　売子　小僧　了稚」

　一一一』　かつぎ歴」

　13　百姓　農家　＄農民』作男　カウボーイ1

　漁罠　漁夫』　猟師　漁師」

　15　一』　セーラー　 マドロス」

　16　工員　工　職人』　職工」

　一』　大工　石工　鳶職　とび」

　一』　土方　人夫　ニコヨソ」

　一』　自陣」

　17　丁丁　刑事』　巡査。足軽　門番」

　18　女中。』　召使　侍女　忠撲　書生　学卒」

　一』　小使　ボーイ　三三助」

　一』女給」

　一2　ガイド　メッセンジャー」

　一』　マネキン」
　　　　　　　　　　オざもやく
　一』　芸者　傾城　雛妓」
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　パンパン』　街媚　男娼」

　19　スパイ』　まわし者」

　強盗』ギャングすり　海賊」

　一』　乞食」

　2軍人。兵隊。兵』歩兵　憲兵」

　一』士宮　下士」

　元帥　将軍　将校』　神将」

　大将』　将窟　准将　大佐　大尉　軍奮　三正

　　一査」

　提督　参謀』　幕僚　岡三」

　　　　おさ
　3＊長。長』

　議長毒

　寧長官　総裁　司令』　総督」

　＊社長』　総長　総務」

　学長　校長2　教頭」

　会長』　会頭　所長　館長：駅長」

　部長　課長還　局長　係長　組長」

　村長＄　　瞬ぎ長　　RIT－Rj　　　　　　　　　知薯事→．241

　　　　　　　かしら
　首長　首班』　蟹　憲庸　主任　難主」

　一直　次長」

　4　幹部　ボス　首脳』　ワソマソ　長老　上役

　　ダラ幹」

　＊先生。師匠　師』　師弟　先輩」

　旦那　親方』　バトロソ　抱主」

　手先　側近』　部下　番頭　子分　従考」

　弟子』　門下　教え子　後輩」　　駆→．231

　5　係。』　係官　係員」

　役員　四韻：幹喜　顧問』　　　　役→。34

　作者　著者　筆者　＊読者』　訳者」

　監督。』　助手」

　ファン』

　聴衆幌客』観衆」

　＊被告轟　四隅　証人」

　一』聞き役立役端役後ジテ」
　一』　オルグ　スポンサー　アジテーター」
　　　　ぬし
　一』　主　持ち主　株主」

　使　特使　ミッション』　使節　伝令」
　　こう　　し
250　公　私　畏間』　公け　一身」

　欄人。』

　　　　　　いえ　　うち
　1　寧家庭。＊家。家。家々』　靴帯」

　一』　本家　分家　実家　［雛家」

　一』　家門　武門　患家」
　　　　　　　　　　　ふるさと
　2　故郷　郷里　寧鼠。』　故郷　郷th」

　地元』異境」
　　　　　　　　こく　3＄国家＊［麹。＊国』爽～家君匿1皇国期睡1

　　ステーツ」

　御田圏　寧国内　内地』　内国」

g4

　自躍　祖国　本川』　母国」

　同門

　＊外目。他国　海外』隣国　隣邦　異国　外地」

　大圏　軍国　下欄』強顯　王蔑」

　国々　＊rAl際。門中　＊諸国』　列強」

　連邦　両鰯』　盤邦」

　一』　和漢　和洋　民麟　ヒソディ」

　藩』

　　　　　　　　みぜニ　　　と　　　　　　　　　　　　かい
　4　都市　都会。都　都　寧町（勧。街　郊外野

　　露都　下町　盛り場　花街　場末　洛北」

　地方。購舎。＊村。膿1村』　山村　漁村　僻勉」

　部落』

　5　領土謁　縄張り」

　蔚県　蔚　＊県　都　郡　＊南』

　＊区』　学区：」

260　天下』　万国　八紘」

　＊祉会。世聞　＊世の中。＊世』浮批」

　1　嘩‘世界。』　天鼠　冥途」

　寧界政界財界交壇』野宮海」
　＊市場　＊陣営　筋』

　一』　労使　労資」

　2　＊職場』　つとめ先　持場」

　議場』　会場　宴席3

　現場　戦場　陣　戦線』　売場」

　寧基地』

　一回　早場　本場」
　　　　　てら　　　じ
　3　神社。寺。寺　＊教会。諜

　＊学校。場較　学閥』

　＊大学　大　京大　東大　三二

　高校　中学　寧小学』

　一露　金工　他校」

　官学私学』　アカデミー」

　N校』学窓」

　4謎塗ミ社。昭電　窩盧誰公社　公司」祉→．28G

　＊銀行。潰銀』　世銀」

　＊工場。』　工廠」
　いちば　　　いち

　市場。市5　マーケット　ヤミ欝」

　駅。』

　一3　鉱出。炭坑」
　　　　　てん　　　みせ
　5　商社　店　店Q』　問屋　商店　デパーートi

　一』質屋　飯屋　酒場　茶麗　料亭」

　一』　本甲　書店　煙草商」

　一』　魚屋　靴屋」

　一』土建」
　　　　　　やど　旅館。宿屋：宿　ホテル』

　一2床屋　銭湯」

　病綻。』医院　医局　薬局」
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　劇場　座』
　サ　　　　しょ
　＄屋。寧所。雲

　6　宅　自宅　下宿　アパート　荘　坊滋　私邸

　　ホ～ム　寮　本営　キャンプ」

　　　　　　　かん
　教室　会館　寧館』　道場　サロン」

　法廷』　廷」

　一誰　監獺こ　ラーゲノレ」

　　　　　　　しゅく
　一』　関所　宿」
　　　　　ずニい
270　　＊機1奨｝　4本毒　　　　　　　　　　　　　i灘イ本→，280

　本都　交部　串部』

　1　串政蔚。＊内閣　幕府』　朝廷　磯府」

　寄贈　役撰。当局』

　率省　寧院　＊局。庁　署　役場凄

　課　窟房患

　2　1謝庫　：ge警察　1調鉄」復金　行監　地裁　国

　　驚」

　3　＊麟会　＊議会　上院』　衆院　参院　両院

　　市会　村会」

　委』

　4　噸叢　軍部　＊軍隊。』

　薩海軍。＊陸軍。溶蝕：』

　米軍　乱軍誕

　　　　　　　　　　　　　　　せい　＊隊。部隊　艦隊　師団　連隊』　勢　中隊　分

　　隊　デモ隊　縦隊」

　一』　嵜巷手　後詰」

　5＊麟連　ユネス嘱　ガット　オリンピック

　　赤十寧　 コミンフォルム」

280　＊岡盟　連盟』

　寧隣体。＊団　合衆　＊祉」

　＊論語　労組　総評』

　農協　漁協』

　経鷹連毒

　党派　＊派』　徒党　一議

　＊政党　＊党　与党　野党

　　左脚　盾祉　労農

　サークル　クラブ』

　宗』　教［録　財団　球団」

　謡講』宮座　籍派

　班』　隣町　め組」

　寧会。協会』　学会」

　1　クラス　 2LA』
　2　財閥　軍閥』　閥

連美gs→．253

　　別派」

　　両党　右派　左派

ナチス　中共』

トリオ」

　大会→．341

学級　全級」

藩閥」

1．3

　　　　　しん3000　＊心。＊心　＊精神。心理。魂』

　寧意識』

　元気。』　意気　精根」

g4 1．　265一一」．　3el

気質』

印象。感動　感激　感心。興奮　感覚。実感

　陶感　苦痛』　疲労」

不意』　失神　虚心」

寧夢。』　眠り　頃覚め　酔　休息」

一』　眩惑　錯覚」

気違し、　馬鹿。窪　ヒステリー　 矯函篶…」

＊感＊感じ　＊気。＊気持。気分　気腺　心持認

心境　機嫌。』心情　心事」

儀　＊感温。情緒　感f面

一』素面。」

恐慌』　驚き　驚異　驚愕」

愉しみ』　興　慰み」

喜び退　歓楽　享楽」

苦しみ　悩み』　苦悩　労苦」

一』　閉口　圏却　園窮」

一』　憐れ　悲哀　哀愁」

恐怖』　物怖じ　おじけ　臆病。」

怒り　憤り』　腹立ち　憤慨　短気」

悲しみ』　嘆き　慨嘆」

＊心配。不安』憂慮　懸念　危惧　焦躁」

安心。』　落：付き」

不満　満足。』　不平。満悦」

02　＊好き』　好み　好脊　愛1諮」

親しみ　友好』親露　向米」

愛。愛情　詞清。愛圏　恋愛　恋2友愛　楠愛

　慈悲　博愛」

一』遠慮。謙遜　卑下　恐綱

反感』　嫌い　憎悪　忌避　厩軍」

反米　反共遜

恨み　遺憾」　痛恨」

好意　親切。』　好感　誠意　篤志　忠義。孝

　行。」

感謝。岡感』

信顧　信用。』

尊敬。尊重　崇拝　軽蔑』　敬：意　珍重　敬仰

　感服　欣慕」

　迷惑」i当惑」

　03　表情　顔つき　＊顔。』

　一u』　忍び泣き　男泣：き」

　苦笑』　笑い　微笑　失笑」

　＊声。笑声』

3010念　出船

　　慢。辛棒　夢中』自我

　　没頭　心酔　浮気　忍耐」

　自主自信誇り　名醤。

　　窪負　自瑚　恥。恥辱

人気→．341

寧努プ3。　＊勉強。　苦’こ♪　　苦労　　我

　　　　心がけ　一念　熱中

面理　勇気。』自慢。

士気　霧気　三目。
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　　覚悟　後悔。｛鐵悔　悟ip　」

　慾。性慾　願　念願　望み＊希望。欲望　切望

　　待望　＊期待　失望　諦め』　本能　衝動　食

　　慾　節度　志顯　志　野心　強気　断念」

　＊態度。臼覚　反省　趣味。』ユーモア」癖→12
　　　　　　　　　　　つもり
　11　意　意図　意志。＊心算。＊宙由。』　内心

　　意向　意思　故意　任意　随意　総意　神意

　　わがまま　横暴」

　良心。正義　道徳。寧誠。　使命　＊責任。　罪。

　　善悪不正』義名分人道道義操
　　悪徳　余徳　背信」
　　　　　　　きよう
　信孤1＊宗教。＊教　カトリヅク　回教』迷信

　　宗旨　儒教　仏教　禅」

　義理　恩。お陰。』　恩寵　恩義」

　12　練習。訓練　熟練　試練　習慣。癖。』　見

　　習　習得　慣習　洗練」

　穫古　学習』　研鍵　専敦」

　修業　修身　演習　ゼミナール』　漢倣　真似。

　　夜学　修養　瀬養　復習」

　詑億。覚え　記念。寧経験。体験　思い出』　暗

　　記　蔽蓄　圓顧　忘却」

　20　知性　智慧。知　＊知識。常識。良識』　理

　　性。勘センス見識」

　思い　＊考え　考慮　感想　寧思想。見解　＄意

　　見　偏見　観』思考　考察　工夫　推理　配

　　慮　発想　私見」

　確儒　不儒　疑問。疑い』　所信　盲信　懐疑

　　嫌疑　容疑」　　　　　　　　信顧→02

　注意。露関心　＊興味。用心　警戒』　留意　油

　　断。」　　　　　　　　　　　周意→33

　認識　承知。存知　解釈　＊理解。諒解　把握

　　誤解　納得　確認』　早わかり　合点　判囲

　　混迷」

　21　区別。対照　＊比較。分類　整理。参照

　　参考。』　識別　混同　対比」

　選択　採択』　選　選定　鐙褥　人選」

　22弩ミ験。試み　試験。検査　審i査　審　検

　　察　検討　探求　追求　捜査　探検』　追試

　　考査　診察。検疫　覆審　検閲　詮議　追究

　　追及　捜索　探偵　模索」　　発見→90

　＊調査　分析』　調べ　細引　解明」

　＊研究。観察。観測　計算。勘定　銃計。評価

　　発明。』　測量　算禺　換算　清算　精算」

　誰輿。実証　寧解決。』審理　考証　裏づけ　こ

　　じつけ　　ゴマ化し」

　盤　想像。空想　寧理想。』　仮定　幻想　夢想

　　妄想」　　　　　　　　　　欝的→．王11

判断。＊判決　否定　断定　結論　予定。決意

　決心』　判定　認定　審判　決断　静観」

推定　予想　予測　見透し　見込　寧筈。』掛縄

　推測　雛察　1意1期　占い　予期　予断」

24　承認違　是認　否認　否決　是々　非々

　＊決定　販決め　制定　圏建』　謹め　藤定

　暫定　確定　設定」

30構想　要約』あらまし　概括　筋書　眼目

　見どころ　要要濤　要点　要諦」

理念　概念　観念　串具体　抽象　客観。』表象

　命題　主観。」

寧意味。＊わけ。意義広義趣旨＊問題。課

　題話題』定義含み主旨論旨テーマ
　議題」

一』　題材　特ダネ　議事」

31　論理　＊理論。理窟。無理。』論法　理　道

　理　つじつま　ナンセンス」　　葉隠→．111

嘘。誤り　間違い』　虚偽　聞き違い　手違い

　訂正　取り返し」　　　　　　真→．103

学術　寧学問。博学。＊科学。＊専門。教科　＊科』

　学芸」

寧哲学。物理。化学。地理。医学　数学。』漢学

　　　　　　れぎ　法学　　タト科　　麿　　算窃言。」

説　寧論　世論』　論説　社説　論究　輿論　公

　論　緒論」

32　原理　康剣　綱領　＊法　法鋼　＊規定＊法

　律。規則。憲章　寧憲法　＊条約　令』　範

娩約規律法制
＊MSA』　商法　独禁　破防　刑訴」

＊主義。建前　方針。＊主張。イデオロギー』儒

　条　教理」

寧民主　デモクラシー　串共産　ファッシズム

　＊保守』　勤王　ブルジョワジー　リアリズム

　罠和見」
　　　　　　じゅつ　　　　　　　　かた　　　よう　　　　　　　すべ

寧方法。方式　術手続靴方札様。戦術』術

　方途　定式　流儀　手がかり　工法」

　　　　　　　手毅→．111技術→．341

＄欄度。＊制　職制』新纈」官制」

33見地　見通し　見当』狙い　あて　騒先
　観，点」　　　　　　　　　　　　　→23，　巨1標→．111

準傭。＊計画。企藤　戦略　予備　粥意。』　支

　度。企て　共謀　陰謀」

＊案原案法案方策策＊政策対策』試
　案　懸i案　施策　プラン］

go　御覧。視　拝見＊発見。見物　注黛　無視

　監視　串番。』一見　所見　看販　直視　凝視

　跨観農豊人目　璽視閲兵観劇視察
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　　　』　展示　展覧　陳列　誇示」

　指承　指定　指摘　指針』承事　暗示　‡旨図」

　91　　　』　聴取　拝聴　公聴」

＝3100　　　』　雪辞　愚説　鷺動　nc先　叫び」
　　　　こと　　げん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げんこ

　＊雷葉。雪　言　丈幻　寧語。科白』　奮語
　　ごんご
　　轡語　辞　熟語　詞　旬」

　簸語。英語証露語　パングリッシェ　方雪　隠

　　語」

　　　』発膏　四調　　 アクセントj

　o1　符』　印。示標　肩章　符帰」

　文牢　字。数字　赤字』　漢宇。かな。」

　表。図。＊式。』　地図　グラフ　麟案」

　　　』　糠書　行書　草轡」

　02　　　』　命名　呼称　霞称」

　名繭。顕名』　銘　題。題画　題名　名目」

　93　：ge表現　蓑明　描写』　叙述　形容　誇張

　　換言」
　　　　やく
　翻訳　訳』　通訳　國訳」

04漿署沈黙引胸ひとりごと1紙
　　言　　プコ説　　放書　　過醤」」

　05　声明　証明　宣書函　披露　公雷　提ll贔」

　G6　場‘発表。公衷』　発布　；布告」

　07　読書　愛読』　朗読　熟読　渡瀬」

　10　逓儒。＊手紙。便り　電話。電報。』　書簡

　　音信　矢交　打電」

　知らせ　通達　周知　予報　予言』通知　諜報

　　朗報　予告」

　11　fi‘報道　ニュース　情報　宣儀。寧新聞。放

　　送。』マスコム　同報広告。」

　12　挨拶。＊話　会話　談　座談　講義　講1寅

　　説教』　含図。呼びかけ　祝辞　喋り　雑談

　　縁談　講座　縮音」

　王3　闘　質悶。返事。越え　箸申　讐弁　解答：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いや　　畷答』問答：反問　拷闇　詰問　クイズ　否
　　おう
　　応　応酬」

　14　＊批判　批評。＊非難　皮肉遇雷分　異議

　　病臥　申訳　弁解　級刺　いや味」

　15　　議言命　　　論議　　　言寸言命　　　　　　　　　｛務議　　　衆議　　　代

　　議審議＊会議＊会談提案決議遡評議
　　言赫争　　翼爺莫建　　反羅交」　　　　　　　　勃こ議→．352

　16　雷論　＊演説　弁護諺　弁論　遊説」

　17　＊報唐。陳惰　霞由　告白　　　　投票』

　　譲君　進雷　劇娯　申込　密告」

　18＊説明。注　説得』　解説　注釈」

　19　噂　評判　寸評』世評　名声　デマ　好評
　　　　　　　さっるくち　　 あくこう

　　悪癌　講り　悪口　悪明

　’29　　　醜記　調印　器名』筆写　記述　執

S4 　　　　　　　　　　　　　　　　　　王．309～璽333

　　筆　登録　捺印」

　趾丈潭：。文。前文編三条記＊説事
　　記録。』　海女　本菱　本誌　空文　漢文　長

　　篇　余録」

　22　　　　　　調書　　　　覚書　コミュニ

　　ケ　免状　ヴィザ」

　23　丈献　図書　毒繍　書物　　1、÷t，木。右典

　　　　　　　し　　ぼ　
　　　　　　　紙　巻』　著書　珍本　　　．辞

　　書　じびき。全集　選集　旬集　集　聖典

　　読本　テキスト　台本　絵本　名簿　カ蜜豆

　　グ」

　　　　万葉　塾書　耽駕　タイムズ』

　24　プpaグラム』　麟次序　メニュー　將。」

32e　創造　著　立法　作曲』　独創　創作　著作

　作文」

　牢作歌　原稿』　名作　合作」

　　　　　　　　　　　　　　うた　1　＊芸術。交芸　＊文学。詩。＊歌（唄）。璽歌

　　歌謡　スローガン　陀羅尼』歌　和歌　俳旬

　　規擁　ことわざ。」

　評論　論：文　目記　＊小説。物語伝　手記』

　　散交　随筆　リポート　脚本　濁：もの」

　神話　落語　冗談　謎墨説話　伝説　夜話　エ

　　ピソード　祝詞　酒落」

　2美術。＊絵。寧写真。』黙認　蒔絵　工芸。

　　彫刻。」

　3　紅鱒。曲』　節。音頭　雅楽　謡　浄瑠璃

　　シャンソン」

　4＊線爾。演劇　劇。芝居　悲劇　歌舞伎

　　能義　歌劇　オペラ　キネマ」

3300　＊文化。＊伝統　権載　＊歴史。寧史　由来』

　　道統　古纂　故慕　いわれ」

　風俗。風潮　流符。：交萌』通俗　アプレ　風靡i

　　普及　漣粥」

　10　＄人生　運命。仕合せ　橿祉　幸運（好運）

　　災害　震災　水害　凶作　被害　幸い。’き幸

　　　　　　　　　こう　　禰。不幸』　運。幸　欝命　難難　難　遭難

　　醗醒　冷警　戦災　災難。禍　惨禍　罹災

　　　　（害。J

　11　出徴』　処世　立身　復員」

　　　　　　　　　　　　　　りつ　12　入海　就職　辞職　失業　立喉鋪）』　下野

　　引退　入閣　入祉　入院　就任　兼任　瑠任

　　退官　応募　猟宮」

　2　勤務　勤労　＊労働。共稼ぎ　従業　従事
　　ひ　
　　閑。夏休み　ストライキ・　＊スト　争・議』　駅

　　　　　　　　　いとま
　　務　出張　休暇　畷　サボ　アルバイト」

　3　串生活。暮し』　独身　一人；暮し」

　　　　　　　い　　』　属住　居　土藩　詞居　逃亡　夜逃」
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　一』　趨居　徹夜　宿泊」

　食瑠認朝食昼飯晩餐弁当酌二大
　　食　喫茶」

　化粧。武装　性交』　理髪　美容　仮装　洗面
　　うがい
　　鰍　保縷　養生」

　4　入学　卒業。進学　留学　受験』　在学　放

　　校　勉学　落第　入門」

　5　結婚。離婚』　結髪　戴冠　洗礼」
　　　　ミセつり　　さい

　6＊式。祭祭クジスマスデモ』儀式祝
　　し、　　婚考ζL　　謬聾し、　　多彰式。」　　　　会合→．351

　一』　礼拝　祈藤　参拝　墓参」

　7旅　旅行。外遊』遠出　観光」

　碁　将糧；パチンコ　率運動。スポーツ　野球。

　　舞』遊び道楽戯れ娯楽手鐵ゲーム
　　体操。競技。レース　水泳　テニス。剣道

　　ダンス　踊り　芸当　競輪散歩。（梢撲。」

　8騒ぎ』　騒動　失火　心申」

　9乱暴。』胡坐　半掬　身振　ゼスチェア　抱

　　擁　辞儀。接吻」

　一』二つく　かつぎ　手ぶら　掴販り　板挾

　　み戸締り発掘肉づけ首っ引き」

　一』　一呑み　ラヅパ呑み　一肌　一足」

34GO義務。任務　公務　損当』当為　任　職務

　兵役　受持」　　　　　　　　　　齢

　01　権利。＊権　＊権力　権隈　主権　人権

　　寧政権　特権』権益　罠権　鵜権　家督」

　1　資格。身分　患身　生まれ　＊役。役9　役

　　割　経歴謹　身’上　本分　系譜　閲歴i

　　　　　　　　　　　　　　　職→．38G

　人格　人気　魅力函　入柄　人隔」

　教養　才能。＊技術。』　素養　学力　技能　芸

　　手腕　演技　無能　文盲」　　　→．3032

　一藷体面　威儀　エチケット　風紀（礼儀。」

　一』行状　晶行　素行　非行　情事」→3．301
　冒険』　振舞　動作　藁　手際　やり口　季口

　　三盛鉾」　　　　　　　　　　　　　　　　　　流し暴→．339

　20行為　＊行動　＊実行　実践　実施　執行

　　遂行』履行　決行　敢行」

　犯罪　犯行　無罪　疑獄　汚職　殺人　売春』

　　再犯　有罪　連坐　放火　窃盗　賭i導　売笑

　　売1翻」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　罪→．3011

　21　活躍＊運；動。＊濡動。主催』奔走　イ＝シ

　　ァティヴ　先手　当事　対処　行使　興行」

　　　　　　　　　　　　　　従事→．332

　22　　用』　　所用　　奈繧用　　私事　　用事。」

　3失敗。＊戒功。成紅｛o功績達成』業謬～過
　　　　じごう
　　失　自業　手梱。」

g4

3500　交際。＊タト交。』交り　つき温い　親交　運

　　衡　鎖竃」　　　圃盟→．280

　01　争い　紛争　瞳嘩。講和　＄平和。妥融

　　係争　反羅　抗争　滋雨。排外　親善　融和

　　二時　協和　和解」

　　　　　反簸→．151反米→．302　同調→．134

　1　会見　対決』　面会　面接　再会」

　訪問。』　歴訪　見舞。来朝　辞虫」

　招待。応接　歓迎』嬌聰　勧請　冤送り」

　案内。馳走』　接待」　　　　紹介→。362

　男【」れ』蝋引　訣溺　離別」　　　→．155

　寧会。会合　＊大会　総会　集会　繊席。解散遍

　　パーティ　論集　陪席　欠席。」

　20　約束。契約　＊協定　締結　裏切り』　婚約

　　公約　蜜約　協約　妥結　解約」

　21　激談。＊交渉。依頼　許可　拒否　＊支持

　　賛成。同意　容赦　＊反対。抗議』　接衝　承

　　諾　承服　倉意　譲歩　許容　辞退　簾絶

　　一蹴共鳴」→．30e2

　22＊協力　協隅　＊参加　撫盟　藤入　脱退

　　強電墨　参与　参灘」　　　　共蓋一レ3．36

　23寄与　貢献　サービス　犠牲。＃奉廷　奉

　　公　殉i繭　献身　慈善」

　3競争。勝負　勝利　克服　殿北　敗1戦　対

　　誼』手合せ　試合。勝敗　勝ち　優勝　戦勝

　　降服　屈服　凱旋」

　＊闘争　＊闘い（戦）戦闘　作i醗』闘争　死闘

　　接戦　冷戦　野戦」

　＊攻撃。反撃　爆撃　襲撃　空襲』　防禦　砲繋

　　進撃　ゲリラ　撃破　撃退　退却　敗退二
　　　　　　　　せん　　　　　　　　　　いくさ　　えお

　＊戦争。＊大戦寧戦挑戦墨軍役　義戦　緒
　　彗彗ζ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休単黛→．15

　暴動　動乱　事変毒　一揆　反乱」

　＊軍事　寧防衛　自衛　国防　＊軍備婁　防傭　防

　　空　軍拡　駐兵」

　征服　＊侵略　不可侵雲　遠征　鎮鐵　制騰　掃

　　蕩＿1　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　占領一〉．370

360　一』　建国　割拠」

　寧政治。自治　統帥　指揮　総理　管理＊監督。

　　＊支配。』　統治　霜購　掌握」

　寧革命　反逆』　謀叛　大逆」

　専捌　独裁共和　＊封建　共産』帝側　法治

　　立憲　覇道」

　躍務　行政　司法　寧財政　大蔵　通産　農林

　　三都　外務　護穂民』　文武　國政　政務」

　＊保安　治安　徴兵　警傭」　公安　摘発　検挙

　　逮捕　釈放」
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　訴訟　＊裁判。公判　処刑　追放　八発』捕物

　　搾黎　起訴　刑務　刑罰　弄i1懲役　死刑

　　差携

　1　二三　設立　園立　私立』　蕩設　増設　公

　　立都立」

　㌔と鴬　運1翁　三三　公営　自由　主寒　主幹

　　鋼会」

　　　　　　　　　　　　　　　くび　人纂　動軸　派遣　寧選挙。雇鋳　着』　任命

　　二二　除名　特派　揖蔑　解雇　諺免　畝欝

　　首切り＿1　　　　　　　　　　　　　　　　タミ業→．331

　2＊教育。鴛旨導。感化　文教　養成　育成

　　啓蒙　援業』教え　教化　養育　助長　教溺

　　ヂ発　旧殻」

　寧要求。濡物。強制　要望　要語』　強要　賦課

　　課税　免除　募渠」　　　　　　一y，352

　命令。指令　寧禁止。弾圧　マ｛il限；。繊i司　制約

　　駁締り　拘束　＊解放』　1洲令　母命　規制

　　牽｛樹　夢i締　舗御　f｛iilJ．k：　臼綱　抑御目

　違反　違惣』　遵守　三法」

　奨励　促進　勧告　ゴ鷹告　寧法意。』義渓励　煽動

　　挑発　振興　誘惑　忠告　催促。」

　弩円助　手紙い　支援　応援　救い　扶助』　助

　　力　助け　助威　後援　救済　救援　救護

　　救圏」

　＊保護。擁護　＊課穫　保｝鞠　守護　護衛　後

　　見」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弁護一〉。311

　待遇。繊話。厄介　癌護　紹介。干渉』　介抱

　　周旋　介入　調停」

　賞　賞讃　讃美』蓑彰　褒美。ネし該　叱り　侮；

　　辱　三三　罰。」

　推薦　国乱』　推奨　信認　起用」　→．361

　＝礼。失礼。二二　脅威』　仕打ち　不礼　脅迫

　　恐P鋤　　威i嚇　　lgl復」　　　　　　　　　　　→。3002

370　獲鴛』　申得」

　有　所有。寧独占　躍有　手疵　壕‘占領　確保露

　　所蔵　領　持ち　駈持」

　予1全liu・蔵　貯金：。購え」

　＊経済。愈融　インフレ　保険。』イソフレーシ

　　ョソ　デフレ　財務」

　家計　＊予算。毒　〃『理　会計　採算」

　収入。所得　支出。投資　融資　溝費』　収支

　　未収　支弁　支払　払込　遣い　投機」

　1　税金。税』　瓢税　運上」

　財産．壕駿本。資産　寧資盃が外資』基金　学資

　　ガリオア」
　ダセ　どニ　　　　きん

　寧金。＊金　金銭』　境金　大金　外貨　ヤミド

　ノ…’　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f’寧→．401

g4 　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．360～．381

　株』　匡駿　蛛武　籔」

　価値。旧領　米価　相場　偵ii格　プリ　コスト

　　培賃銀償金）』値段。値値打ち　原価　平甑

　　蕩飯家賃代金運誌代備f匙料金。一i
　費用。埼費驚費　国費　負撞　無駄。』冗費

　　督責　小遣い」

　給与　給料。サラリー　恩給　手削報酬　給

　付　俸給　月給　蘇　ボーナス　無償　代∫匂

　利干。』質担保マージン利廻り」

　2利膏　利潤　損。損害＄利益。利己　不利
　　ため
　　＊為。遍利　損益　損失　得。儲け　金儲げ」

　年需　粘，，｝供給。漂文。発注　補給』需要。

　　供出　供与　調達」

　販引　＊貿易。通商＊輸出。＊諭入。』交易」

　　　　　　　　　　　　　　交叢fPt　ww＞．150

　販死　購買　買付　仲買2　売買　売却　小売

　　ダンピング　払下げ　購入　買物　競売」

　提供　頂戴　搾取　掠奪　侵害』　按受　捧呈

　　編愛　支給　給食　差入　接収　収奪　争奪

　　横領　憎み　返し」

　獣イ．礼　贈りもの』添付　カンバ　蘇金　賄

　　賂　◇議」

　賠償警貸借　貸付　貸禺　賃貸　関口　借金

　　借款　うわ鍛り　問借り　借託　返済」

　＊貧乏。貧隔　不況　不振　景気　繁栄　費

　　沢。』　負㍑　窮乏　嘗。節約。倹約。破産」

　配給　為獄…』　仕送り　送金　既達。」

380聾じ芸。鴨巣。』　難亭　仕上げ」

　　　　　　　　労童貞→．332　　疹～：功→。343

　’糠業。集兼　＊企業　業務　謹‘事務。』生業　営

　　鑑　講負　下諺」

　＊生産　増産　産』　マスプロ　操短」

　職業。業　職　農業。畏　漁業。蕩業。＊工業。』

　　1、工　　現職　　教職」　　　　一〉。24，　響と→，341

　1　　』農作稲作茨蒔き　昭繊収覆。
　　鍵潜水麟勲ち飼朝
　商売。』　商　商事　行商」

　印鰯薦　製鉄　製錬　伸鉄　紡績　発電　釘造

　　鉱ろ嬢

　工宴。＊建設　建築。再建　造船　＊設簾。施設

　　建』　造営　新築　普爾　採光」

　閉発　難水』土本　敷設　防波　溝水」

　交遍。航空　輸送　海運　郵便。』　航海　還輸

　　集袴　水揚」

　厚生　衛生　治療　主治　医療　診療　外科

　　手術　手当』　注射　翰血　防疫　避妊　予

　　防」
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1．381～．452　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§4

　ジャーナリズム　編集　出版　版』特輯　刊行

　　創刊　初版　誤植　校正」

　掲載　取材』　連載」

　掲演　演患　興行』　実演　主演　公演　再演

　　上映」

　2作業　工作　製造。製　製作　人造　修理

　　設計　装鮪　操作　撮影』　造作　作成（作製）

　　人工　締工　修繕　装飾。消防　鞘町　採集

　　射撃　試射　射ち」

　料理。掃除。』　家事　裁縫。洗濯。虫干　磨き

　3　扱い　使用　応用。＊利用。採用　行使』取

　　扱　臼周　適用　活用　乱用」

　処理　処分　処置　掛冠　対処　始末』　手数。

　　手配」

　　　　　　　　　ユ．4

　　　　　　　　ひん400　製晶　商贔　ti‘品。』　最物。私物　土産。荷

　　物。重荷　産物。国産　名産　蒼貨　見本。

　　（模型。」

　　　　　さつ
　1　通貨　三士　貨幣　銀貨」

410　物資　資源　材料。原料。素材　料』　材

　　教材　屑。」

　1　紙語　用紙　単紙　色紙　紙片」

　一遍　布地　生地　ナイロン　ビニール」

　一』　木材　材木。板。曳太」

　コンクリート。硝子。煉瓦。』瀬戸もの。セメン
　　　　　　　　　かなもの
　　ト　墓石　瓦。　（金物。」

　鉄鋼』　鋳物　合金　地金　筋金　鉄骨」

　燃料』　ガス。マヅチ。ガソリン。炭。　（薪。」

　一』　肥料　堆肥　硫安」

　一』　蝋　 ゴム。油。　（糊。」

　2一』輪。管。筒　パイプ釘。盤バー
　　蓋。揚げ底　棒。片棒　コン棒　杖。ステッ

　　キ　竿。挺子　バネ。軸　栓。（ピソ。ねじ。

　　　　　ふち　　柄。鞭。縁。」

　3綱。浅連縄』紐。縄。テープ　鉄条　鎖。」
　　　　もう
　網。』　綱　法網」

420一』　衣料　呉服　繍　木綿。糸。織物
　　ぬの　　　　　　ぎれ

　　布。綿。布。絹。タオル羅紗毛布。毛皮」

　1　衣服　着物。服　和服　洋服。』衣類　衣裳

　　幽晦　制服　紋つき　寝夏着　水着　背広

　　モーニング」

　2袴。』コーートタ｝・套。オーノミー刃弓織。ノ］、

　　袖。上着。スカート　ズボン。下着。シャ

　　ツ。帯。　（チョッキ。尊上。」

　3　ボケヅト。』襟。裾。釦。　（カラー。」

　4　耀子。下駄。草履。靴。』　駅霧　ヴニール

　　囎冠ソフトマスクネクタイ。腹巻
　　手袋。足袋。靴下。わらじ　拍車」

　5蒲翅怖団）。枕。』財布。手巾。夜具　シーツ’

　　傘。　（手拭。風呂敷。」

430　＊食糧（食料）食物　主食　弁当謡常食　食・

　　べもの　食い物」
　　　まい
　米。米　糠譲　米穀　穀物。ヤミ米」

　1　飯』　ご飯。握り飯　パソ。そぼ　豆腐　コ

　　ソニャク　あんこう　スープ　天ぷら　焼鳥．

　　棋子　漬物」

　一一』塩鮭煮干し蒲鉾隼肉ハム」
　2ミソ』塩。食塩i沙糖。華董含由。ノミター一〇

　　（酢。」

　3一』菓子。ケーキ　せんべい　つまみ物⊥

　4　茶。酒。ビール。』　飲み物　飲料　コーヒ

　　　　　　　しゅ
　　一。ミルク　酒　ウイスキー　洋酒」

　煙草謡
　　　　　　やく　5　薬。剤』　薬　麻薬　煎じ薬　　ヒPtポソ　ズ‘

　　ルチン　酒精　爆薬」　　　　毒→．562

　6線香3香　香水　白粉。m紅　石鹸。」
　　　　　　　　みや440　＊住宅　屋敷　宮　墓。』　住居　社宅　御所
　　ぽゆう　　　　　　てい　　　　　じよう

　　宮　邸宅　邸　城　城　古墳　巣。」

　1建物家屋ビル塔。堂食堂。小9』
　　たて

　　建長量拝殿本堂校舎講堂ア博
　　ユ交魔書庫スタンド（倉鷹。」

　2野『io，鳥居玄留暑。＊部屋。＊室間座敷。

　　　　　　　　　　とこ　　書斎　台所。廊下。床　炉　風呂。』垣　塀。，

　　構　浴室　広聞　茶の聞　屠閥　寝室　便

　　所。潮回縁側。（塩根。」

　3土台柱。支柱壁。窓。』屋根。軒。破冒
　　　　　　　　　ゆか　　天井。電柱　梁　床。礎石　煙突。」

　4ベッド＄舞台棚。』寝台寝床。ステー

　　ジ　式台　欄干　階毅。藤棚　戸棚。」

　5　戸。扉　幕。畳。』ドア　雨戸　硝子戸　障

　　子。テント。天幕　揚幕　マット　土俵」

　6　机。テーブル。椅子。』箪笥。鏡台　火鉢。．

　　炬燵　梯子。1
　　　　　　ざい
450道具。』財私財宝国宝」
　1　器　袋。籠。桶。』　陶器　茶器　紙袋　箱。．

　　木箱　硯箱　抽斗。鳥籠　鞄。リュック　水

　　筒角樽バケツ。（俵。職。」

　罐。』瓶（鞠。壷冊封。コヅプ。皿。碗。

　　茶碗。鍋。薬罐。鉄瓶。杉箸　匙。規板

　　盆。繕。　（釜。箸。火箸。」

　2装置筆。活字』具器具鉛筆。ペソ。、
　　　　　　　　　　　　　　　　　いん　　コンパス　ゴム消し（墨。インキ。印。」

　鍵。針。』　農具　鍬。工具　スパナ　枷　櫛げ
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　　委旨環　 溺ニヨニ。　うちわ。孝穿（MT　11毛。　（隻失槌。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　つるきテ
　3一』　キレ物　ナイフ。庖丁。太刀　剣

　　ナギナタ　バリカン　のこぎり。鋏。かみそ

　　り。　（刀。刃。鎌。」

　4　武器　＊兵器　爆弾　＊原爆　水爆　槍　銃

　　鉄砲。ピストル　砲』　矢　EKe弾丸　砲弓i誉

　　魚雷楯小銃大砲。バズーカ引ガネ」
　5鐘。』楽器　ベル　ピアノ。笛。篇　ラヅパ

　　太鼓。」

　人形。像』翼具　おもちゃ．カルタ　面。ま

　　り。サイコロ　仮葡　二輪　鋼鎌　胸1象」

　6　看板。碑』　立札　名札　位1博　旗。麟旗

　　馬標　軍配　領。徽章。」

　7　帳　手帖　寧本。　票　レッテル』　切符。切

　　　　　　　　　　ふだ　　一F31。葉書。ノート　本L。　ビラ丁表紙。（霞畏面。

　　名刺。」

　　ともしび
　8　燈火』　燈　電燈　提灯　ネtソ　（あかり。

　　ラソフ。」

　9　カメラ』　レンズ　眼鏡。鏡。フィルム　漂

　　板」

460　ラジオ。テレビ』　テレビジョン　マイク

　　テレタイプ無線」
　　　　　　　　　　　けい　1＊機械。＊機　時計。』　計　モーター　汽筒

　　ロボット　ロケット　ポンプ　（はかり。物

　　指。桝。」

　　　　しや
　2　車。＊車　タクシー　バス　トラック　戦車

　　汽車。列車　鉄道。電車。』　土車　だし　輪

　　タク　ペダル　ジープ　スクーター　エレヴ

　　ゴーター　神輿」

　　　　　　せん　3＊船（舟）。船　船舶』　繊船　艦艇　ボーート

　　ジャンク　ヨット

　　艦。帆。タラヅプ

　4一』航機
　　単発マタドール」
　　　　　　　えん
470　庭。公園。園』

　　石　グランド

　農地　珊畑

　　畑　山林　墓場
　　　　　みち
　1道路
　　ストリート　逓路

　　道　鉄橋桟橋」
　　　　　ち　　　　　　　こう
　2　ダム　池』　港。港

　　溝喰水　用水

漁船　工舩　汽船。軍

甲板」

ジェット機ヘリコプター

　　　　　　　　　　モの
　　　　宅地　市街　園　庭園　樹

　　　ブイールド」

　燗。広場』湿。田んぼ　耕地　桑

　　　　砂場」　　　　　　　　　唖〉．522

　　　　　どう
＄道（路・途）。道　踏切　橋。軌道』

　　　　　逃げ道　歩道　坑道　薩

　つつみ　　てい　　　　　　　　ごつ　　ほり

　　堤　堤　堤防　壕　壕

水道。井戸。」

1．　s

500刺戟。』

　1　光　反映　閣　影。』光熱　光線　反射。照

g4 　　　　　　　　　　　　　　　　　　：［．452～．522

　　明　陰影　映像　人影　面影　幻影　火影

　　スペクトル艶。」
　　　しよく
　＊色。色黒赤緑。』色彩色どり罰h色
　　白　灰色　紅　緋　黄色　グリーン　金色

　　（紫。」

　　おと　　　ハ
　2　音。』音　響ぎ　音色　靴音　砲声　ざわめ

　　き’．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　声→．3003

　3匂い。味。味』香り　香気臭気体臭

　　残り香　味気　珍味」

510　＊自然。天然　物質。＊原子　分子　電気認

　　万有　五輪　三才　三体　電子　電流　電波

　　引：加

　1　鉄。水素』　金属。黄金　金。銀。銅。青銅

　　鉛。亜鉛　カルシウム　リチウム　青酸（ア

　　ルミニウム。かね。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　せき　石。土。泥。石炭。石瀬。』　鉱物。鉱石　石

　　岩。砂。土砂　原炭　油」

　一』塵埃。カス残1汁粉。擦粉　くず
　　よごれ　垢　粘り　苦渋　（気体。液体。蘭

　　体。ごみ。錆。」

　煙。灰。』　焦げ　余燈　煤」

　2　空気。雰囲気　ガスQj　大気　熱気」
　　　　　すい
　3　＊水。』水　泡　海水　汚水　湯。蒸汽。氷。

　　霜。渇水　汁。　（露。」

　4　洪水　地震。爆発。火。火事。放躬　熱。』

　　白熱　沸騰凝結結氷　なだれ　氾濫　高

　　潮　化合　爆破　昇華　炎　火の玉　口火

　　飛火　下火　焼夷　（震。」

　波。』西山　うねり　潮しぶき」

　5ヲミ気。＊風。嵐台風嚢。霧。＊唇街。望雪。』

　　気喉。気象　天候　秋晴れ　曇天　雨天　荒

　　れ　風雪　北風　寒風　潮風　モヤ　梅雨

　　異降灰虹」

520　宇宙　塞。太陽。朝i　月。衛星。地球。』
　　　　　　　　　くう
　　天丈　天。天地　空　上空　満月　男星　日

　　食」
　　　　　　　　　　　しゆう　　　　　とり　　　　　　さん
　1　＊土地。地盤　大陸。洲　島。島　＊山。山

　　丘砂丘坂。原河川＊州（河）。流れ学帽1。
　　かい
　　海　＊洋　沖。湾　海岸。渥泉。』　地形　陵。

　　陸地　半島　孤島　小山　峰　山｝派。高台

　　谷。沢盆地野。平野。野良涯河口

　　渓流　河床　湖。湖水　池。大洋　深海　公

　　海　海峡　浦　浜　襟。　両律　盤　いずみ

　　地下　（滝。」
　　　　　りん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はやし

　2国土林森。』風土本土漁場林。松

　　林籔田園窒地」　　→．470
　南極』　北極　赤道　熱帯」
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1．522～2，124　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§4

　光景　景色。風景　背景鉛挑め　見晴し　ラブ

　　シーン」

550　性　セックス　牡譜雌雄　雌。問掛　生物

　繊維」　　　　　　　　　　　　　　一

　1　陽物。木。草。』　草木　植木　立木　流木

　　本草　薬草　野i菜。．1

　2小町　蓋◎』南瓜　朝顔　サツマイモ　木船

　　オリーヴ　柿。榊　わびすけ　葡萄。蜜柑。

　　豆。建華葡薇。林檎。キャベツ桜。梅。

　　桑　梛　芋。芦　菱。稲。竹。検　巨杉

　　松。ぜに苔　キノコ。海藻　ワカメ（桃。

　　梨。苺。麻。瓜。バナナ。菊。大根。なす。」

　3　根。枝。翼。＊花。実。種。』　幹。枝葉

　　　　　　　　　　か　　やせ枝　青葉　芽。花　蕾。穂。薗。樹脂

　　（節。蔓。茎。果物。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　そまいハ560　動物。＊人類』　生き物　野獣　（獣。」

　i　猿。鼠。猫。犬。熊　馬。羊　鳥。鶏。蛇。
　　さかな
　　魚。虫。』　江｛猫　狼　狂犬　走狗　狐　オヅ

　　　　　　　　　　　　　いのしし　　トセイ　牛馬　隼。軍馬　野猪　豚。象　鳥

　　類　珍鳥　おとり　いんこ　鶯　燕　鷲　ト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　かわず
　　キ鳩山鳥七颪鳥青大将竜蛙
　　かえる
　　蛙。がま　魚類　雑魚　ヒラメ　鯛　鯖　マ

　　グロ　鰹　鰻　鮭　鱒鰯　金魚　ピラナ

　　ひとで　昆虫　蚕。蚊。かげろう　蜻蛉
　　　　　　　　　　ちしゆ
　　蝿。蜜蜂蟻。蟹蜘蛛轍蠣みみずチ
　　ブス薦　徽藤。　（兎。蜂。蝶。貝。」

　　　へらだ
　20＊身体。＊身　裸。裸体　肉体』体格。全身

　　遺体　母体　骨身」
　　　あたま
　21　　＊頭。　＊顔。　＊自（眼・瞳）。　頬。　耳。　鼻。　＊口。

　　喉（咽礪）。　首。』　ハゲ頭　首級　画　顔立ち

　　笑顔　眼ぶた　眼球　自玉　血限　斜視　窟

　　目　額。顎。耳熱　唇。舌。i膿元　騰。」

　22　　＊E徳。　腹。　ア趨。　背中。　誰hh　　腰。』　」三イ本　　下厚夏

　　藤身　尻　足腰　尾。蛇尾」

　23　　＊手。　右孚　　左響玉　両手　　舞宛。　｝旨。　＄足（脚）o

　　膝。」手足四肢片腕拳掌片足大
　　股　翼　鵬翼」

　24　頸脳　脳。心臓。血管』内臓　髄　肺。動
　　　　　　　　きも　　脈　食道　胃。｝rF　腎臓　偲」

　25　骨。神経。歯。髪　鷺。皮瞬。肉。』　骨格
　　　　　　　　　　　　け　　　　くしう
　　遺骨義歯象牙【F戸毛。毛白髪金髪

　　ちぢれ髪禿鷹。あご髭膜汎指紋
　　羽根。　（鱗。1

　　　　　　　　　　　　　　　あげくこら　26　血。血液　＊涙。小便　蛋白　脂。3　並と球

　　鷹L血　　嬉し～戻　　唾　　季L。　汗。　尿　　月旨肪　　ビタ

　　ミソ　毒。」

　27一』卵。卵黄」

　　　　　ぜい　　　いのち
570　生命。生』　命。人命　寿命　長寿　長生

　　短命　命生　余命」

　　　　　せい　10　誕生　生　成長　生存』生死　生み　難産
　　　　　　　　　　おい　　成育　威熟　育ち　老　芽生え　結実」

　　　　　　　　　　　　　　　　→．157

　11　寧死　自殺　戦死』　死虫　死亡　逝去　他

　　界　没　死滅　再生　自決　枯死　討死　戦

　　没　病死　殺生　三国　屠殺　四二！

　20　栄養　熱。患。消化。生殖　遺然　混血

　　腐敗』生理　脈　呼吸。二恩　喉。排泄　発

　　情　　風媒　　醸葭孝」　　　　　　　　　　　声→．3015

　　　　　　　　　　　　きす　　しよう
．21　健康。』　優病　怪我　筋。鰯　負働　かす

　　　　　やけど
　　り疵　火瘍　死傷」
　　　　　びよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　ゼ
　22　病気。病　中毒　出血　結核　＊風邪。』疫

　　病　癒　炎　重病　水ぶくれ　頭痛　貧錘1

　　卒中　織　けい肺　癌　腫物　治癒」

　23一一』吃　びっこ　いざり」

　　　　　　　　　2．1

111　＊於く。＊拘わる　＊掛る（懸・罹）　＊掛ける（懸，

　　架）。＊関する　帰する　串従う．属する　寧対

　　する。＊就く。惜く（仲愚競）＊附ける　＊以

　　つ　＊基く　役立つ　薯：由る（依・挺）。』　照む」

　2　＊似る。＊違う。異なる　＝回る．即する　反

　　する　＊当る。応ずる　あてはまる　＊合う。』

　　類する　似逓う　兼ねる　もとる　食違う」

　3　＊着る。　履く。　擁iする　包む。　背負う　抱

　　　　いだ
　　く。抱く　脱ぐ。とりまく　挾む。さし鋏む

　　蒙る　からむ　かぶる。かつぐ　抱える　掩

　　う　帯びる　負う　あびる。』　回せる。纒う

　　むきだす　だきしめる　隠り臨む　くるむ

　　かぶさる　かばう　闘む。浴する　剥く。」

　＊含む　含める　交る』　入り交る　とりまぜる

　　まじえる　まぜる。」
　　　　　　　　　い　　　　　　　　　あ
120　＊ある（有・在）。　＊居る。　寧居る　いらウしゃ

　　る。ござる。候控える』存する　います

　　おわす　はべる　ありふれる」

　1　＊現われる（衰・顕）。現わす。隠す。＊出る。

　　墾け。』　呈する　隠れる。ひそむ　秘める

　　暴ぎ劃す」

　2＊なる（成偽）。＊生ずる　寧出来る。成り立つ

　　出来上る　＊興る（起）。＊起きる。＊おこす。

　　湧く』　ひき起す　わき起る　まきおこる」

　　　　　　　縄来る→．13　生れる吟。55

　3　作り上げる　うみだす　うちだす　つぶ），a、

　　る　つぶす。』　　　　　作り出す→．38

　4露残る。＊残す胡　智残る　焼残る」
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　なくなる。宰失う。なくす。尽す　尽きる　絶

　　える。亡びる。』央せる　絶する　亡ぼす。

　　逸する　食い尽す」

　消える。消す。』消え失せる　消え去る　打ち

　　消す　取消す」

　5　保つ　除く　捨てる。寧販る。＊払う。』もち

　　こたえる　居据わる　取り除く　取り払う

　　｝：｝泓う　振りすてる　投げ患す　さしおく

　　憎く。」

エ3整える　備える　揃う。　欠く　欠ける　あ

　　らす』揃える。損う　損ずる荒果てる猛
　　う。　（否L控｝曽。」

　　　　　い　け
　値する杯可ナィ。懸来る。兼ねる利く。

　　たまらナイ団　叶う　似合う　釣り合う。

　　行き煽く　混む　すたる　緩む。　（緊まる。

　　鑑支える。」

1500＊変える（拠侮樹。＊変る。化する』変ずる

　　化ける　なり行く」　　帰する→．11

　01　改める。面す。切りかえる』生れ変る　販

　　り替える　組みかえる　立ち陰る」

　　　　　　　　　　　　　　ヤ　02　＊始まる（初）。＊始める。＊止める。やむ。

　　露済む。＊しまう。＊終る。終える　片づける。

　　絶つ　果す　糊す。休む。』初める　とりか

　　かる　打ち切る　済ます　片づく　果てる」

　03＊続く。＊続ける。引き続く＊〈りかえす。』

　　降り続く」

ユ5憩　＊動く。動かす。振る。ゆすぶる　振う
　　とど　　　　　　とど　　　　　　　と

　　ユとまる　止める　淳まる。』　揺れる。ゆらぐ

　　打ち振る　震える。ぐらつく　立ちどまる
　　と
　　止める。」

　走る　飛（眺）ぶ。流れる。流す。引きずる』飛

　　ばす　吹き飛ぶ　ほとばしるはずむ滑る。

　　漂わすはねる。」　　　　歩く→．33
　まわ
　寧廻る。続る　まわす。歩き廻る』めぐらす

　　出廻｝る　駈けまわる　ほっつく」

　11　＊立つ（建）。ホ立てる健）。打ち立てる　起ち

　　上る起きる。据える傾ける倒れる。坐

　　る。横たわる　投げる。はなつ　＊掛ける。

　　釣る。下げる。釣れる　ささえる。＊受ける。

　　購える　＊塞く。双まる謁　突っ立つ　傾く。

　　かしげる　倒す。ひざまずく　邉う。伏せる

　　裏がえる　のめる　転ぶ。ころがる。ころが

　　す。ひっくりかえす。くつがえる　投ずる

　　投げかける　放る　のす埋まる。うずめ

　　る。漫る　くぐる　敷く。はめる。計れる

　　ひっかかる」

　20　＊向う。向ける。向く。』立ち陶う　転ずる

g4 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．124～．154

　　逸れる　そむく。そむかれる」　→2・17

　21移る。うつす　＊通る。＊逓す。＊渡る（渉

　　葺）。わたす。もたらす　寧伝える。』　引っ越

　　す　伝わる。はやる。手渡す　寄越す。吹き

　　送る」

　寧出掛ける　露だつ。発する　寧課する　＊至る

　　＊藩く。届く。追いつく　級ぶ　先立つ』走

　　りだす　届ける　立ち蕊る　押しかける　さ

　　まよう　はやる。」

　辿る　越える　越す。追う。＊過ぎる。＊通す。』

　　追いかける　かり立てる　のりこえる　通り

　　すぎる　通り抜ける　切り抜ける　ずぬける

　　横切る」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　22寧進む。＊進める。おしすすめる　＊来る。
　　ずた
　　来る　ヨミる　＊行く。いら）っしゃる。参る。

　　；屯‘帰る。帰す　もどる　かよう。さかのぼる

　　逃げる。のがれる』退く　すぎ去る　引き返

　　す追い帰す持ち帰る舞い繋るひきも
　　どす」　　　　　　　　　避ける→．352

ユ53＊繊る。乗り出す　飛び出す』　さしでる　流

　　れ出す逃げだす　溢れ繊る　抜け出す　は

　　み縛る」

　賦す。追い出す差出す取り出す持ち廷1

　　す　吐く認　おし要す　繰り出す　突越す

　　連れ澄す　ひき繊す　掘り出す」
　はい　　　　　い

　＊入る。入る　＊入れる。採り入れる　汲む。

　　組み入れる　引き入れる　踏み入れる」

　乗り込む』飛び込む　逃げこむ　翔りこむ」

　つっこむ　追い込まれる　まきこむ　持ち込

　　む」籠める　閉じこもる　射ちこむ　送り込

　　む注ぎ込むつめこむ吹きこむ投げ込
　　む　込む。」

　抜ける　抜く。つまる。つめる　注ぐ　差す

　　洩れる。洩らす　泌みる』抜かす　引抜く

　　抜きとる　浸み亘る」　　酌む→。113
　　のだ　　　　　　　　　　くだ

154上る催・鋤。下る　下す』
　あが
　＊上る（挙）。上げる（挙・揚）。かかげる　引き揚げ

　　る』持ち上げるささげる汲み上げるす

　　くいあげる　つみあげる　醗し上げる　遙い

　　あがる　は1ね上る」

　下る。下げる謡　掘り下げる　ぶら下る　引き

　　下げる」

　落ちる。落す。陥る勇落ち込む　けおとす　つ

　　きおとす」

　降る謡　ふり1主ぐ」

　＄載る（乗）。のせる。』　のっかる」

　降りる。降ろす。i垂れる』　こぼれる」
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2．154～．301　　　　　　　　　　　　　　　　　　§4

　浮ぶ。沈む。』　浮び上る　浮出す」

1550組む。解く。はずす。』乱れる散る。散

　　らす。撒く。ぶちまける　編む。組合せる

　　組立てる　もつれる　解ける。ほぐれる　綻

　　ばす　はずれる。」

　伴なう　＊連れる。＊付く。＊付ける。』　率いる

　　引具す」

　並ぶ。並べる。重なる。重ねる。積む。沿う』

　　立ち並ぶ　列ねる　積もる。添える。はぐれ

　　る」

　寄る。寄せる。追る　近づく』引きつける　片

　　寄せる　おしつめる　かけよる　近よる　遠

　　のく」

　貼る。＊付く。＊付ける謡　くっつける　とりつ

　　ける　とりつく　飛びつく　すがる」

　撃がる　＊結ぶ。結びつく　結びつける　しば

　　る。』結う　繋ぐ。くくるたばねる」

　＊離れる。分ける。割る。』放す。ふりきる　さ

　　く　へだてる　介する　割れる。」

　＊集まる。寧集める。纒まる。纏める。寧合う（会・

　　逢遭）。合わせる。出逢う　別れる。』よび集

　　める　つのる　取り組む　ゆきあう　すれち

　　がう　ずらす」
　　　ひら　　　　　　　ひら
　51　開ける　＊開く。明ける。つぶる』　あく。

　　きり瀾く　しまる。閉じる。封ずる」

　　　　　　　さわ
1560　触れる。触る　接する』

　＊打つ（繋・射）。叩く。＊当る。あてる。ぶっか

　　る』　はたく　なぐる　突っかかる」

　61　押す。抑える。押しつける　突く。』　おさ

　　えつける圧する　押し合う　押しのける

　　突っかけ噂る。」

　一』摺る　こする」

　寧引く（曳）。ひっぱる毒鏡ぎ取る　ひねる」

　62はばむ　詰まる。行ぎ詰まる　貫く　防

　　ぐ。』妨げる。喰いとめる　つかえる　よど

　　む．1

　＊張る繍しめる。ひきしめる　握りしめる　ゆ

　　るめる。」

1570　曲げる。折る。巻く。』形づくる　熱る。

　　折れる。屈する　たたむ。波打つ　ちぢれる

　　ゆがめる　しかめる（そる。ねじれる。ねじ

　　る。」

　崩れる。破る。』　崩す。崩れ落ちる　掘りくず

　　す打破る踏み破る鋤く破れる。」
　こわ　　　　　　つぶ

　壊れる。潰れる。つぶす』こわす。ぶちこわす

　　砕ける。砕く。おしつぶす　ふみにじる　く

　　じく　ひしがれる」

　剛る。＊切る（斬）。切れる。刺す。』刻む　掘るe

　　はげる　たちきられる　喰い切る　切り抜く

　　測る。」

　一』めくるむくれる」
　71　増える。ふやす　増す　加わる　＊加えるa

　　減る。減らす』つけ加える　減ずる」

　伸びる。伸ばす。』延べる　引伸ぼす　差のべ

　　る　縮める」

　拡がる。拡げる。』ひろめる　狭める」

　高まる　高める　深める』　釜える　深まさる

　　ふくれる」

　一』　早める　古びる」

　ためる。』長ずる　強まる　弱る　昂ずる」

　満ちる　満たす　盗れる』湛える　余る。切参

　　捨てる　凌ぐ　上廻る　手控える　こぞる

　　引っくるめる」　　　　　　　　→・19

16際する　臨む　瀕する』位する」

　＊経つ。経る　＊過ぎる。過ごす』永らえる」

　急ぐ。遅れる。』せく　はかどる手聞どる」

　次ぐ』　絹次ぐ」

17一』面する　隣る　偏する」　→．152

19　限る。極まる　極める　＊過ぎる。足りる謡

　　　　　　　　　　　　　　　　　一．　157

　宰優れる。劣る。値する』　まさる。秀でる」

　　　　　　　　　　2．3

3000＊感ずる。気付く　眠る。寝る。酔う。携

　　う』疲れる。痛む　覚める。覚ます。夢みる

　　寛ぐ　狂う。1血迷う　酔っぱらう　飽きる。」，

　肌　味う　＊驚く。驚かす。＊霧ぶ。楽しむ。

　　苦しむ。悲しむ　悩む　悩ます　＊恐れる。

　　焦る　おびやかす　怒る。＊困る。慌てる。

　　おちつく。＊（かわい）がる』恐れ入る　窮する

　　憂える　まごつく　案ずる　謹む。待ちこが「

　　れる　呆れる　懲りる　耽る　照れる　こだ

　　わる，1

　02　好む　＊愛する　親しむ　嫌う。憎む。』た、

　　しなむ慕う　ほれるなつかしむ甘つた．

　　れる　憧れる　いやがる　怨む。慰める。惜

　　しむ。直る　尊ぶ　あがめる　（好く。」

　03＊笑う。＊泣く。』　微笑む　歎く　むずかる

　　はしゃぐ　泣きじゃくる　砲える　がなる」

3侃0＊努める（勤・勉）。がんばる　堪える　欲す

　　る　願う。望む。思い切る　諦める。祈る。

　　期する　＊待つ。＊求める。省みる』励む。励

　　ます。こらえる　ためらう　たじろぐ　檸か

　　る　見倉せる　志す　祝う」　　　→．33
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　11　誇る。威張る。雌　計る　思いあがる　己惚

　　れる恥じるへり下るぷるすますと
　　ぼける　馬鹿げる」

　12慣れる。』習う。待ち構える　劉る　＊学ぶ

　　覚える。＊思い出す　＊忘れる。』修める　澄

　　き忘れる　思いおこす」

　20＊思う。存ずる　零考える。＊信ずる。疑う。

　　迷う。』思いつく　思いがける　思い浮べる

　　思い込む　思いたつ　思い霞す　危まれる」

　寧知る。＊知れる　＊わかる。解する　解く。＊認

　　める。心得る』覚る　わかりきる　わきまえ

　　る」

　21串比べる。比する　＊選ぶ。露採りあげる

　　＊要する（に）』　見比べる　照し合せる　例え

　　る。え．りわける　にらみ合せる」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ため　22試みる。調べる。計る。数える。2試す。

　　算する　みつもる　差引く　裏づけられる

　　さばく」

　目指す　擁す。探る　晃下す　見つける。見の

　　がす』めがける　捜し出す　見当る　見つか

　　る　見失う　見受けられる　みなす」

　23　偲ぶ』断ずる　かんぐる　察する　見ぬく

　　トす　否める」

　寧決まる。糖める。決する　定める』　定まる」

　3　あやまる　まちがう罐まちがえる。取り違

　　える　正す」

　一』企てる　講ずる　もくろむ　たくむ」

3990＊見る。＊児える。見上げる　見下す　眺め

　　る。見つめる　ねらう。見かける　睨む　覗

　　く。』仰ぎ見る　見まわす　見渡す　眺めや

　　る　見入る　見守る　睨みつける　みはる」

　宰見ぜる。寧示す。指す。』　　　　　→22

　1　聞く。聞かす　聞える。伺う』承る　聞き

　　入る　伝え闘く　耳馴れる　聞きかじる

　　（嗅ぐ品

310＊奮う。おっしゃる。坤す。申し上げる

　　雷いかえる　黙る。』　奏する　鷺い鐵す　雷

　　い張る　申し添える　細い諭す」

　零書く。しるす』印する　書きつける　認める

　　書きたてる　題する」

　＊呼ぶ。称する　名づける』　唱える　名のる

　　名ざす」

　表する　ホうたう。叫ぶ　どなる』

　宰述べる誰遍い境わす　どなり込む　訳す」

　一』　串し渡す　仰せつかる　宣せられる」

　＊読む謡閲する　読み取る　読み通す　読み返

　　す読みふける．／

g4 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．　3el一一．　353・

　1＄伝える。伝わる。＊通ずる　知らす　知ら

　　せる。報ずる　告げる　＊話す。＊語る　物語

　　る　喋る　説く　講ずる3談ずる　言いふら

　　すまくしたてる咳く話しかける呼び
　　かける」

　問う　訊ねる　＊讐える（応）。』威す」

　論ずる』弁ずる　やじる　評する　諺る　のの

　　しる」

320写す。描く』描き臆す　翻する．1

332＊働く。勤める。かせぐ　休む。』　怠る　怠

　　ける。」　　　　　　　　　　→．301

　3　暮す。営む』　携わる」

　＊食う　＊食べる謡　食す　召しあがる　喰い込

　　む　食わす」

　衡る。』　　　　　　　　　　　　　　→．113

　＊住む。泊る。』　住み慣：れる　住みつく　宿る」

　一』　拝む。拝する　葬る　祭る。i，Eられる

　　奉ずる　祝う。」

　9遊ぶ。騒ぐ。』暴れる　（たわむれる。」

　すわる。＊歩く。歩む踏む。寝る。起きる。

　　舞う　握る。掴む。暑特つ。』坐す　うずくま

　　る　覆く　躍る。蹴る。泳ぐ。いじる　摘む

　　揉む　しぼる　拾う。練る　かきまわす　か

　　きむしる　撫でる。」

　　　　　　　　走る一〉．151，打つ→ほ56

　振り返る　とらえる　とらわれる壌もがく　ぎ辰

　　り向く　蕪えす　つかまる　つかまえる。」

　＊飲む。吸う。吹く。飲み込む　吐く。嘗める。

　　うなずく』噛む。吸い込む　ふかす　瑞ぐ

　　（轟を）かむ」

342　＊する。＊される　＊さぜる。一4’　tsす（為・成）

　　＊費す。＊一なさる。‡行う。演ずる　やる。犯

　　す催す』仕る遊ばされる」

　3　とげる　果す』　しくじる　やりきれる」

351　訪ねる　訪れる　招く　待つ。逓え．る。＊会

　　う。別れる。』付ぎ合う　訪う　弔う　辞す

　　る　呼び出す　もてなす」

　2　裏切る　訴える。＊頼む。頼る。任せる。委

　　ねる　＊許す。応ずる　断る。拒む毒約す

　　誓う　申し込む　申し出る　聞き入れる　交

　　わす　報いる　仕える　（取次ぐ。」

　一』　せがむ　責める　乞う」

　　　　　　　　　　→．36　求める→．3G！

　3争う◎勝つ。敗ける。敗れる。寧戦うCr襲う

　　＊守る（護）。避ける。免れる　破る。』競う

　　打ちかつ　攻める　挑む　やっつける　襲い

　　かかる　脱する　（よける。」
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2．　36e・一3．　10　g4
　　　　　　　逃げる→．152防ぐ→．156

360一』治まる。治める。司る　販締る　焦

　　ずる　繕う。」

　2＊教える。導く　さそう。』　教わる」

　強いる　命ずる　禁ずる　制する　従う。促す

　　勧める。』　課する　申し付ける」

　　　　　　止める→ほ51求める一》．301

　手伝う。救う　助ける。』助かる」

　養う。』　力付ける」　　　　　飼う→．38

　営める。はげます』叱る。警める　罰する　謝

　　る。餐める」　　　　　慰める→．3002

　誤魔化す　だます。』　崇る　偽る　あざむく」

　一』病む　からかう　あまやかす　いじめ

　　る。恥かしめる」　　　　　構う→，300

　一』おどす　解ける　媚びる　へつらう　と

　　りいる　つけいる」

370　＊得る。零取る（執・採・撮）。　門穿つ。携える　占

　　める　有する　＊要る。』　とりつく　受持つ

　　蓄える　窟む」　　　とりあげる→．302

　2納める　＊払う。支払う』費す」

　儲ける』　儲かる　益する」

　＊売る。売れる。寧買う。』売り出す　売りつけ

　　る　買取る　買入れる　卸す」

　串受ける。受販る　受入れる　引受ける　奪

　　う。』　引取る　かすめる　差上げる」

　寧与える。譲る。＊贈る　＊あげる。＊奨れる。＊下

　　さる。給う　恵む　＊やる　捧iげる　＊もら

　　う。＊頂く。2擾ける　奉る　施す　供する

　　供える　給わる　托す」

　盗む。まかなう』　博する　賭ける　つぐなう」

　貸す。借りる。預る。返す。』貸出す　借出す

　　借り受ける　踏みたおす　預ける。配る。届

　　ける。

　一』栄える　褻え．る　賑わす」

380寧作る。作りNす設ける』こしらえる仕

　かける」　　うみ出す・作り上げる一N。123

　運ぶ。もたらす　送る。』

　かざる。』　あしらう　装う　しゃれる」

　一』洗う。縫う。編む　織り出す　麟く。

　　鐵える。（織る。」

　拭く。塗る。』拭う　ぬりつぶす（掃く。」

　飼う。』耕す。穂える。植えつける　蒔く。漁

　　る　かもす　鋳だす」

　築く』　築きあげる」

　叛う。販扱う。寧使う。＊用いる。3使い古す

　　あやつる　（漕ぐ。」

　輸する』乗ずる」

　　　　　　　　　2．5

50光る。輝く。照らす。駿る。際立つ　汚れ

　　る。』　照る。ひらめく　映ずる　ぼける　色

　　どる　黄ばむ　青ざめる　すきとおる　ちら
　　　　　　よご　　　　　けが
　　つかせる　汚す。汚す　染める。」

　鳴る。』　鳴らす。巌く　響く。きしむ」

　一』　匂う　薫ずる．．

51一』　さらされる　こわばらせる　ねばる

　　渋る　薄れる　澄む　濁る。濁す」

　じみる』　しみる　しみこむ　にじむ　うるむ

　　乾く。干す　濡れる。濡す。うるおす　まみ

　　れる　溶ける。　（乾かす。湿める。溶かす。」

　購れる。吹く。』荒れる　吹き莞れる（曇る。」

　燃える。灼ける。焼く。煽る』燃やす。焚く

　　燃えたつ　くべる　煮る。沸く。沸かす。冷

　　える。　（冷やす。焦げる。煮える。」

　暮れる。虜ける還　明かす」

　一一誰　冴える　凍る。凍える　煙る」

55＊生きる。生かす　寧生れる。生む。＊死ぬ。

　　殺す。育つ。育てる。はらむ』生き残る　お

　　し殺す　枯れる。老いる　ふける　肥る。潅

　　せる。」

　一』またたく　くらむ　涙ぐむ　しゃがれる

　　畷き込む　唾せる」
　　　　　　　　　なお
　餓える　害する　寧治す。』病む　治る。しびら

　　せる　毒される」

’（汗を）かく。生やす　咳く認　生える。角組む

　　実らせる　繁る。萎む腐る。腐らせる」

　　　　　　　　　3．1

10　＊こんな。瓢よう　＊斯う。＊斯く　斯る』　こ

　　れしき」

　＊そんな。＊そう。＊然る　さる』　さ　左様」

　あんな。ああ』
　　　　　　　　　いかん　　　　　い　　か
　＊どんな。寧どう。如偲　寧如何。』　いかが」

　　　ぐや
　と　動云云』そうこう」
　　　　　　　　　あく　　　　　こん
　＊いわゆる　＊或る。翌る』　今」

　特定　寧殊に　＊特』

　暗証　＊刷　ほかなる』

　本格
　しん
　其　＊本当。正に　＊噛しい。正当　不正　不当

　　瀦正丸讐然．あたりまえ』糞．リア

　　ル　切実　まさし．く　本式　まとも」

　専ら』　偏え　ひたすら」

　個々　一々　＊夫々　；洛。』
　しゅ
　主　おもに　主要』
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とも11　密接　＊津島。聞接。緊密　ばらばら　＊共。

　　一斉　＊一緒。』　雑然　灘然」

　寧何i牧。＊含理』

　寧同じ。＊i潟様　同　＊SF－3

　まるで　あたかも　＊如し　らしい。＊みたい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こと
　　＊丁度、ちゃんと』均しい。均等対等異

　　さながら　案の定」

　乍ら。‘鶴寧通り渥

　＊蘭。』

　　　　　　あい　　　たかい　　はん　　　たい
　共通　反対。梱　＊互。反　対一。』

　　　　　　む
12＊無い。率無。珍しい。稀。＊不。』虚しい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から
　　潔いからっぽ未雪有不可欠故（窒。」

　寧決して。庫全然　一一向　ちっとも　到鷹　とて

　　も。＊なかなか。寧ほとんど。』

　＊可能　容易　易しい。易い。むずかしい。難

　　い　に：くい。困難。有効　便利。無理。』　た

　　やすい。不能」　　　　　　　　一・．37

　仮。鍋然。必然　必薫　＊絶対。寧必要。』必需」

　　　　　よう
13　寧網。＊様。串盤　簡単。複雑。微妙　面倒。』

　　ややこしい」

　＊普通。平凡　並　礁　毫‘一往（一応）　一般。変。

　　妙　奇妙　おかしい。馬鹿。＊重大　深刻

　　特殊　勝別。　輝輝　とんだ』　並々　非凡

　　格胴　とりわけ」

　＊色々。いろんな　様々　種々　＊諸　単純。一

　　様認　とりどり　単一　単調」
　　　　　　　　　　　　　　こう　庫良い（好・謝。良さ　歯しい。好　結構　＊悪

　　い。不良藷

　ふさわしい　適当。適切』絶好　うってつけ

　　最良　怪しからぬ　頃合い　種々」

　＊立派。優秀　見事　すばらしい　寧駄自認　上

　　乗　最低　劣等」

　寧賜金，大丈夫　危い。危うい　寧危険謡無事。

　　無難　つつがない」

　一諺安らか　平静　平穏　安易　不穏　険悪

　　頻々しい」

14　＊強い。強さ　プ／強い　強大　強力　有力

　　弱い。弱さ　弱体　率烈しい。＊ひどい。しつ

　　かり。』　根強い　強調　強烈　無力　貧弱

　　脆弱　凄い　物強い」

15　おのつから　濡濃　盛ん。どんどん　じっと

　　そっと　ばっと』

16＊よく　度々　駿々　＊常。頻り　続々　時々』

　　往々　たま　しょっちゅう　頻繁　のべつ

　　年中　再三（毎。」

　直ち　忽ち　寧嵐ぐ。販りあえず　　．、　’やが

　　　　　　　じま
　　て』即座　嵐」

g4 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3獅11～．1卑

　＊急。俄か　いきなり　突然。突傷　ふと』　患

　　しぬけ　勃然　忽然　一躍　急激」

　＊次第　段々。徐々　ゆっくり。次懲　おもむ

　　ろ　漸次　逐次　藩々　なし崩し」

　＊暫く。　＊既　もはや　＊もう。ぷ霞て（欝）　かね

　　て予め元来もとより』かねがね夙く
　　再来　もともと」
　　　　　　　いま　　　　み
　滅多　寧まだ。未だ　未　漸く。やっと　＊遂に。

　　＊結厨　到頭。いよいよ。』ついぞ　まだまだ

　　はや」　　　　　　　珍。稀→3．12

　新た壇噺＊始めて。今更現次今認
　　（明。」

　　　　　　　　　　　　さい
　久しぶり　ぶり　＊再び　＊再寧また。つい

　　依然　＊まず。たまたま　果して』　あいに

　　く。」

　彊久還無文　とこしえ　久しい」

　＊早い（速）。急速　遅い。』　速か　敏速　手畢い

　　素早い　遅鈍　スロー　あわただしい」

　＊廻しい。紙　＊古い。』　新規　新鮮　新興　薪

　　　　ふる
　　進古古めかしい」
　幼し、。寧若、、o』　うら若し、　年頃」

　　　　　　　　ちょう　　なが　　　　　　　　　　　　たん
17　＊長い。短い。長』　長　長たらしい　短」

　遠い。遙か　寧近い。』　ま近　身近」

　　　　　　　てい
　＊高い。低い。低　＊最高　最低』小高い　海ら

　　か」

　＊深い。浅い。』　深々」

　寧広い。広汎　狭い。』広大　洋々　狭苦しい

　　窮屈」
　　　　　　おお　　　だい
18＊大きい。大。＊大。臣大　彪大　過大
　　　　　　　　　ちゆう　　　　　　　　　　　こ　　　しよう
　　＊最大　大きさ　中。＊小さい。小。甥＼。こ．

　　まかい。』　極大　ささやか　群小　かすか。

　　ハンディ」

　うすし、。』　厚し、o分厚V、」

　一盛太い。細い。筆太」
　　　　　　じゆう
　重い。軽い。重』

　薄い。』　濃い。」

　　　　　　　　　　　　たいら　其慮：ぐQ』　丸い。平たい　平。水平。いびつ

　　議しい。平行。」

　鋭い。』　鈍い。尖鋭　円滑　粘っこい　　（滑ら

　　か。」

　堅い◎』　やわらかい。柔彰（　荒い。」

　一2　燦乱　点々　濾i々」

19　＊蟻　唯一一　＊両。＊総』　単独」

　＊多い。寧漁垢豊富　莫大　無数　無限　豊が・

　　数々　うんと　＊少ない。乏しい　耀窪か　い．

　　ささか　少々　満戯　一杯。余計譲多大　甚．

　　大無量霧細過多幾多年上年下」
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3．19～．33　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 §4

　寧完全。＊全く。すっかり　悉く　＊全　寧あらゆ

　　る』　まるまる　逐一　（片。」　全然→4。12

　＊大体。　ほぼ　＊約　およそ　＊十分。＊ほとん

　　ど。』　一一通り　あらかた　かれこれ　辛うじ

　　て」

　＊葬常。＊大変。大した　頗る　甚だ。甚だしい

　　寧極めて沸く　葦極＊まこと。経論極端

　　過度　超　あまり　とても。馬鹿。』　大層

　　いと　判り　むやみ　無性」
　　　　ホい
　寒最も。最串一番毒無数無上」

　寧もっと。ずっと　宰一層。＊より　＊更。玉露々。

　　なおさら』　一段」
　　　　　　　　　　　　おおい　＊相当。随分。＊かなり。＊大　余程。大分。＊少

　　し。＊ちょっと。爾　ほん　＊少なくとも　せ

　　めて　せいぜい　＊あまり　＊唯（只・たった）。』

　　　　　　　　　　3．3

1300　痛い。』　眠い。かゆい。

　一』　敏感　鋭敏　過敏」

　びっくり　はっと』　がく然」

薬呑気．』のん胸気楽固乱い鵬
　　しい　　’1光惚」

　楽し，い。愉快。嬉しい。面白い。可笑しい。』

　　快い　痛快　悦ばしい」

　苦しい。辛い　恐ろしい。恐い　悲しい。寂し

　　い。哀れ』センチメンタル　切ない　惜欝

　　悩ましい　わびしい　気強い　心細い　憺然」

　ほっと』

　『＄欲しい。望ましい　＊度い。』　思わしい」

　惜しい。残念。情ない選くやしい　無念　あた

　　ら」

　親しい。懐しい。可愛いい。可平そう。気の

　　毒。』　心安い　親愛　親密　いとしい　億ほ

　　えましい　｛笏ましい　笑止」
　　　　いや
　ゴ好き寧嫌。嫌い£好まし，い　大きらい　にくい

　　恨めしい　呪わしい　羨ましい。」

　珊かしい。』　照れくさい　汗顔」

　ありがたい。』

　みじめ　悲惨』鯵濃　悲槍　凄愴　暗澹　陰惨

　　散々」

　．ユー』利口。賢明愚か。無智幼稚馬
　　鹿。　（賢い。」

　巧み　寧うまい。下手。まずい。』　上手。堪能

　　巧妙　拙劣」

　偉い。露大』聖　かがやかしい　奇特　不届

　　極悪　浅ましい　卑しい」

　正直。真面目。熱心。真剣　率直　素直謡　堅

　　気　善良　あどけない　純真」

　おとなしい。』穏和　おだやか。温厚　柔和

　　しとやか　つつましい　快活　陽気　奔：放

　　過激　自堕落　淫蕩　ヤボ　言いなり」

　厚い（篤）。得意。』円満　　璽厚　　軽薄　浅墓　　浅

　　薄　軽々しい　生意気。敬廣」

　積極。消極。忠実強引敢て　あくまでわ

　　ざわざ　折角。』　極力　如実　刻明　ぞんざ

　　い　親野　カミさつ　一辺倒　わざと　しぶし，

　　ぶ　殊更」

　一』　偏狭　孤独　頑固　強摘　気短か」

　堂々』　礫乎　毅然　淡雲　颯爽」

　大胆　平気。慎重　冷静』敢然　沈着　小心さ

　　騰抜け」

　一』潔癖さ　さもしい　随劣　吝蕾　やぶさ

　　か　寅焚」

　勝手。』ずるい。狡獅　あつかましい　図太い

　　あくどい　わがまま。」

　逞ましい』猛い　勇猛勇敢無謀向う見ず

　　タフ　若々しい　粗暴　兇暴　野蛮　　（勇ま

　　しい」

　一』　尊大　不遜　懸越　傲慢　　（謙遜。」

　一』　卑怯　卑屈　卑劣　恥しらず」

　やさしい。丁寧。親切。厳重　きびしい。公正

　　公平認　手厚い　懇切　葬摘　冷淡　よそよ

　　そしい　残酷。あこぎ　公明　寛容　寛大」

　　　　　　　　　　　　　　親切→1．30

　一』　やかましい　　うるさい。辛辣」

　本気　懸命　必死　夢中』命がけ　むき　躍気

　　等閑　無造作」

　2　詳しい。詳細　つくづく』　精細　精密。粗

　　雑　大ざっぱ　つよさ　周到」

　＊確か。的確　確実　正確。明確』　確圃　不確

　　か　うやむや　ぼんやり。」

　一』　厳か　厳粛　いかめしい　気高い　神

　　墾。神秘」

　あやしい　不思議。』　不可解　怪奇　奇異　奇

　　怪架空滑蕎。でたらめ」

　案外　意外　乗知　あいまい』存外　思い通り

　　あやふや　疑わしい」

31一』齢舌　黙々　寡黙　口下手　口ぎたな

　　い　　窺頭　謬’々　無断　実しやか」

　大げさ　潮回　こっそり　公然』愛憐　内諾

　　筒抜け　暗々」　　　　　　秘密→1．10

33　一』　古風　モダン　ゴシック」
　　　　　　　　めい
　＊有名。著名』名　知名　名高い。」

　華やか　素木隠　派手。豪華　花々しい　高尚
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　　俗　地道　地味。質素。簡素　糀末。みすぼ

　　らしい」

　めでたい。』

36　平等　公式　公共　共1魂　古参　父無し

　　親がかり　ひもつき」

37　寧重要　＊大切。貴重　有効　有利　不利　無

　　駄。いたずら　＄高い。＊安い。詰まらナィ。』

　　貴い。肝腎　大事　有糀　鍵利。有益　（不

　　麺。」

　贅沢　貧しい。忙しい。不振』欝裕　多忙　賑

　　やか。セチ辛い」

　　　　　　　　　3．5

59　明るい。＊［i月らか。明白　著しい　暗い。＊は

　　つきり。』明瞭　ほのか朦朧　［i彦黒薄暗

　　い　顕著　鮮か　ありあり　あらわ（透明。」

　　　　　　　　　　　　　　　山膚→．31

　白い。黒い。寧赤い。脊い。』有色　莫白い　真

　　黒　赤々　　　　真蒼　（黄色い。」

　串美しい。美しさ　きれい。輝かしい』　麗わし

　　い　醜い。醜悪　グロテスク　まばゆい」

　静か。やかましい謡静寂森閑音なし騒

　　賦しい」

　寧旨い。貫い。まずい。』おいしい。魚味　塩辛

　　い　渋い　辛い。苦い。しつこい。（酸い。」

　臭い。』香しい　かびくさい　ふんぷん」

　あっさり　さっぱり』すがすがしい　（清い。」

　寒い。冷たい。暖い。暑い。熱い謡　寒冷　清

　　涼　涼しい。冷え冷え　温味　晴朗　多湿」

　汚い。毒　清潔。清浄　不潔　薄汚い」

　固い』
　　　　　　　　　　　　　　　　な　
55健全新鮮』丈夫。旺盛健啖生。生々し
　　い　生き生き　致命　先天　多産　未熟　無

　　霧」

S4 　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．33～4．35藩冬

　　　　　　　　　4．1

110＊だ　：ilで　です』

　1＊および＊かつ＊しかも　しこうして

　　寧そして。並びに　どころか』

　2　寧したがう　＊そこで　＊と』

　3　難ども　が　けれども。＊しかし。』＊ところ

　　が（ところで）』

　4＊或は　＊また。臓たは。もしくは』

　5＊いわば　＊すなわち。寧例えば。‡つまり。』

　6ただし＊なお。尤も護

　7　さて　そもそも』

　　　　　　　　　4．3

300　ああ　おお　さあ』　万歳。」

　1　＊おそらく　＊必ず。きっと。大抵。多分。

　　串まあ　まさに　まさか　無論　寧勿論。』

　2　串一体　＊かえって。第一　とかく　＊とにか

　　く。＊ともかく　＊むしろ』

　3　さすが　なるほど　＊一はだして　＊やはり。』

　4是非。どうか　どうぞ。なるべく。』

　5いわんや　たとい。まして　＊もし。＊いく

　　ら。』

　　　　　　いな　　　いや
31いいえ。否寧否　うんええそう　ね
　　おい』　はい。」
　　　む　　　　ん　　　　ご　　　み

35　＊御。御　‡御。御』

　　やがる』

　　　　　　　　　（終）
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S4

分類項目一覧

前掲の分類語彙表で，分類された各グループが大体どのような意味の範囲に

はいるかを，簡単な見畠しのことばで示す。ここに見禺しとして掲げたこと

ばは，調査で得られたものには限らない。

1。100　コソアド

　　1　物事。項

　　2現象・真

　　3　自体・曲物

　110　種類

　　1　関係

　　2　同異

　　3　面一

　120　有無

　　1　出現

　　2　生成

　　3　成立

　　4　存在・消息

　　5　必要・保存・廃棄

　130　状態

　　1　外観

　　2　内容

　　3性質
　　4　秩序・調和

　羅0　力

　1500　作粥・変化

　　1　改新

　　2　開始・終了

　　3　継続

　　10　運動

　　1　転位

1．名詞．

1．1　抽象的関係

．1520　過程・繕路

　　1　推移・移動

　　2進行

　30　串入り

　40上下・昇降

　50　離・禽

　　1　開閉

　60　接触

　　1　圧迫

　　2　障害

　70　変形

　　1　増減

　　2　発達

．160　位置・場合

　10　時

　　1　都度

　20期聞
　　1　時代

　30　年

　　1　季節

　　2　月

　　3　週間

　　4　賢

　　5　昼夜

　40　古今

　　1　現在

．1642　過去

　　3　将来

　50順序
　　1　終始

　　2新IEI．鳶警後

　　3　歴程

．1700　軌間

　　エ　地点

　　2範翻

　　3境界

　10方向・方位

　　1　左右

　　2　中外

　20画・側
　　1　内外

　30　付近

．180　形

　1　枠

．1go：量・数

　エ0数
　　1　多少

　20単位
　30　　全イ本●部分

　　1　過不足

　　2　程度

1．200　自。対・他

　　10　人聞

　　1神仏・精霊

　　20男女・老少

．210　象族

　　10夫婦
　　20　親

　　1　子

　　30　兄弟

1．2　人間活動の主体

．214e

．22e

　1
．239

　1

　2
　3

　4
．24e

親類

縮手

主客

國民。市民・住山

人罠

君主

社会階層

人物

成員
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0
1
凸

－
工
1

42

売
酵

販
農

輸
藩

運
隼

2
3
4
P
O
6

職業

専門約・技術的

支配的・管理的・憲＝言巳

的

販売

農・漁。猟・伐木

運輸

生産工程



。2417　保安サービス

　　8　サ閉山ビス

　　9反社会的

　2　軍人

　3　長

　4　梱対的地位

　5　臨時fi勺地位

．259　公私

　1　家

　2　郷里

1．　3eeo

　　1

　　2

　　3

　　19

　　1

　　2

　　2e

　　1

　　2

3
4
0
1
2
3
0
1
0
1
2
3

　
　
9
り
　
　
　
　
0
り
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
3

4
鮮
0
ρ
0
ワ
。
0
1

　
　
　
　
1

2
3
4
5
6

心・印象・気分

情緒

対人感情

念・願望・態度

意志・道徳・宗教

練習・習慣・艶話

知解。思考・注意

甑別・比較。分類

試験・調査・研究・計算

・謹舅

想像・判断・予測

承認・決定

樽想・意瞬ミ・題材

論理・学問・論説

原則・方法・欄度

見当・準舗・計爾

見る。見せる

聞く

雷葉

符号

命名

表現

話す

宣雪

発表

読む

通惣

町道

話

賜答：

批判

議論

言論

．253

　4

　5
．26e

　1

　2
　3

　4

　5
　6
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団

地域社会

政治区懸

菰会

祉会分野

現場

社寺・学校

会社。銀行・工場

店。旅館・病院。劇場

その他の生活の場所

1．3　人聞活動

輸
禦
慧
無
難
難
聴
姓
諜
鼎
讐
繍
薫
翫
慧
熱

鋤
8
9
2
。
1
2
3
4
細
1
2
3
4
靴
1
2
2
3
4
5
6
7
8
9
糊
1
1

精神及び行為

　　　創造・著作

　　　芸術・交芸

　　　美徽

　　　音楽

　　　映薩・演劇

　　　女化・歴礎・風俗

　　　人生・運

　　　出世

　　　進退

　　　勤務・労働

　　　生活一般

　　　学事

　　　冠婚

　　　式。祭儀。宗教酌行為

　　　旅。娯楽・スポーツ

　　　騒ぎ

　　　動作

　　　義務

　　　権利

　　　資格・人格・才能・行儀・

　　　素行

　20行為
　　1　活動

　　2　用

　30　成功・失敗

．3SOO交際

　　　　一75一

．270機関

　1　政蔚機関一般

　2　公共機騰

　3　国会

　4　軍

　5　国際機構

唇289　　繍縦ミ

　エ　クラス

　2　閥

。3501　争・平和

　1　会見。訪問・接待・集会・

　　　SiJれ

　20約束
　　1　根談

　　2　協力・参IJU

　　3奉仕

　3　競争・軍事

●360　政治・革命

　　　行政・保安

　王　設立・運鴬・入事：

　2教育・要求●“u糸く［f

　　　奨励・救護・世話

　　　賞罰・仕打ち

．370　獲得・所有

　　　経済・金：融・経理

　1税。資本・金銭

　　　油壷。費糟。報酬

　2利警・需給

　　　取引・売買・擾受

　　　貧富・配給

．380　　仕事。事務・生議を

　　　産業・職業’

　1　農漁猟畜産作業

　　　商売

　　　工鉱作業

　　　工審・建築

　　　土木

　　　運輸・交通

　　　厚生

　　　出版

　　　興行

　2作業一一掲斐。家事

　3　使幣・処理
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1．400製晶

　　王　逓貨

．41G　物資。原料

　　1　各日原料

　　2　基本酌材料部品

　　3　三綱

．420　被服材料

　　1　衣服。服装

　　2　衣獺

　　3　被服部分

　　4　身体につけるもの

　　5寝具・持ちもの

．430　食物

　　1　各種食繍

　　2　調昧料

1．4　生産物 結果及び用具

．433　聞食品

　4　飲料・煙草

　5　薬

　6　化遊贔

．440　住宅

　1　建物

　2　三宅部分

　3　建物部分

　4　台・棚

　5　造作

　6　家具

．450　道具

　1　器。入れもの

　2　器具

　　　：文具・工具。農具

。453　刃物

　4　武器

　5　楽器・塚　具

　6　標示物

　7　記入物

　8　光熱具

　9　光学器具

．460　電気逓信機械

　1　機械

　2　睦上寧禽送設傭

　3　海上車禽送設傭

　4　航窒機

．470　土地利月導種別

　1　道・橋

　2　其他の土木築造物

1．500肉体への刺戟

　　1　光。魯。熱

　　2　音

　　3臭・味

．510　自然。物質：。電気

　　1各種物質

　　2　気体・霊気

　　3　水

　　4　自然現象一般

　　5気象
．52G　宇宙。天体

　　1　地形

2．111　関係

　　2　同異

　　3　粕対

．120存在

　　1　出環

　　2形成

　　3　成立

　　4　残存・消減

　　5保存・廃棄

．13　状態

ユ500　変化

　　1　改新

　　2　開始・終了

1．5　自然一自然物及び蜜然現象

．522　　国」三。風景

．550　生物

　1植物
　2　各種檀物

　3植物体部分
．560　動物

　1　各種動物

　20　身体

　　1　頭部

　　2　胴部

　　3肢

2．動詞

．1503　継続

　10　運動

　　1　転位

　20方向
　　1移動・発着

　　2進行

　3　嶺入

　4　上一ド・昇降

　50離合
　　1　開閉

　60接触
　　1　加圧三

　　2妨害

　　　　一　76　．一一

．564　内臓

　　5r竃・●毛●冬串経

　　6　体液。排泄：物

　　7　卵

。570生命

　10　猿隈・生育

　　1　死

　20　生理

　　1健康
　　2　病気・負錺

　　3　不具

．1570　変形

　　1　増減

．16　時

．17　揚所

．ig　程度

2．　300e

　　1

　　2

　　3
　　エ0

　　1

　　2

感覚

情緒

対人感情

衷情

念

態度

学習



　20　思考・認識

　　1　比較

　　2言試影灸・研多笠

　　3想i象●三剃1断

　30　誤る・企てる

　90　見る・見せる

　　1　聞く

．31　需語

　⑪　篭畠う●蓬璽峯く・言錆哲む

3．18　コソアド。本体

．11　関．係

．12　無・存在形式

．13　．厳相

．14　力

．15　発動形式

．16　臨間形式

壌．11接続

　　　　　g4

．311　通僑・問箸。論

．32　創作

．332　　t’“一s｛動

　3生活一般

　9　動作

。342行為

　3成功・失敗

．351　炎際

　2　交渉

3．形容詞・形容動詞・副詞

　．17　長短・広狭

　．工8　大小・軽重。質

　．19　多少・程痩

3．30G　感覚・感情

　　1　繍｛生・態度

　　2　知酌形式

　　　4．その他

4．300慈動

　　1陳述形式

（終）

．353　　競‘争・●匿lsi争

．36　対入働きかけ

．370　護得・所篠

　2売買・授受

．38作業

2．　50　肉体への刺戟

．51　自然

．55生命現象

．31雷語
．33　　文イ｛二。杢1三～爵

。36　祉会・制度

．37　経済

3，50肉体への鯛戟

。55生命

4．3ユ　応讐

．35待遇

一　77　一＝
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5語構成に関する分析

5・1　まえがき

　5。11　分針の蟹田

　総合雑誌の語彙を種々の角度から分析する際の課題の一つとして，語構成に関する分析をと

りあげた。語構成という術語は，種々の意味に使われるが，ここの場合は語講造と書いかえて

もよい。つまり，いわゆる複合とか派生とかの方法によって結合する二つ（以上）の構成要素

の間の構造様式を明らかにしょうとする分析である。

　このような分祈を課題の一つにとりあげたのは，次の理由による。現代日本語における語構

成の実情を明らかにするには，実際に行われている書語について，ある程度数量：的な調査をす

ることが必要である。ところがこの種の調査はかなりの規摸を必要とするため現在までほとん

ど行われていない。そこで，一年問の総合雑誌という限られた資料についてではあるが，かな

り大規模の語彙調査を行った機会を利用して，時間と労力の許す鋤囲で語横成についても分析

し，現代語の語構成上の特質をさぐる上の一つの基礎資料を作ろうとしたのである。さらにも

う一つの理由は，われわれが現代藷の語彙調査を継続的に進めていく上に，語構成に関する分

析の結果が直接役立てられるという点である。すなわち，語彙調査においては，調査単位と

しての語をどのように決定するかという問題が常につきまとう。この総合雑誌の調査では，

§2・3に述べたごとくβ単位というものを調査単位として認定した。　このβ単位の規準な

らびにその適用のしかたに問題がなかったかどうか，さらにより厳密な，より効果的な規準に

するにはどのような点を改めればよいか，について十分に検討する必要がある。こうした検討

のためにも，藷溝成に関する分析の結果が直ちに役立つ資料となるはずである。

　以上が語構成の分析をとりあげたおもな理由であるが，さて分析に当っては，あらかじめ次

の三つの目標を用意した。

　　（1）　語の結合力

　　（狂）　語と語との結合関係

　　（巫）　語の内部における結合関係

　ここで語というのは，総合雑誌の語彙調査でわれわれが調査単位として認めた語，すなわち

β単位の語をさす。これらの語の中には，他の語と全く結合注）することなく，単独注ンで用い

られるものもあれば，一方他の語と結合していわゆる複合語や派生語を購成するものもある。

それぞれが実際にはどのくらいの勢力で用いられているのか，また，どのような種類の語が他、

　注　「結合」および「単独」という語の使い方については，10～11ペーージに規定した。
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の語と結合しやすく，どの種類の語が他と結醸しにくいのか。こうした点を明らかにしょうと

するのが，　（1）の巨標である◎

　次に，語と語との結合関係を明らかにするためには，少くとも二つの面からの分析が必要に

なる。第一に必要なのは，結合の要素になるべき語の穫類，ならびにその携列の順序について

の分析である。すなわち，いかなる種類の語が，他のいかなる種類の語と，いかなる纈序で結

合するか，という形式薩からの検討である。（これを以下結舎形式とよぼう。）いま一つは，：互

いに結合する二つの語の闘の意味的関係である。この結合形式と意味的弓係との三面につい

て，語と藷との結合関係を明らかlaしょうとするのが，（］）の目標である。

　以上の（1）と（E）とは，われわれが調査単位としたβ単位の語が，さらに他のβ単位

の語とどのように結合するかという検討であるが，それだけでは，実は語構成の分析として十

分ではない。β単位の語の中には，〈家　客　駅〉などのように，さらにそれ以上の小さい語

溝威要素液）に分割できないものと，〈気持　組合　労働〉などのように，二つ（以上）の構成

要素に分けられるものとがある。これらが実際の三二ではどのような勢力で用いられているか

を調べるとともに，特に後藩においては（E）の目標と購じく，語の内部における構成要素購1

の結合関係についての検討が必要になる。こうした点について調べるのが（のの目標であ考）。

　5・12　対象の限定

　演標を十分目達成するためには，総合雑誌の語彙調査の標本三体に現われたすべてのβ単位

の語について調べることがラ何よりも望ましい。しかし，それは時闘や労力が到底許さないの

で二二の対象を次のように限淀することにした。この語彙調査の整理にあたっては，延べ二十

三万余語からなる標本全体について，もう一度無作為に選んだ延べ十一万六干余語（以下，こ

れを標本の前半とよぶ）を箏三三的に．まず集計した。この延べ十mu万六千余語は，異なった約

・一恫Z干語の繰り返しによって成り立っている。この延べ十一万六千，異なり一万六千の語を，

語構成に関する分析の対象としたのである。しかし，それでもなお晴間や労力に無理があった

ので，実際には，この延べ十一万六千，異なり一万六千の語の中から，10回以上繰り返して

使われた語だけに限って集計する結果になった。この使摺度数10剛以上の語は，延べにして

約八万五三余，異なりで干七百余になる。これは，標本前半の延べ十一W万六千語に対し74パ

ーセント強，異なり一万六千語に＝対して11パーセント強にあたるQ従って延べ語数の点で

は，以上の範躍についての結果だけからも，全体に対する見遜しがほぼつけられるはずであ

る。なお，使用度数9暇以下の語についても，部分的に集計を完了したものがあるので，必要

・に応じて以下に述べることとする。

　5・13分祈の準備　　　語の義補覗1分二一

　語構成の分析を進める手がかりとして，あらかじめ回忌の約一万六干の異なる語を品詞別に

分類した。語構成と直接の関係はないが，標本の前半における品詞別分布の状況について，こ

　濫　それ以上の小さい栄位に分割できない掌裡成要塞のことを，§2。3では語源単位の語形とよんだ

　　（玲ページ）。この章でも，以下必要に応じて語源単位という屋語を使用する。
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こで述べておくことにする。品詞分類の方法は，大体『中等文法』に従ったが，語構成の分析

のための便宜を考えて，それと異なる取扱いをした点が少なくない。以下，次ページの第1表

「藷の痛些些分布」に示した各項目ごとに，取扱い上のおもな相違点を述べておこう。

名詞　この中には，《アキラカ　立派　大切〉等のいわゆる形容動詞の語幹や，＜一一層　一番

　　全然〉等の漢字二字で書かれる漢語の副詞なども含んでいる。また接頭語・接尾語といわ

　　れるものでも，特に一β単位とされるもので名詞または形容動詞を樽成するもの，たとえ

　　ばくオ　第　非〉（接頭）〈サソ　タチ　酌〉（接尾）や助数詞の類なども，かりに名詞とし

　　て，この中で数えた。ただし，名詞のうち指示代名詞とよばれるものは，下に別立したコ

　　ソアド語に含めるため，名詞の中から除外した。なお，名調の中をさらに次のような六類

　　に分けた。

　　〔漢語〕ここでは，単に字音語というほどの意味，すなわち漢字の字音によって綴み立て

　　られる語をさす。従って中国伝来の語であるか，臼本図の語であるかは問わない。

　　〔和語〕臼本語本来の語で，名詞の中の他の五類に属さないもの。

　　〔洋語〕主として西洋系の外国語から国語の中にはいってきたものをさす。

　　〔混種語〕互いに異なる雷門に由来する二つの語源単位の語形が結合してできた語。すな：

　　わち，漢語十和語（いわゆる重箱読みの語），和語十漢語（湯桶読みの語），漢語十洋語，

　　洋語十漢語，和語十洋語，洋語十和語という六種の組み合わせがあるが，全体的には語数

　　が少ないので，ここでは全部を一括して数えたQ

　　〔闘有名詞〕ここでは，地名と人名とに限った。

　　〔数詞〕助数詞を取り除いた，純粋に数量を表わす部分。（本数調といわれるもの。）ただ：

　　し，この中には整理上の便宜から＜A　B　C＞　〈イ　ロ　ハ〉などの記号が含められて

　　いるが，企体としてはきわめて数が少ないので，ほとんど無視して考えてよいQ

コソアド語　いわゆる指示語を一括したもの○品詞別という点では，　《コレ　ソレ　アレ　ド』

　　レ》〈ココ　ソコ　アソコ　ドコ〉などは名詞（代名詞）の中に，＜コウ　ソウ　アア　ド

　　ゥ〉は副詞に，《コの　ソの　アの　ドの〉は連体詞に，〈ソシテ　ソコで〉は接続詞にそ

　　れぞれ分属させるべきであるが，指示語の特性を考えて特にここでは一括した。

動詞　ここに含められるのは，すべて和語動詞である。　《勉強する　リー一・一ドする〉などの複合

　　動詞は，調査単位としてはそれぞれ二β葺乏位に分割されるので，ここでは《する〉だけが

　　動詞として数えられる。またく論ずる　達する　愛する〉等の一字の漢語から派生した動

　　詞は，それぞれ金轡が一β単位として独立するものであるが，一字の漢語の藷購成と比較

　　しゃすいように，かりに漢語名詞の中に含めて数えることにした。注）

魔睡灘畿噸郷糞無論徽、i釧・・以上29一・・9以下
　　勘薩て勘楚すれば，動詞としての全瓢を求めるこ　延べ語数761　367154240
　　とができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　異なりtt　113　　5　　g　　gg
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付属語（一部）　大部分の助詞・助動詞は，調査対象から除外した。従って，ここで数えたの

　　は，特に．一β単位として採集した一部のもの，たとえば準体助詞としてのくノ〉や，謝助

　　詞の《ナド　マデ　ノミ　バカリ　ダケ〉，および助動詞の《ゴトシ　タイ〉などである。

　　なお，　§2・3に別表として掲げた「一β単位とする付属要素」の中には，以上のほか，

　　いわゆる接頭藷・接尾語があがっているが，これらの語は，それぞれの語性に従って，漢

　　語名詞，和語名詞，動詞，形容詞などの中に，それぞれ分属させた。

　以上の方法で分類し，集計した結果が，第1衷に示す「語の辞嗣別分布」である。

　○　ひと口に晶詞別分布といっても，使用度数の多い語群と，少ない語群とでは，かなり分布状況を異

　　にするので，次のように，使用度数「30以上」「29～10」「9以下」の三群に分けて表示した。この分

　　け方は，全く便宜に従ったものにすぎないが，これによって大体の傾向はうかがうことができよう。

　○　胎中（）の中にイタリック体で示した数字は，使扇度数別の餐群（金休　30以上　29～10　9以

　　下）ごとの延べ語数ならびに異なり語数の総計（表の穀下段の数字）に対する，それぞれの晶詞の薫

　　分比である。ただし四捨五入しても0．1パーセントに満たないものは掲げない。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g5・1

　この表から次のことが知られる。全体の異なり語数の83．7パーセントまでは名詞が占めて

おり，動詞・形容詞は，合わせてもわずか13．1パーセントにしかならない。（延べ語数では，

名詞65．5パーセントに対し，動詞・形容詞が25パーセントであるから，動詞・形容詞は，語

の種類の少ない割に使われる度舎が多いわけである。）

　名詞の中では，やはり漢語の異なり藷数が非常に多く，使用度数の多い語群でも少ない語群

でも，常に全体の50パーセント内外を占めている。漢語に比べると和語名詞の語数は，延べ・

異なりとも，全体的に少ないが，それでも使用度数30以上の語群では，比較的多く使われて

いることが目立つ。これは，一部の和語名詞の使用度数がきわめて多いからである。いま，前

編の「使用率順語彙表（標本全体）」注1）で見ると，上位から百位までの語の中に，ここでいう

和語名詞が21藷も占めている。それらを前半の廼べ十一万六干語における，それぞれの使用

度数とともに掲げると，

　　コト（1692）　　モノ（957）　　ヨウ注2）（763）　　ワタクシ（598）　　タチ（350）　　タメ（350）

　　ナニ（338）　　ヒト（303）　　トキ（300）　　オ（293）　　カレ（278）　　イマ（260）　　トコPt

　　（234）　　ラ（220）　ナカ（208）　　サソ（166）　　ホド（i60）　　カタ（154）　　ワレワレ

　　（143）　　クェ（138）　　一マニn（128）

のようになる。いわゆる形式名詞としての用法をもつものや，代名詞・接頭語・接尾語等が上

位に多く現われることが知られる。この傾向は動詞にも岡様に現われ，度数30以上の語群で

は，延べ丁数。異なり語数ともに非常に多く使われている。動詞も，使用率順百位までの語の

中に23語含まれ，かつ個々の語の使用度数がきわめて多いことは，次に見るとおりである。

　　シ・スル（4471）　イル（2377）　イイ・ウ（2148）　ナリ・ル（1231）　　アリ・ル（918）　キ。

　　クル（508）　サレル（456）　　ミル（441）　オモイ・ウ（423）　ユキ’a（388）　デキル（341）

　　ヨジ。ル（295）　　モチ・ッ（246）　　ヵソガェル（242）　　ヤリ・ル（219）　　オキ・ク（205）

　　ッキ・ク（193）　　bり・ル（203）　　デノレ（179）　　エル（177）　　シリ・ル（157）　　シマイ・ウ

　　（148）　　　　オリ　●ル（130）

　以上の和語名詞や動詞と，全く同様の傾向を持つものが，数詞とコソアド語，および連体詞，

接続詞である。いずれも，異なり語数の少ない割に延べ語数が多く，しかもその大半は度数3◎

以上の語群に集中して現われる◎使用率順の百位までに，数詞では

　　一（61e）二二（404）三（361）十（355）五（233）ニート（195）六（173）ヒ
　　トツ（163）　八（154）　千（155）

の10語が規われ，コソアド語では，

　　ソの（1031）　　コの（830）　　ソレ（762）　　コレ（576）　　ソウ（267）　　ドウ（191）　　コ

　　ウ（165）

の7語が含まれる。この種の語は，いかなる資料について調べた場合でも，おそらく常に上位

を占めるはずで，その点ではβ常の最も基本的な用語とよんで差しつかえないものである。

　注1　国立国語研究所報告12『総合雑誌の用語』前編96～97ページ

　注2　《Hウ〉（様）は語源的には漢語であるが，『中等交法』で助動詞とする「ようだ」の語幹もこれに

　　　含まれるので，便宜上和語名詞の中に加えておいた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一82一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g5・2

　さてこれらの語とちょうど逆の三口をもつものが洋語名詞，混種語名詞，固有名詞である。

いずれもその延べ語数，異なり語数の大半が，度数9嗣以下の語群に属している。洋語で30回

以上絹いられたのは《MSA（47）　パーセント（45）　ドル（38）〉の三語にすぎず，混種語では

一纐も現われない。

　以上は，標：本の前半，つまり延べ十一万穴千語，異なり一万六千語の撮詞別分布であるが，

かりに標本金体（延べ二十征万，異なり二万三干）の語について岡三に．集計しても，おそらく

各蘇嗣の占める謝倉に大した変動は見られないであろう。

　さて，以上の分類にもとづいて，各餓詞ごとにその三三成の状態を調べたのが，以下の報告

である。

5・2　語の結合力

　一年閥の総合雑誌に実際に使われた雷語では，いわゆる複合・派生等の現象は，どのくらい

の割禽で現われるものだろうか。また，どのような種類の語が他と結含しゃすく，どのような

語が単独で胴いられるのだろうか。こうした点につぎ，§5・ユ3で分類した晶詞ごとに，その

結合力を調べてみたのが第2表であるQすなわち使用度数10回以上の語（付属語を除く）に

ついて，それが単独に堅いられた場合と，結含の部分として用いられた場合との，それぞれの

延べ語数を示したものである。

　O　いわゆる複含と派鑑とは区別しないで，ひとしく結禽として扱う。（以ギも嗣じ。）臼本語の場倉，

　　両者は本来共通の性質を持つものであって，結禽のしかたそのものに特に区別する理由は認められな

　　いからである。

　○　漢語名詞，和藷名詞，和語動詞の中を，さらに語源単位の数によって，それぞれ≡三類または二類に

　　分けた。

　○　副詞。達体詞・接続詞・感動詞には，結合の用法が全く見られないので，一括して示した。

　○　各欄の下段の（）の申にところどころイタリヅクで示した数字は，語の種類ごとに，その延べ語

　　数の合計に対する，粥下刷の延べ語数の百分比を示したものである。

　次ページの表の数字から次のことが知られる。すなわち，度数10畷以上の語群の中では，

　　　10実際に使われたすべての語（ただし，付属諮を除く）のうち，約三分の一あまりの

　　　　語は，他とたがいに結合しあって用いられる。（金体の延べ語数をユ00パーセントと

　　　　すれば，単独の用法640パーセントに．対し，結合の音ll分としての漏法は，36．0パー

　　　　セント。）

　　　2。　他の語と結合するものの大半は，名詞である。これに対し，翻詞・連体詞・接続

　　　　詞・感動詞は，他と全く結合することがない。（結合の部分として用いられる語が全

　　　　部で約三万語あるうち，名詞のそれを舎計すると，約二万六干語近くになる。これに

　　　　対し，副調。連体詞・接続詞・感動詞は，金部が単独に用いられる。）

　　　3。和語と漢語とでは，漢語の結合力のほうがはるかに優勢である。これを裏がえしに

　　　　言えば，単独に用いる可能性は，和語のほうが多いということになる。

　なお，語の種類ごとVl　H立つ点を拾ってみようQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－83一
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第2表　語の三三力（度数10以上の語における）

語の種類
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数　　詞
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　　（1）　一字の漢語

　一字の漢語で冒立つ点は，単独

で用いられる場合がきわめて少な

いことである。延べ語数では，全

体約九千語のうち約千四百語，つ

まり15パーセント程度が単独に

用いられるにすぎない。（異なり

語数では，骨体197語のうち単独

の用法をもつものが97語。）ここで

単独として扱ったものは，次のよ

うな用法である。

単独の全用法のうち，　i）が約二分の一を占め，ii）が四分の一，

ものが四分の一という，大体の分布状況である。

本来，漢語は漢字一字がそのまま一語に当るべき性質をそなえているはずであるが，国語と

しての使用状態を見ると，一字置漢語が単独に使われることは，実際にはきわめて少ない。第

2表に見るとおり，一字の漢語の八割以上は，結合の要素として用いられている。このこと

　濡　カッコ内の左側の数字は，標本の前半に現われたその語の延べ語数を，右側の数字は，そのうちの

　　単独に使われた廷べ語数を示す。つまり《気》は，標本の前半で79回現われたが，そのうち75回が、

　　実質名詞として単独に期いられたことを示す．以丁，ii）以下についても，この形式にならって示す。、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　84　一・

　　実質名詞としての用法i）

　例：　　気（79－75）注）　　　　客（23’

　　一12）　　軍（1GO－1エ）　　死

　　（31－29）　　　　氏（115－14）

　　説（14－8）　線（23－11）

　　敵（35－33）　　　　守受（24－16）

　　P弓（13－11）　　　　僕（133一一102）

　　形式名詞としての用法ii）

　　　　カソ　　　　　　　　　　　サイ
　例：　聞（51－8）　　　際（25－25）

　　　　　　　　　フウ　　方（155－152）　　　　風（32－25＞

　　辺（12－12）

iii）副詞としての用法

　例＝実1こ（60－32）　特に（54

　　－54）　　　　現｝こ（17－12）

　　主として（25一一11）

iv）形容動詞としての用法

　例：逆に・な（22－20）　急に・な

　　（26－16）　　　　妙にpな（14－14＞

　　鱗垂に・なる（34－34）

　　iii）とiv）とを合わせた
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は，総合雑誌だけにかぎらず，おそらく現代語の全般にわたって認められる傾向であろう。

　　（ff）　二字の漢語

　一字の漢語に比べると単独に使われる割合も多いが，また一方，結合の要素としてもさかん

に用いられている。（異なり語数で見ても751語中，693語までが単独の用法をもっている。）

この，巣独でも，あるいは結合の要素としてもさかんに用いられるという点が，二字の漢語の

結合上の特徴であると鷺える。ただし，二才の漢語の中でも，次のものは，他の語と金く結合

することなく用いられている。

　i）　程度の翻詞としてのもの

　　　例：　一層（22）　一番（27）　随分（13）　全然（22）　大体（31）　大変（22）

　ii）　陳述の副詞としてのもの

　　　例：　多分（10）　　当然（47）　　到底（11）　　無論（12）　　勿論（6G）

　iii）情態の副調としてのもの

　　　例：　一応（28）　一緒（32）　元来（11）　結構（10）　早速（10）　大切（17）　大抵（10）

　　　　　沢山（32）　毅々（13）

　iv）　接続詞としてのもの

　　　例；　乃至（15）

　v）　時間を表わす名詞で翻講的用法をもつもの

　　　例：　去年（13）　今度（41）　今週（64）　最1丘（49）　最後（42）　従来（15）　将来（22）

　これらのうちi）からiv）までの語は，常に単独で用いられるものとして，和語の副詞・連

体詞・接続詞などと見合わせて考えられる。

　　（恐）　鶏語名詞

　和語名詞の揚含は，ちょうど一字の漢語と反対に，その大部分が単独で用いられる。（異な

り語数で見ても，246語のうち92譲は全く結合の用法がない。まfc，そのほか23語は，いわ

ゆる派生の用法だけ’で，複合の用法をもっていない。）和語名詞で結合の部分として用いられ

るのは，延べで約二干穴蒼語しかないが，しかもその半数までは，次に掲げる12語の繰り返

しによって占められている。

　　　　　　　　　オオ　　　　　　　　アイ　　　　　　　　イク
　　i）お（293）　大（19）　根（18）　幾（11）

　　ii）　さま（54）　　さん（166）　　ちゃん（13）　たち（350）　　ら（220）　　ども（24）　ぶり（11）

　　　歴（42）

　i）は接頭語，ii）は接尾語といわれるもので，常に単独では胴いられることのない語であ

る。従って，これらの語を除外して考えると，普通の和語名詞の結合力というものは，漢語に

比べてかなり貧弱であることがわかる。

　　（w）　　　洋語名言司

　洋語名詞は，度数10以上では，延べ361語，異なり19語しか現われない。従ってこれだけ

では特徴的な事実を見いだすことができにべい。ただし，このうちで，次の6語が助数詞とし

ても用いられ，その用法だけで結含例の過半数を占めていることが注意される。
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　　　ドル（38－32）　　パーセント（45－43）　　トソ（12－12）　　フラン（10－9）　ペーージ（18－17）

　　メートル（11－11）

　第2衷の結果からすれば，洋語名詞の結合力は，一字の漢語に近い比率を示しているが，別

に度数9以下の，延べ1237語，異な：り577語までを含めて集計した結果は，単独の用法の比

率が増し，二字の漢語のそれとほぼ同じ割合になることを付け加えておこうQ

　　（V）　混種語名詞

　金体を合わせても語例が少ないので，これだけでその特徴をさぐることはできない。

　　（m　圃有名詞・数詞

　第2表に見る通りで，特に注意すべき点も見当らない。圃有名詞の結滞というのは，園有名

（ここでは地名・入名）と種差を表わす普逓名詞との結合のほかに，人名における姓と名との

結合をも含んでいる。また数詞においてはう助数詞との結合のほかに，数の位の闇の結合も含

む。従って第2表において数詞の九割近くまでが結含の部分になるという結果も当然のことで

あろう。（園有名詞・数詞の繕合例に．ついては，13～16ぺP一ジを参照。）

　　（Xll）　コソアド語・副詞。連体詞・接続詞・感動詞

　コソアド語の結合例が延べ110例見られるが，これは

　　コレ（576－68）　　ソレ（721－41）　　アレ（31－1）

という代名詞に限っての用法である。（しかもこの結合は，いずれも，《ラ〉＜以上　以後　以

来　自身〉など，接尾語もしくは接尾語的な意義・職能をもつ語を後三分として従えるという

形式に限られる。）この代名詞以外のコソアド語および謝詞・連体詞・接続詞・感動詞などは．

結合力を全く持たず，常に単独で囲いられる語である。

　　（v皿D　和譲玉詞・形容詞

　この両看も，大部分が単独で胴いられる点で和語名詞の場合とよく似ている。しかも和語動

詞で他と結合するものは延べ約四千語あるが，このうちの三民語あまりまでは，漢語等の名詞

の後について複合サ変動詞を作るくする〉が占めている。従って，もしこの《する〉を除外し

て考えれば，一般の和語動詞が他の語と結合する度合は，きわめて低いということになる。

　以上は，標本の前半にエ0測以上現われた語というりきわめて限られた対象についての結果に

』すぎない。従って第2表における比率をもって，そのまま総含雑誌の用議，あるいは現代語一

般についての語の結含力をうんぬんすることは，差しひかえなければならない。ただし，上の

緒果から，少なくとも漢語と瀦語との結合力の聞にかなりな差のある事実は，認めてよいであ

・ろう。

5・3語と語との点出関係

　5・31結合関係の分祈

　§5・11で述べたように，語と語との結合引導を明らかにするには，結合形式と弱含の意味

豹関係との両颪からの分析が必要である。
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　　（1）　結含形式の分析

　これは，ある種類の語が，他のどのような種類の語と，どんな順序で結合するかという点の

分析である。これを調べるため，次のようないくつかの方法上の限定をした。

　〔調査すべき語の範囲）　§5。2で見たごとく，他の語と結含するものの大半は名詞である

ので，調査の範囲をひとまず名詞に限定した。なお，名調のうちからさらに，一字の漢語　二

字の漢語　和語　の三種類の語に限って，次節以下に報告する。洋語や混種語は全体的に砂鉱

が少なく特徴がとらえにくいため，また圃有名詞，数詞は，結託形式が比較酌単純なため，こ

こでは割愛することにした。

　こ結合の相手〕　ある種の名詞が前部分もしくは後部分となって結合すべき全手の語には，次

の種類が考えられるQ

　　i）　体齋を構成する梢季

　　　①漢語名詞（一字の漢語二字の漢語三字以上の漢語）

　　　②和語名詞（名詞注1）居体雷油2）形容詞語幹）

　　　③　洋語名詞

　　　④　混種語名詞

　　　⑤　圃有名詞

　　　⑥　数詞

　　　⑦その他（上の①から⑥までのどれか二種類以上のものが桐互に結合しfcもの。つま

　　　　り，すでに一次的な結合を遂げている語を根手としてさらに結合する場倉である。）

　　ii）用雷を構成する相手（この場合，下に掲げる相季の語は，必ず結合の後部分になる。）

　　　⑧動詞《する〉注3）

　　　⑨〈する〉以外の動詞

　　　⑩　形容詞

　なお，以上の結合すべき根手の語は，いずれも基準に．なる語に対して第一次的に結びつくも．

のに限ったQたとえば《再軍備計画〉という結合例の場合，基準になる語としては《再〉　《軍、

備〉《計癒〉の三語がある。《再〉を基準として調べるときは，それが第一次的に結びつく相手・

はく軍備〉であるから，《再》は「二字の漢語」の前部分として結合すると考える。一方《軍

備〉が基準の語になる場合は，後部分として「一一字の漢語」〈再〉に結合するとする。さらに．

《計画〉を基準の語とすれば，後部分としてギ三字以上の漢語」《：再軍傭》を糊手に結合する，

というように考えるのであるQ

注1　ここには，前節までコソアド語としてきた《コレ　ソレ　アy》の三語を含めた。前節で見たこ．

　　とくコソアド語の中で他と結合するのは，この三語だけなので，結合の相手として特に一類を立て

　　る必要が認められないからである。

注2　動詞の連用形が名詞化したものを，ここでは居体雷とよんでおく。

注3　《する》だけを蕊に一項鐵として立てたのは，この形式が非常に数多く現われるので，整理の便

　　宜のために⑨と区溺したにすぎない。
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　〔携列の順序〕前部分と後部分との二つに奮った。たとえば《教育科学文化機関〉という凝

念例の場合におけるく科学〉は，むしろ中部分ともよぶべき位置を占めているが，これもひと

まず《教育〉に対する後部分としてとらえることにした。従って《文化〉は，《教育科学〉に

対する後部分として，また《機関〉は，《教育科学文化〉に対する後部分として考えるわけで

ある。このような取扱いをしたのは，実は上のような，三語が列挙並列される結合例が全体的

に晃てきわめて少数なので，整理上の手続きを簡略にしょうとしたためである。

　さて，以上のような方法で調査し集計した結果が，次節の第3表以下の各表である。

　　（1＞　結合の意味酌関係の分析

　たがいに結合する二つの語の問には，さまざまな意味的関係が見られる。これまでの文法書

などにもいくつかの分類注）があがっているが，実際に個々の実例1，1．）ISって検討すればわかるよ

うに，各戸含闘の意味的関係はきわめて複雑で，それを完全に分類しつくすことは，まず不可

能1こ近い。この調査でも実際の結一例の整理からいくつかの分類七口が得られたが，それでも

すべてをつくすことはできず，従って各項に属する語数の集計をする段階にまでは至らなかっ

た。そこでこの報告書では，（1）の結合形式を中心に記述し，結合の意味酌関係については，

省略したいと思うQ

　5・32一字の漢語の結合形式

　一掌の漢語の結合形式を第3・1表に示す。

　○　以下の表中でいう「延べ語数」および「異なり語数」は，これまで述べてきたβ単位の語を単鋤と

　　して数えたものではなく，それぞれの結合形の全体を一偶の嶺位として，数えたものである。錆3弓

　　裏の左側の上から二段盟には，一字の漢語が前翻分となって二字の漢語を後に従える形式として，延

　　べで590，異なりで405という分数が出ている。これは，《再軍備〉《実社会〉《新家庭》などの結合

　　彩の種類をそれぞれ一緬として勘定した場合が405であり，またその綴々の結合例の使われた階数を

　　含計したものが，59Gであることを示す。ただし，固有名詞と数詞を結合の根手とする場合に隈って

　　は，個々に異なりの結合例を数えることの意味が少ないので，次のように基準になる語ごとに特に一

　　・卸した。すなわち《首絹〉の場合，《吉田首梢》《鳩山酋粗》甜糠首ホ目》などは一辛して，異なり1

　　と数え，また《第》の場合，　〈第一回〉《第三周年〉《第五着〉などを一括して異なり1と数えたわけ

　　である。

　○　語例中（）内のものは，いずれも総合雑誌の調査では一β単位の語として数えたもの。従ってこ

　　こでは集計の対象にならないが，参考のため掲げた。ただし，⑧の「一字の漢語畢する」の形式に限

　　・っては・例外として特に集計確・（80ベージ参照）

　　　また，語例中〔〕内のものは，実際の例としては現われなかったが，やはり参考例として補充し

　　たものである。

　表で見るように，一字の漢議は，相手の語によって結合のしかたに非常な片寄りがある。特

噛に目立つ結含形式を拾ってみようQまず，全体的に

　　　　1。後部分として用いられる形式のほうが，前部分としての形式よりはるかに多い

ことが目につく。いま，一字の漢語の全結合形式を100パーセントとして両者の比率を求め

ると，前部分21．0パーセントに対し，後部分が79．0パーセントとなる。その後部分として用

注　たとえば，出温孝雄著臨本文法学概論』61ベージ，問著『国語の中に於ける漢語の研究』145ペ

　ージ，松下大三郎著『改撰標準欝本文法』160ページなどに見られる。
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第3・1表一字の漢語の結合形式

結合の相手

①漢語名詞
　　　ヨ　一写の

　二寧の

　三字以上の

②和語名詞

　名　詞

　胃体書

　形容詞語幹

③洋語名詞

④混目語名詞

⑤圏有名詞

⑥数　詞

⑦その他

③動講《する〉

⑨《する》以外
　の動詞

⑩形容詞

荊部分としての結合

細鱗劉 語　例

51　33
590　4e5

53　47

14

P
一
9

36

P
「
1
02

24

286

　2

2

（21）

（57）

　2

521　14

敬名　御吊　中小（企業）

再軍備　実社会

両大戦争　大叛乱事件

全緯合　新家元　綿織物

不つりあい

（気軽　地厚）

大ストライキ　餐サークル

名番，elt’．1　大スパイ綱

新中国　悪フラソロ

第一覚　金1十爾

斉読書サークル　新日本軍

（愛する

（気づく

う）

（縁遠い

感ずる　達する）

役立つ　面くら

気易い　欲深い）

後部分としての結禽

翻翻りi、 語　趨

　57
3155

468

68

15

50　48

　　l1

32｝紙誌畑（資源）
2027　　委員会　　盗捻物学

408　演雨月三越　輔翼主義者

　50　紐含員　子供服　芋づる的

　13　乗組員　見舞客　手合せ所

　一i（長年　薄茶）

王1　　11

504

1656

　69

（179）

（345）

　59

1＝マソス丞　マイナス璽

ギャング役

役付工　職場内　逆コー・ス

堕

ソヴェト圏　ぬい女

第五条　十五銭

朝鮮動乱蔚　スト規胴法案

1　is76　6gs　1 1　60s3　3172　i

いられる形式の中でも，

　　　　2。二字の漢語の後につく結舎形式

が最も多い。後部分となるものの半分以上はこの形式である。これに次いで多いのは，

　　　　3。助新調として数詞の後につく結禽形式

であって，これは後部分となるものの約四分目一余りを占める。次la，前部分として照いられ

る形式の中では，

　　　　4。二字の漢語を後につける形式

が最も多く，前部分となるもののうちの約三分の一一を占める。これに次いでは，

　　　　5。サ変動旧くする〉を後につけて複合動詞を作る形式

が多い。以上の形式の中で特に注意されるのは，2Qの「二字の漢語＋一宇の漢語」という結

合形式であって，これは，おそらく現代N本語におけるあらゆる結合形式の中で最も数多く使

われる型であると思われる◎ただし，5。のく愛する　感ずる　論ずる〉等は，＜運動する　議

論する〉など「二字の漢語十する」の場倉とは異なり，現在では一般にその結合意識が薄れ，

多くは単純語として取扱われる傾向をもっている。

　要するに，一字の漢語は，§5・2に述べたごとく，単独に使われることは少ない茄，接罵

酌に，あるいは接頭的にさかんに用いられて，現代籍のきわめて重要な語構成要素としての役

割を果たしていることが知られる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一89一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g5・3

5・33二字の漢語の結合形式

二字の漢語の結合形式を，第3・2表に示す。

　　　　　　　　　　　　　第3・2表　＝二字の漢藷の結合形式

結含の絹手

①漢i蕪名詞

　一字の

　二字の

　三字以上の

②和語・名詞

　名　詞

　居体言

　形容詞語幹

③洋弓名詞

④混種語

⑤固有名詞

⑥数　講

⑦その飽

⑧動詞《する》

⑨《する》以外
　の動詞

⑩形容詞

前部分としての結合

翻羅釧 語　例

2164　1223

1956　1381

164　145

177　72
54　42

◎
V
5
6
0
2

2
　

1
9

　24

　5
（13）

（28）

　2

1295　275
　1e　　　9

　12　　　4

運動部　映頭界　外圏人

関係官庁　義金犯罪

幕地労働者　修正資本滋義

会社側　灘泉楽　映頭物語

隈画入り　現実離れ

〔意地悪　期待薄〕

原子エネルギー　独立プロ

工事現場　農一寸ゲリラ隊

独立日本　近代ヨーロッパ

憲法第九条　生塵第一主義

経済五力年計画　彗幾後臼本

経済

安心する　理解できる

秩序立てる　理屈づける

印象強い　用心深い

後部分としての結合

舞薮熱り｝ 語　例

49e　292
2175　1572

549　462

136　93
19　11

　1　　　1

88　65
28　27

633　（321）

220　（107）

67　58

t

諸外闘　大会社　全学生

専門機関　生産技術

再軍傭計画　民主主義国家

兄夫婦　跡始末　組合運動

持…時間　焼打察件　流れ作

墓
浅）りカミた迷惑　 〔長逗留〕

ニュース映画　サボ闘争

職場交流ゴム靴製造

岸内閣　東京会談

三者会談　五年以上

反ファシズム運動　ピスト

ル自封事件

計
1　sg74　3223　1 14406　300g

　上の結合形式で目立つ点を拾ってみよう。

　　　　1。一字の漢語の場合と異なり，前部分としても後部分としても，片寄りなく用いら

　　　　　れる。

　二字の漢語の全結含形式に対する百分比を求めると，前部分57．4パーセントに対し，後郡

分42．6パーセントとなる。前部分のうち用言を構成するものが12．5パーセントを占めるか

ら，名詞を構成するものとしては，前・後ほぼ同率にな：る。その中でも特に多く用いられる形

式は，前部分としては，

　　　　2。　一字の漢語を後につける形式

　　　　3。二字の漢語を後につける形式

が最も多い。またラこれに次いで

　　　　4。サ変動詞くする》を後につける形式

も多い。次に後部分としては，やはり

　　　　5。二字の漢語の後につく形式

が最も多い。二字の漢語の全結合形式に対する百分比で表わすと，2。が21．0パーセント，3。

が19．0パーセント，40が12．5パーセソ5，5。が21．0パーセントとなる。従ってこの四形式
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　bR　，5　．　3

だけで，二字の漢語の全結合形式の七割以上を占めるわけである。その他の結合形式は，上の

形式に比べていずれも比率はずっと低くなるが，ともかく二字の漢語は，単独で使われること

も多いうえに，結合の部分としてもいろいろな語に平均して結びつく点が，特徴であると雪え

るQ

　5・34和語の結合形式

　和語名詞の結合形式を、第3・3表に示す。

　　　　　　　　　　　　　　第3・3表　和語名詞の結合形式

結合の根手

①漢語名詞

　一宇の

　二宇の

　三字以上の

②和語名詞

　名　詞

　居体言

　形容詞語幹

③洋語名詞

④混極語名詞

⑥固有名詞

⑥数　詞

⑦その他

⑧動詞《する〉

⑨《する》以外
　の動詞

⑩形容詞

前部分としての結倉 後部分としての結合

翻器質円 頂　例

162　49
116　94

9 8

413　109

68　55

ワ
一
6

7
禮
上
2
2

　
7
2

9
μ
9
り

　6

（26）

（11）

　2

13　　　5

21　19

23　13

胡手党　子供服　組含貴

下工作　手内職　夷地区

元弁護＝ヒ　雪解務最　見習

看護婦

大金持　夢物語　西出口

手慰み　子供だまし　お願

い

雷葉平な　（足早　背広）

抜き打ちスト朝Hビール

奥座敷　大地主

西ヨー一paッパ魚イソップ

朝五時　月五回

元東京大学教授

物語する　仕事する

相携える　年老いる

女らしい　血．なまぐさい

翻翻
52　24
303　207

70　59

664　176

133　37

13　12

13

209

181

23

13

（56）

（71）

20

語　例

全組倉　新家元　僕たち

和服姿　海岸通り　中堅ど

必
未亡人たち　純文学畠　資

本家鎖

思い二階　屋敷町　子守歌

寝物語　貸手ぬぐい　帆か

け鐙

〔うるさ型　ま）りがた涙li

モルモヅト代り　ナイ1・シ

ャツ肇

親分はだ　浮気鍔

ライン河　イソップ物語

下学　ふた夏　一里先

鉄筋スタンド下　カムチャ

ッカ沖あたり

　　　計　1935・・21　　　　1　・6…75　1

　§5・2で述べたように，和語名詞はそのほとんどが単独で用いられ，他の語と結合する割合

は，漢語に比べていちじるしく低い。従って，第3。3表の結果を見ても，特に注意するほど

の形式は認められない。大体の傾向としては，

　　　　1。前部分として用いられるよりも，後部分として用いられるほうが多い

ことが見られるQこれは，いわゆる接頭藷よりも接尾語の方がその種類も多く，また用いられ

る回数も多いことに基賦している。（85ページ参照）そして，前部分としては，

　　　　2。和語名詞を従える形式

後部分としては，

　　　　3。和語名詞の後につく形式
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g5．3

　　　　4。二字の漢語の後につく形式

などが比較酌多く朋いられている。なお，固有名詞の後について種差を表わす形式や，助数詞

として数詞の後につく形式などが，上に次いでわずかに鼠立つ程度である。

　5・35語の内部における結合形式

　　（D　語の内界における結合

　§5・1の蟹標個）で述べたように，われわれが調査単位とした語の中には，それ以上に内

酪を分割できない一語源単位の語と，内部をさらに分割できる二つ以上の語源単位から成る語

とがある。実際に標本に現われたところでは，両者はそれぞれどんな勢力で用いられているの

だろうか。い玄，漢語名詞，華語名詞，和語動詞の三者について，使用度数の群（30以上　29

～1G　9以下　の三群）ごとに集計した結果を示そう。

　　　　　　　　　　　第3・4表　語の内部における結舎の状況

種

理

漢
語
名
詞

和
語
名
詞

和語
動詞

潮
位
数

語
単
の

　1

　2

3以上

1
2
31
2

延べ語数

・・以上！29一・・i・以司計

6927　2e97　1655
9893　9211　13411

　一　38　76
12061　1986　23el
　939　275　1822

　一　P“4　1
19927　2536　2363

　一　i57　1399

10679

32515

　114

16348

3e36

　25

24826

1556

異なり語数

・・以上／29一・・【・以下1計

77　120　561
167　584　5948

一　3　40
91　122　918
12　20　1099
一　31　27
94　159　781
一　9　775

758

6699

　43

1．131

1i31

　58

1e34

784

　上の表でわかるように，漢語名詞は，延べ語数，異なり語数ともに，二語源単位の語（二字

の漢語）のほうが，一語源単位の語よりも圧倒的に多い。これに対し和語名詞，和語動詞は，

反対に一語源単位の藷のほうがはるかに多い。ただし，使用度数9圓以下の群における異なり

瀬数を比較すると，和語名詞では，かえって二語源単位の語のほうが少し多くなるし，和語動

詞のほうでも，二語源単位の語が一語源単位の語とほぼ同数となっている。これは，禰藷のい

わゆる複合名詞や複合動詞などは，いずれも個々の語の使月掘数が，一語源単位の語に比べて

一般醜に少ないことを示すものである。ところで，これら二単位以上の語における内部的な結

会形式はどうであろうか。漢語名詞や和語動詞の場合は，意味的関係はともかく，結合形式と

しては比較的単純であると雷ってよい。しかし，湘語名詞の内部における結合形式には多くの

種類があって，決して単純ではないので，次にそれについて検討してみようQ

　　（R）　和講名詞の内部における結合形式

　季曝名詞を構成する要素としては，名詞・総体醤・形容詞語幹の三種があり，これらが根互

に結含しあう。その結含形式の大体を，標：本の前半に現われた，二単位の結合になる和語名詞

（麩べ約三千藷，異なり約千菅語）について調べた結果は，次のとおりである。以下，各見出

しの次に添した（　）内の数字は，左側がその結合形式に属する延べ語数ラ右側が異なり語数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一92一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S5・3

である。なお，以下の結合形式の分類では，いわゆる畳語をとり出して，特に一類を立てた。

　　　（1）　　名言司十名言司　（1195　　445）

　　　　例：　朝臼　手紙　父親　右手　ヤミ米　綿ぼこり　昼めし　足腰　親子　裏はら　筋金

　　　（2）　察i言司十騰｛本轡　（539　　244）

　　　　例：　夜明け　夕暮れ　国抜き　元締め　間借り　昼下がり　ひじかけ　島流し　子飼い　嚢が

　　　　　　くれ
　　　《3）　　居「｛本欝十名贅餐｝　　（355　　154）

　　　　例：　仕蕩　立場　笑い話　寄り道　読み物　やり口　焼跡　盛り土　まね薯　飛箱

　　　く4）名ii斑十形容詞語幹（3123）

　　　　遡：　割高　色白　身近　筆太　背広　身重

　　　く5）形容詞語幹十名詞（64　42）

　　　　例：　悪口　i若春　弱虫　丸顔　細指　故璽　広闘　長屋　近道

　　　・（6）　居イ本籍’十；謹｝｛本賓　（65　　29）

　　　　例＝　劉禽　徒き来　見ごたえ　取引　できたて　1二lftしぬけ　仕禽せ

　　　く7）　複合動詞からの転成（374　143）

　　　　例：　呼びかけ　行詰り　病みつき　召使い　結びつき　踏切

　　　（8）　ヲ1多容護司言碁尊玲十屠｛本雷　（14　　13）

　　　　例＝　悪追い　渋好み　薄藤　長生き

　　　・（9）　螢1言浴　（399　　38）

　　　　例：　人々　われわれいろいろ　さまざま　時々，　生き生き　切れ切れ思い思い，　赤々

　　　　　　長々　深々

　　　　○　上のほかに，組み’合わせとしては，「居体胃十形容詞語幹」（待ち遠　無み溝等）や「形容詞

　　　　　語幹＋形容詞語幹」（たかひく　薄青等）という結含形式が考えられるが，いずれも標本の前田

　　　　　｝こは全く現われなかった。

　　　　○形容詞の語幹に接尾語の《サミゲ》などをつけて名詞を構成する形武（延べ1G8語，異

　　　　　なり61語）は，それぞれ全体を一語源単位と考えたので，上の九州から除外してある。

　上の分類に見るタうに，〈1）に．履するものが最も語数が多く，（2＞（9×7）（3）の類がこれに次ぎ，そ

の他は，ぐっと数が少なくなっている。

5・4　あとがき

　以上は，標本全体の半分，しかも主として使用度数10國以上の語についての分析であるため，

これでもって総合雑誌の語構成の実情をすべて明らかにしたとは到底いえない。ことに結合の

意味的関係については，さらに細かく類を立て，かつそれぞれに覆する語数を集計した上でな

くては，いかなる関係が現代巳本語の語構成として有力であるかを凋定することができない。

しかし，われわれが調査単位としたβ単位の語が，億のいかなる語と，いかなる順序で結禽す

るかという結食形式については，以上の結果からも大体の斑遁しがつけられるであろう。また

これらの分析のため1こ，標本の前半に現われたすべてのβ単位の語について，その結合例をす

べて記録したので，この記録は，β単位の規準を再検討するさいに役立てられることをっけ加

えておこう。
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付録1　語彙調査の成立根拠と基本的諸概念の定義

　「語彙調査（word　count）」と呼び慣らオっされて来た調査のおもな仕事は，各「語」の使

用度数，更に適切には使用率を調べることであった。注）すなわち

　　（1）　「語」と呼ばれその存在が予期されているものについて，

　　（2）意味上・形式上同じと見てよいものを，それぞれに，まとめ，

　　（3）まとめられた各群が実際に使われている度数または翻舎を測る

ことだと言える。こうした調査の特色は，計量的な結果を出す点にある。計量的調査である以

上，当然，そのようにして書語のある性質を測るということ，および測った結果が意味をもつ

か否かということが，問われなければならない。そこでこういう測定が科学としてどんな意味

をもつか，あるいは逆に，科学としての意味をもたせるには測定自身がどんな根拠に立って行

われるべきかを，以下に論じよう。今までの内外の多くの語彙調査では，この点の反省が不徹

底だったため，結果が認識論的にしっかりしていない，きらいがあった。

　さて上述の性質を有する語彙調査が実行出来るkめには，あらかじめ次の問題を解決して置

く必要がある。　　　　、

　　（i）　与えられた任意の文章を語に分調する方法，

　　（ii）与えられた任意の二語を同じ語か異なる語かのどちらかに必ず分類する方法。

この両者を通じて，違う調査春の間で，または同じ調査者であっても判定するその時々で，分

割分類の結果の一致が要請される。次にこれらの操作を経たものが，更に前記の（3）の勘定とい

う操作を受ける。この「数える」という操作が意味をもつためには，数えられる綴々の「語」

が何らかの点で等質的な性質をもっていなくてはならない。この要請は当然（i），（i圭）の決め

方にも影響を及ぼす。語分割なり分類なりの客観性だけにとらわれて，この等質姓をないがし

ろにしては，語彙調査の特色である計量的な性格が全く意味を失ってしまう。ところで，与え

られた：文章を等質的な単位に句切り分類する方法は，どんな点で等質かというその見方によっ

て幾通りかあろう。われわれはもちろん，それが国語の現象，更に言えば語彙の使用情況を明

らかにするという匿的に照らして，妥当なように選ぶべきである。以上の事は語彙調査が科学

として成り立つための必要条件だと言わなくてはならない。こういう根拠がはっきりしていな

ければ，調査結果を他に応用する際にも，応用の有効性が保証されない。もし役に立ったとし

fcら．それはまぐれ当りに過ぎないか，全然データがないより増しだという程度の事かである。

　注　たとえば‘‘The　term‘word　count’denotes　the　determination　by　counting　of　the　frequen一・

　　cies　of　particular　words　used　in　a　iinguistic　text，　or　in　samples　from　lt．”　（G．　KERDAi．Fa，．

　　Language　as　Choice　and　Chance，　1956，　p．23）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付録1

｛もし丁丁ならそれは科学ではないし，後者なら研究水準の低さのあかしである。〕

　そこで以下に，語彙調査が成立する方法論的基礎を，もう少し掘り下げてみたい。その前に

幾つかの基本的概念を定義する必要を覚える。すなわち

　　単位語　　「語」と一下に呼ばれその存在が予期される単体として，実際の二二蓑現に震

　　　　現したもの％を，単位型という。

単位語は，いわゆる単純語とは限らず，場合によっては複合語や語根・造語成分であってもさ

しっかえない。その内容酌な定義窯別に行えばよく，この調査では．「β単位」と名づけて先に．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げん
§2・3で述べたものを単位語と認めた。また計量約研究では，単位語を集合の元（element）

と考えると痩利な拳：が多い。

　　見出し語　　意味上形式上同じと見てよい元〔すなわち単位語〕から成る集合σを〔それ

　　　　らの単位語の〕見出し語という。

雪語学1｛勺には，それらの単泣語の集禽から抽象した語形，あるいはその集合の呼び名として，

「見出し語」の名称を使う方がよかろうが，二丁自体をさすものと約束しても概念の混乱は起

るまいから，上認のように定義した○

　　使購度数　　ある揺語表現1こおいて認められるある見出し語σに属する元の数を，　〔その

　　　　言語表現での〕ひの使用度数という。

　　延べ語数　　ある言語表現において認められるすべての見出し語の使月渡致の和を，　〔そ

　　　　の言語蓑現の〕延べ語数というQ

すなわちその三門表現でi吏われている単位語の総数が延べ語数である。またそれは，集合Uの

集合に属する元の数とも雷い換えられる。

　　使用率　　冤出し語σについての使用度数∫の，ひを含む雷語蓑現についての延べ語数π

　　　　に対する，比の鰺ヵr肋を〔その言語表現での〕Uの随用率という。

従って　0≦P≦1　である。

　　異なり語数　　ある言語表現において認められるすべての見出し語の数を〔その言語表現

　　　　の〕異なり語数という。

　　語彙　　ある雷語表現において認められるすべての箆出し語から成る集合を〔その言語蓑

　　　　現の〕語彙という。

語彙は集含σの集含だとも雷い換えられる。

　なおこの報告書では，以上七つの概念は上記の意味に使った。また文脈などで自明と思われ

る揚合には，単に「語」で「単位語」または「見出し語」をさしたこともある。

　立ち返って，語彙調査で使用率が測れるための条件一一語彙調査が科学的操作として意味を

もつための根拠になる事柄を考えよう。それは，この付録1の最初に述べた三つの事柄に対応

して，次の三つの群の七つの事柄に帰するように思われる。

　単位語認定の可能性

　　ユ。任意の単位語μが同時に異なった位概を占めることがない。一πが必ず一続きのま
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付録1

　　　とまりを成し，その間に別の単位語ノが割ってははいらない。

　　2。任意の単位語Ul．　u2が同時に同じ位置を占めることがない。

　　3。任意の雷語表現に対して，表現の意味を指定すれば，そこでの延べ語数がただ一通1）’

　　　に定まる。

見繊し語認定の可能性

　　4。・任意の単位語Ulとu2とについて　Ul≡u2か，Ul　SS　u2かのどちらか一方だけが

　　　成り：立つ。ここに

　　　　　駒蕪挽　とは　勧∈びかつ晩∈…σ　のことであり，

　　　　　Ul≠U2　とは　Ul∈U1．　U2　di　U2でUI∩U2が空集合　となることである。

　　5。任意の書語表現に対して，表現の意味を指定すれぽ，そこでの異なり語数がただ一通

　　　りに定まる。

　計量的操作の可能性

　　6。使紺度数，従って延べ語数には簿徳的な演算が施ぜる0

　　7。異なり語数には集合論的な演算が施せるQ

理想的な単位語認定法は少なくとも励磁の1。～3。を満たさなければならず，理想的な単位語

分類法は少なくとも上寵の4。～5。を満たさなければならない。注）ところで2。については，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろくだいめ　　　　　は　せ　が　わ　けいぶ
一見そのままでは適甚しないような言語現象があるQたとえば「菊五郎」「殺人を覗く男」の

ような二重表記，　「来ぬ人をまつほの浦の」　「あとしら浪と消え失せる」のような懸詞であ

る。これらは普通の用語の習慣に意図的に逆らった所に蓑現価纏を生じている。そしてこれら

は上記40～5。についても難関となるQ何とか解決をつけなければ，調査の方法論的基礎をく

ずしてしまう。なるべく他と矛盾しない扱い方を定め，上記の七条件が操作上満たされるよう

にしなければならないQたとえば，二重表記は，その一方の形が本体であり他方がその意味の

注記の働きを受け持つと見なせる。そこでその本体と兇なぜる方だけを採る，つまり上の例で

は「ろくだいめ」「殺人を覗く男」の方の形を採りもう一方を捨てることに約束するというの

が，一つの解決策である。また懸詞は音の連想を利燭した表現である。従って連想される語形

の方は無視する，つまり，「待つ」ではなく「松帆」を，「知ら（ず）」ではなく「白浪」を採

ることに約束するというのが，一つの解決策である。それはちょうど，「紫」という語が交脈

の中で「高貴」をさしていても，その語を色名として扱うのと同じ態度である。このような解

決策を採れば，上寵の例の揚合も先の前提と矛鷹を起さない。

　そしてこれらの前提条件を根拠として認めた上で，その線に沿って行われた語彙調査が，初

めて意味をもつ。ある語の使用率の大小が一往はその語の重要さの度合を測る霞安になるとい

う，従来階黙のうちに認められて来た考え方も，上述のような根拠をそれとなく予期しての立

言と思われる。

　注　これは必要条件である。十分条件としては更に，その操作の結果が，われわれをの書語を使う集繊

　　にとって不自然なものでなく，かつ魍語学上も意味のあるものでなければならない。
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付録il　この調査で採った抽出・推定法

1　抽出・推定の方針

　この調査の標本抽鵬に当って考えるべき条件は，次のようなものであった。

　　k。調査対象とした範閥の雑誌群における，懸々の語の使用率を推矩する。雑誌は更にそ

　　　の性格によって層に分け，履での使用率も求める。

　　1’　雑誌別の使用率を求めることは，調査目的に照らして余り意味があるまいから，行わ

　　　ない。また調査対象を通じて施した記事別ごとの使用率を求めることは意嚢があろう

　　　が，実際上艶事分類の作業が困難な割には良い結果が得難いから，これも行わないG

　　2。　〔最終〕抽出単位を「語」にすることは作業の実際上出来ないから，雑誌の形態を利

　　　用して「ページ」のようなものにするQ

　　3。調査射象の延べ語数が正確には分らないから，比推定を使う。

　　4。調査能力と考え合わせて標本の大きさは二十五万語程度とする。〔なお調査対象全体

　　　の延べ語数は三九百万と推定された。〕

　　5。使用率の推定だけでなく，なるべく色々な言語分析に便利な方式を選ぶ。

　　6。使用率の大きな語については推定精度も算鋤したいので，なるべく精度計箕に手闘の

　　　カ、カ、らなし、プヲ式を選。ぶ。

既にわれわれは語彙の抽出調査を二つ経験している。一つは婦人雑誌調査で，ページな抽出単

位とする｝醐il一段抽出法を旧いた〔二三報告4§2・52参照〕。他は，今回の調査の準傭として

薙ベニが語の標本によりおもに方法論を検討した調査で，雑誌の号を第一次抽出単位，ぺ■一ジ

を最終抽出単位として，確率比例二段抽出法を用いた。これらを比べれば次の事が分る○同じ

大きさの標本を取る時，

　　　精度の点では一段抽墨がすぐれている。

　　　計算の手間では確率比例抽出がすぐれている。

そこで爾者の利点を兼ね備えた抽出法をくふうすべきである。この観点から次の事が考えられ

る。

　　　集落の大きさが等しければ，集落の確率比例抽出は等確率抽出と同じ事になるQ

　　　等大の集落の形成がランダムに行われていれば，集落抽出法による精度は平均として一

　　段抽出法の場合と等しい。注）

　　　ゆえに，もし最終抽出単位のrandom　selectionによって等大の集落が作れれば，等

　　確率でこういう集落を抜いた場合の平均精度は，最終単位をそれと同数だけ抜く一段抽出
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付録H

　　法の場合とほぼ等しい。

以上の考察の結果，すべての集落が同数のページ，従って大体同数の語を含むようにページを

ランダムに組み合わせ，こうして作った集落から必要数をランダムに抜き，抜かれfc集落が含

む本文のすべての語を調べるという方針を立てた。

　　　2　抽出三方式の比較

　上述の三方式以外にも抽出法は色々考えられるが，作業の実際とにらみ合わせれば，一往こ

の三つの優劣を見るだけでよかろう。結論を表にして示せば，

比較項目 一段抽出法 確率比例：二段抽出法 等大の集落抽出法

抽出台帳の

?成

すべてのページをリスト

ｷる必要がある。

抽出された暑だけ，ペー

Wをリストすればよい。

すべてのページをリスト

ｷる必要がある。

抽出の操作　　三者中最も簡単。 号の抽出がやや複i雑Qか

つ号の本文ページ数を正

確に知っていなくてはな

らない。

ランダムに集落を形成す

る手間がかかる。

使用率の

推定

他の二者よりやや手間が　一段抽出法よりやや手間　一段抽出法よりやや手間

かかる。　　　　　　　　が省ける。　　　　　　　・が省ける。

推定精度 三者とも場合により優劣がある。

精度計算 他の二者より手間がかか

る。

比較酌簡単。 比較的簡単。

表に見る通り，等大の集落抽出法はかなりすぐれた方式である。一段抽出法は集計にやや手問

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．　ルぞ
　注　　【証明】母集団がM（＝LM。）儀の元X。から成っていて，その母平均がX≡ΣX。／M，母分散が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vm1
　　　レ
　　♂三Σ（濁一X）2／Mだとしよう。　ここからm＝：IMe個の元を，重複を許さず等確率で抜いた時の標
　　　v＝＝1

　　　　　　　ン　
　　本平均を難…Σズ．加とすれば，

　　　　　　　　y
　　　　　　　　　・（・）一二÷

　　次にこの母集団から重複を許さず等確率に！矯綴の発を抜いて集落とし，順次この操作を続けてL欄

　　の集落を作る。そのうちの1個を抜いて，改めて文を推定する。この場合ももちろん，溝平均・溝分
　　　　　　　　　　　　　　　　＿．　　　　　　　　　　12疑⑰　　　　　　　1
　　散は前の場合と同じである。さてXの推定昂：に禿≡Σ　5＝Xilt／IMo・・Σffi／1を採れば
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴん＝エ　　　　　ゴ

　　　　　　　　　・…一s三1÷噛・ここ1・C・v・恥÷，塾慨

　　このV（Xlゴ）は，集落を作る時の元の組み含わせ方によって動く数値，すなわち変鐙である。従って

　　V（di）もまた変量となる。そこでこの期待値を算出しよう。まず

　　　　・［・⑳3一七亀・…一x・』÷重響読謙譲ト

　　　　・・［・・め］一£≡1÷E［・（・・）］・＝会≡1幾≒1）、訟一醤÷

　　従って　E［V（め3コV（殉　を得る。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付録亙

がかかり，ことに精度計算では他の二方式より相当不利である。　〔推定式自身は他と同等に簡

巣な形であるが，実際に計算を行う手数はかなり多い。〕　集計に二二がかからない確率比例抽

出法には，また別の難点がある。それは雑誌の各号の本文ページ数が正確にはつかみ難い事で

ある。　〔雑誌に打ってあるページの最：終ノンブルでは正確とは雷えない。もし各号実際に．当っ

て調べるとなると，リスティソグが他の方式より簡単とは干われない。〕　もし本文ページ数を

蝦：終ノンブルで代用すれば，推定値にはこれに基づく片寄りが入り込み，しかもその程度は場

合によっては無視出来ない事：がある。それを修正する推定法を使うと，集計がすこぶる複雑に

なる。これらを考えると，第一の集落抽出法が有利である。ただしこの方式にも難点がない訳

ではない。第一に調査対象全体にわたってページをリストする必要があり，対象が大きい時の

労力は大変なものである。第二にM・　・・LMIeの関係を厳密に満たすような集落の大きさ君ゐが

定められない事の多い点である。しかしMeがかなり大きければ，若干欄の集落に生ずる高々

1ページの食い違いは無視出来よう。一一以上の考察の結果，今圓の調査では，ランダムに形

載した等大の集落を等確率で抜く方式を採羅した。

3　肥大の集落抽出法による使用率の推定

　3・1　記号法の約束

　以下1・こ使う記号を，改めて次の表の通り約束する。なお記号Sは各腰にわたって取った和，

つまりある量を第1腰から第Rl聾まで加え合わせることを意味する。またri（11E1　L，／li）は第i

層の抽出間隔（従って拡大渠数）であって，標本を各髄こ比例配分する時，これはr（≡．Lμ）

に等しい。添え字iは麟を，iは集落をさすものとする。従ってfブは第i層の第ブ番冒の

集落を表わすことになる。

項 臼

集落の総数

第ゴ層の集落難

語ゴーナ集落の使用度数

第壇一集落の延べ工数

第f願の使用度数

第ゴ層の延べ語数

・全体の使用度数

金野の延べ語数

母 集

ゐ＝Sム

ム

謡：珍二：：乃

　
”
ηX

疏
Σ
司弓

均
為
Σ
磯弓

　
y

X＝SX，

Y＝SY，

標 本

ムS・
＝Z

）R
あ

2
「
2

1
1

＝
瓢

。
3
．
7
♂

（

　
　
”
η
リ

ム
，
～
η

一99一

　　li
∫FΣ∫‘ゴ

　　ゴml

　ガF7誘
　　li
ni＝：Σntゴ

　ゴ＝・1

　yご罵7f物

ノ＝・Sfi

x　＝　Sxi＝Srif｛

＝＝　rf

どちらにしても

n＝：Sni

E（xi）　・　＝　Xi

E（ツi＞：Yi

　　〔一般の揚・含〕

〔比例配分の場合〕

　　　E（x）＝X

ヅ＝S外＝Sγini　〔一般の場合〕



付録亘

第i層の集落当り平均使用度数

第i層の集落当り平均延べ語数

第i層の使用度数の母分散

第i層の延べ語数の母分散

第1腰の共分散

Xi＝X，／L，

Yi＝＝Yi／ム

＝＝γn　　　〔比例配分の場’含）’

どちらにしても　　E（y）＝＝Y

N，　＝f，／1，

yrmi　＝　ni／li

E（鍛）＝X，

E（yの＝Y言

鵡）一去か函）・

♂（昨去禽（Yi・一Y，）・

　　　　　　1ム
・（Xii，　Yid）冨 ｿ暑（x・一x∂（y・ry・）

勲
　

契
　
臼

＊
砦
＊

葬
＊
＊

3・2第f麿での使用率の推定

母使用率　P，一＝X，／Yiに対して次の推定量を採る；

　　（・・）　　　か≡テー舞蓋；÷・

これは片寄りのある推定量である。

　そこで信頼幡をつけるため；こは，平均二乗誤差τ2（IPi）を考える。

（02・1）

ここに．

畑≒Pi・撫）＋聖L・c箋繋6）｝

　　V（Xi）　＝V（rffi）　＝　V（ム元i）

　　　　　　　ムームσ2（xの
　　　　・＝ム2

Vω＝ム2Lr1

五rl　　is　’

五ゴーム　　σ2（Yiゴ）

　　　　　　　　　　　c勧∂一五桧≡l　li　．

式（02・1）の面辺をP3で割れば，三園誤差を二乗したものとなる。すなわち

（・2・・）　　｛τ鴇）｝2≒V蜂）＋V鍔IL・C審1）．

この式の右辺の億を標：本から推定して玖ρ∂が得られたとすれば，儒頼度αパセソトで母使

用率を推定するには，式（3）によって上限・下限が定まる区闘塗用いればよい。

　　（03）　　Pi｛1±履（か）｝，　　この島はたとえば水野の不等式注）から定まる。

　さて彦（Pi）を求めるために，まずSi2（ξ），　Si2（η），　Ci2（ξ．η）を式（04）の通りの定義する。．

　　　　　　　　s・2（・）r墨、激（f・i－x，）2ts・2（・）藻、差、急（瞬）2t

　　（04）

　　　　　　　　　　　　Ci（6，　ty）t’±、急（ゐ・剛町あ）・

これらについては次の関係が成り立つ：

　注　水野坦「或不等式群について←｝」、『統計数理研究所講究録』5巻9号。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　100　一

1　　’

r〈Xii，　Y“）



付録鑑

E［・・2（ξ）］一繁、鵡）， Eこ・～（・）］一。葺、・・（Yの．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム　　　　　　　　　　　　E［α（ξ，η）〕m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　γ（xピゴ，yii）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムー1

従って

　　　　　　　　　　鵡）一午1♂（ξ）一直1、≒（鮎一÷）．

（・5）　・vω一一讐三争（趣一葦1）

　　　　　　　　　　　　　　　一廠一・）≠、（、急∫・ゴ・一21）．

他の二つについても同様。そこで邸，歎の推定億として紛課γ誘，yi　・riniを採れば，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な
　　　　　　　　　　　　　V舞）一（・一÷）t皇、（導≒／　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な
（。6）　　聖）一（・一÷胎（導一→

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お
　　　　　　　　　　　　　・繋）十÷）藩、（靴禦一→

さて式（02・2）で式（06）の左辺の形をしている所に，式（06）の右辺を代入して得られる推

定値をt2（カi）とすれば，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　li　　　　　　li　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な
（・7）　　t・・（Pi）十÷）、垂、（挙＋撫ゴ茎；穿／

　3・3　全体での使用率の誰定（一般の場合）

　母使用率　．PE≡X，／Y　に対‘して推定量

　　（・8）　　　ρ｝テー§卜§嬬

を採り，前節と岡構ミに

　　（09）　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ｛1±んα’（P）｝

で上限・下限の定まる区間をもって推定する。ここにkaは式（03）と同じもの，　t（p）は相．

対誤差τ（p）／．Pを標本値から推定したものである。

　そこで

　　（・…）　　・・（P）≒P・｛V翠）÷￥＆（！）一・C窪）｝・

ここに　V（x）＝V（Sx，）　・＝　sv（xi），　V（Pt）＝SV（yi），　C（x，　y）＝SC（xi，ヅf）　ゆえ，

　　（…2）　　／τ望）｝2≒S聖）＋S睾’L・SC辮）．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付録H

この式の右辺の分子を式④5）およびそれに網当する式で麗き換え，記録もx，yで置き換え

ると．

〈、、，畑嚇の造匿≠＋二等f靴1≠／

　3・4全体での使用率の推定（比例配分の場合）

　各層への標本の割当をその層の集落数に比例させると，式（08），（11）に当る式は次の通り

簡単化される：

　　（・2）　　　ρ号考蓋i・嘉÷・

（、3）t・、（，）＋÷），諺、偉≠婁等豊国1浸∫1笥

　　　4実際の抽出

　実際に標本を抜くには，調査対象のすべての本文ページをリストすると共に，集落の大きさ

袖をどの程度にするかを決めなくてはならない。そのために，この抽出法の精度を一段抽出

法の場合と比べてみよう。便宜上層別を施さない場合について扱えば，前節3・32の考え方に

よって

　　　　　　　　畑≒グ÷舌三｛｛肇）＋肇）一£γぐ蔑鍵｝，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノリ　　　　　　がユ
また大きさMペーージの調査対象からランダムにmページを抜いてガ藻ΣX。／Σ｝㌃でPを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン　　　　　　　リ
推定する方式，つまり一段抽出法の場合の平均二乗誤差は

　　　　　　　　畑≒P2÷｛譜｛￥’・s）÷望’一2γ‘斐許｝・

　　　　　ムゼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ
ここに．霊iV“Xン／M．　Yも同様；σ2（ξ）蒸Σ（Xp－X）2／M，　a2（η），γ（ξ，η）も同様。さて双方と
　　　　　ン欝1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン蘇1

も岡じ調査対象から等しい大きさの標本を取ったとして，すなわち，M＝　LM・．　m・IMeの条

件のもとに，　τ2（p）とτ2　（p’）との大小を比べよう。比較の便のため上の二式を変形する。ま

ず

　　　　　　　　　　1　　M　　　　　　　　　　L　Mo
　　　　　　・2（ξ）≡一方；準一x）2＝忍昌｛瓦函）繍一π）｝2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただ・継講轟

　　　　　　　　　ゴ＝1Mfe・・1　　　　　ゴ＝IM

潤様にσ2（ty）＝＝aw2（η）十σb2（ξ），γ（ξ，η）＝＝　r”（ξ，η）十γb（ξ，η）．そこで

　　　　　ド撃）＋雫）一2嘆≠）・館偽随一）＋碧）一2鵠・）

と置けば，　τ2（〆）は
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調亜笠（．Xdk－xゴ）・＋玄．並（ff、一π）・一砺・（ξ）＋。、2（ξ）．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付録ヨ

　　（・）　T・・（pt）≒空発≒z）銘譜「君1乙テz（妬切．

次に　X・＝　Mnf．　Xl濡1鴎鵡，σ2（Xi）＝　Me2σ2（鴎）”・M。2Lt（X一X）2／L　の関係に注意すれば，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ嵩1

　　　　　　　　L・a・（xp　一　L2三部（x」一x）・壽語（鵡謂轟

　　　　　　　　　　X2　　－M2　ゐ　　　　■2　　rm　　　X2　　　一　愛2’

他も岡様。従ってτ2〈p♪は

　　凹　　　　　丁2（P）≒歪、午㌦

そこで式（＊），（＊＊）から

　　　　　　　　　　　　　　e・xl？一（，p，3）一fitl（｛＃・i＋i）．

ゆえにτ2（p）＜τ2　（pt）になる〔実用上の〕条件は

　　　　　　　　　　　舞〉。名、（M・一・）一聖審）・

　　　　　　　または　一血＞Me，　ただししもM・も十分大きい場合。
　　　　　　　　　　　ψう

この条件を満たすようなMeを選べば，等大の集落抽出法は一段抽出法より高い精度となる。

われわれはもちろん，出来るならばそういう大きさの集落をランダムに形成するのがよい。し

かしこれには実際上三つの園難がある。第一は，推定すべき使用率がただ一つではないため，

ある語について上寵の条件を満たしても，他の語については必ずしも満たされない事である。

これは，使用率の大きい大部分で条件を満たすようなMeを採ることに．より，一往は解決され

る。ところで第二に，個々の語について％や佛の値が分っていない事である。ただしわれ

われは今回の調査に先立って，延べ約二万語の準備調査をした。その結果から大体の見当はつ

く。そこで50語を抽出してgp。／OPbを算出しその平均を取ったところ，　Meを10ページぐらいに

すれば良さそうだとの見通しが立った。第三には，M　・LMoの関係が一般に成り立つとは書

えない事である。しかも雑誌の各ページの延べ語数は留日まちまちである。そこで次の方法を

採った。集落の構成要素は何もページにしなくてもよい。たとえばページの半分の面積を選ぶ

ことも出来る。　〔この方が，語の鐵方の文脈による影響が幾分小さくなろう。〕その代り一集

落は「1／2ページ」20個から成ると考えるのである。注）こうして構成要素を操作的に定めた上

は，ページの方も与えられたままの形による必要はない。余り言葉数を含まないページー一大

きな広密や図などのはいっているページ，グラビアや漫爾のページなど一は適宜二ページ以

上を合わせて，全ページ本文の所と延べ語数に大差がないように，操作…的なページを作る。こ

こに採用しようとしている抽出法で大切な点は，各集落の延べ語数がほとんど等しい事であっ

て，その期待のもとに等大の集落を作ろうとした訳であるQ従ってこういう「操作ページ」を

　注　ページ厳位にした時1鴎＝10で良さそうだからと言って，1／2ページ単位にした聴M。＝＝　20で罰様

　　に前記の条件を満たすかどうかは分らない。しかし手もとにそれを確かめるデータがないので，今誕！、

　　はこう決めた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　103　一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塗1‘録麺

．適当｛こ作ることによって、ca＝　LMoになるようにした。

　実際の手続きは以下に述べる通りである。

　既に§2・2で示したように，調査対象は雑誌の性格によって三つの層に分けてある。そこで

各麟ごとに本誌ページを，文字の部分が占める翻積Sの割合が　「1≧S＞2／3，2／3≧S≧1／3，

’．1／3＞S＞り　の三種に分けた。その第一種のものは実際の1ページをそのまま操作ページとし，

第二樺は2／3に近い実際のページと1／3iこ近いページとをなるべく合わせ，2ページのセット

9を！操作ページとし，第三

種は実際の4ページを仮に

1操作ページと見なして，

’まず概算の操作ぺ・・一一ジ数を

求めた。その値は右の表の

初めの欄の通りである。こ

の値によって各隅ごとの集

区：分

第1層

第ll層

理盤層

概算操作
ページ数

作った　集落数
実数　の割合

10316　1　le32　．4957

4487　1　450　．2161

5972　i　600　．2882

割り当　抽　出
てた徳　集　落

27．　8

12．　1

16．　1

8
9
創
6

ウ
倉
－
⊥
「
■

全体｝・・775i・・82・・…｝・6・・

抽　出
職　隔

36．　86

37．　50

37．　50

s6　1　3z　ls

落総数Liが決められる。抽出台帳のリスティソグは次のようにした。操作ページ20個をラン

ダムに抜いて組にすれば，これは2鰯の集落を含む訳である。こういう組を便宜上の単位とし

てリストした。その方法は，同一層の雑誌の号をランダムに並べ，その顯に従って，操作ペー

ジのうち第一種・第二種のものを，第1番日の操作ページから第9f（≡Li／2）番臼の操作ペー

ジまでまずリス1・する。第（£t，十1）番目は第9～番臼の下に，第（9汁2）番臼は第（鶏一1）番

謡の下に，…，第2勤番臣は第1番屠の下にという風に折り返して書き，以下同様にジグザグ

に進む。これが済んだら，以上のリスティソグで操作ページが20個に満たなかった組に，その

分だけ第三種のものを〔先に述べた換箕のための4ペーージのセットにかかわりなく〕適宜何ぺ

’・一 W分かで操作ページを作りつつ埋めて行く。こういう方法で，各集落の延べ語数がなるべく

・等しくなるように，Li／2個すなわち絃個の組を形成した。

　ここから標本としてi‘個の集落を抽出するには，次の手続きを胴いた。

　　1。高這からランダムにli個を抜く。一乱数表で1から2鶏（…iE　Li）までの範魍にある

　　　数宇列を，重複しないようにli個選び，その番号が1ないし島なら抽出台帳のその番

　　　号の組を取り「右半」と寵画する。もし（£ti十1）ないし29ごならそれから鶏を引いた

　　　組を取り「左半」と玄馬する。

　　2。上記の操作で抜かれた総のr右半」なり「左半」なりによって集落を決定する。その

　　　組20個の各操作ページから，次の方法で決めた部分を集める。

　　　　　i　策一種・第二種の操作ページでは，山詞の行を二分してその右六部か左半部か

　　　　　　を採る。

　　　　　　　病数が奇数なら中央の行の字数を二分する。字数も奇数なら中央の字をどちら

　　　　　　の部分に含めるかをトスで決める。注）そのページが（2g十1）行三段組なら，第

　　　　　　一段が右半部（g÷1）行，左半部g行，第三段が右半部g行，左半部（g・＋1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　le4　一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　付録ll

　　　　　行と認め，第二段についてだけ上の操作で決める。

　　　　　　標題を禽む場合はその部分を第一一段に入れ，相当数の行に換算して扱う。

　　　　ii　第三種の操作ページについては，実際のページを単位にして，記事の延べ語数

　　　　　がほぼ等撰〔になるように二分し，その一を採る。

3。以上の操作で確定した部分につぎ．そこに念まれる本交のうち，β単位として完全な

　　形で現われる最初の語から，少くとも第一民博がこの部分に現われるβ単位までの各β

　　単位を，採集範囲とする。

以上の方法で採集範囲を決定した。抽出集落数等は先の表に示して置いた。

5　集計の方式

　従来の調査経験にかんがみて，今回の調査では新たに次のような集計方式を試みた。標本の

集落を，等しい数の二つの部分標本にランダムに振り分けて置き，推定すべき斎語については

・次の段階を踏む。

　　1。半数を整理した結果から，無点および全体での使用率を推定する。

　　2。その推定値が藏標精度を満たすか否かを確かめる。

　　30満たせば，その語の調査は一般にそこまでで打切る。満たさなければ，一般に残り半

　　　数を調べた上で再推定する。

なぜこういう集計方式を採ったかと言うと，どんな記事にもよく使われる少数の語は，他に比

べて大きな使用率をもっていて，全標本を調べないでもかなりよい推定精度が得られるからで

ある。もし半数の部分の調査で打ち切ってよければ，あと半分の調査が省けるから，調査能率

がかなり上がるσしかもそういう語については後半まで調べても，前半で打切った場合より精

度が著しく高まるという事はない。この理由で上述の方針を立てた。

　この方針によって集計する場合は，どの語がどういう集計の扱いを受けるかを決めなけれぽ

ならない。その手頗は図示した方が分りやすいから，次のページに図で示す。

　この方式では，前半部の調査を終えた時，標本使用度数が40未満の語は後半まで調査を続け，

40以上の語は精度を算撫しその値によって打切りか否かを決める。40を境にしたのは金く経験

的な理由であって．予傭的に二十藷ほど抜いて精度を調べた結果，40未満の語では前半で調脊

を打切ってよいものがほとんど顯なかったからであるQ次に推定鱒に儒記帳を水蟹予の不等式に

．itってつける碍．95パセソ1・の無頼度を持たせるには式（03），（09）のkaを2．6に取ればよ

い。ここで儒頓輻の半分が准定値の30パセソト，40パセソト，50パセソトになるのは，根対精

度がそれぞれ11．54，15．38，19．23パセソトの時である。従ってこれらよりややきつい1＝L．50，

15。00．19．20パセソトを，調査を打切るか否かの判定の境掻とした。またαについては別の

考えカをも入れた◎すなわち標本の大きさが，第L第ll，凡愚藩で7二3；4の比を成すから，

　注　蔭理はこう定めてあるが，実際上は3。の規定によって，その字をどちらの蕪分に含めても本文採

　　集範脇こは影響がなく，従ってトスで決めるに及ばない場禽もある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　le5　一



付録整

集計系三図

　　　　　　　　　　　　　　　　　プ＞40　t，ち1まt（戸），t（Pe）の略記 fく4ひ

　＿血でぐll．50％
＆体tS　　　←L一一
煎切り

　　　1！．50シるく　亡＄15。O◎％　　　　　t＞15．eOo／e

　　　－i　　　　　　　　　　義く｛o　　義》lo

te　4　cC　ecre　it　Q＞　oc

　A　；he：is・oo

凌の雇　囎；16・23
才τ切り　　皿層：1？・20

亀
の
篁
ハ

半　の書爾蛮；　　4受半’の鯛査

オニの第幽囚　繊

　Piの算蹴
Pt、　iiの算恥

亡の第畠鼠　　出，　Pの　　出

最小の層である第嚢層での許容限界を19．20パセソMr，一定め，第1旺願は19．20×》頭＝16．23

にした。第1層について同様に　19．　20×》鋤ラ　を求めると12．57となり，これではきびし

過ぎるから15．OGを採った。またみを10を撫こ二分したのは，　fiがポアソン分布に従うと

の仮定のもとに，変異係数が0．3より小さくなるような値という理由である。

　以上の集計方式を採用すれば，個々の語の各層ごとの使用率推定については新たに述べるも

のはないが，金野での使用率推定については次の四つの場合が生じる。

　　i　三層とも後半まで調べた場合，

　　ii　一層だけ前半で打切った場合，

　　iil二層だけ前半で打切った場合，

　　iv　三層とも前半で打切った場合。

これらについてもう少し考えよう。ここで改めて，後半まで調べる内含の抽出閲隔を

　　　　　　　　　　　　　　　　　L，　一．　L
　　　　　　　　　　　　　　「ie＝：一π弼一石『皿γ。

と書く。ee　i層を前半で打切った場含の標本の大きさはZ副2ゆえ，この場合の抽賜問隔ば

2riofS2re　となる。この事に注意して，全体での推定に実際に使った式を示そう0

　5・1　各層での推定式

　前半で打切ると否とにかかわらず，式（01），（07），（03）によればよい。すなわち

（Ol）

’（07t）

　　　　　　　　ゐ
　　　　　ρドπ『；

　　ただし，後半まで続けた時h・・1，前半で打切った時h　＝2として，

　　　　　　　　　　　一le6一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付録H

　　　　　　　　　　　　　　　A（1）一レ荒・　8ρ一誰、・

　　　　　　　　　　　　　　　A（2）＝i一一SIJT，，　Bi（2）＝＝z．lilllrlii一，IE’　“：2・

　5・2iかivかの場合の，全体での推定式

　iの場含もivの場合も式（12）．（13），（09）によればよい。

　　（12）　　　　　　　ρ一ゴー；

（・3・）伽一堰煖ｿ黒馬筆㌘｝
　　　　　　　　　　ただし，　h，A（h），　Bi（めは式（07’）と同じQ

　5・3iiの場合の，全体での推定式

　前半で打切る履をβ，他の二層を一一般にαで表わすと，rβ／2　＝r。ゆえr，g　fU　2reが成り立

つ。そこでα層〔二つある〕，β履〔一つ〕の標本度数f。，feとna，　nBとに．よって

　　　　　　　　　　　　x　rm＝　Sxi　m　Srofa　十　2rofB

　　　　　　　　　　　　　＝　re　（Sfa十2fe）　＝＝　rof’，

　　　　　　　　　　　　y　＝ro（Sna十2n3）　：ron’．

　　　　　　　　　　　　　　　tu
ゆえに（08）式から

（・8・・）　　，考；il窪享鋸一÷

また式く11）から

　　　　　　　　　一蹴陰窒牲笠戦鞘

　　　　　　　　噸轄翁忌二等ラ尋戦

　　　　　　　　　　　一罐卑湿奔導鞘

以上の二つの式と式（09）とから推定すれぽよい。

　5・4澁の場舎の，全体での推定式

　前半で打切る層を一般にβ，他の贋をαで表わすと，iiの場合と同様に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　107　一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　付録H、田

　　　　　　　　　　　　　　xiESxi＝：refa＋92rofB

　　　　　　　　　　　　　　　＝re（fa十2SfB）　：ref”，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R
　　　　　　　　　　　　　　・ツ　＝re（na十2Snβ）＝＝renif．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B
ゆえに＝式　　（08）　カ、ら

　　　　　　　　　　　　　　　　ra（f・＋2§f・）ゴ〃
　　（e8’2）　P＝：11，i（iiE　li－2｛S7Eiiumn．一｛一zSfB）＝＝一“X’7－t’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G
また式（11）から

（・…）一・・（・）＝：A‘・

　　　　　　　　　一＋酬戦筆響襟響

以上の二つの式と式（09）とから推定すればよい。

付録鐵　同じ語か異なる語かの線型鋼別函数による決定

　ある単位語にどんな見出し語の形を与えて整理して行くかは，単位語の認定法と共に，語彙

調査で重大な問題である。それはもちろん，付録互に4。，5。，7Qとして述べた条件を満たすよ

うに定める必要があるが，事柄の性質上通則では律しかねる場合も多い。「マネキン／マヌカ

ン」　「ただ（一つ）／たった（一つ）」「併せて（次の点にも触れよう）／（この点も）併せて

（考えよう）」「さっぱり（する）／さっぱり（分らない）」などの類で，あるものは見出し語

形の立て方を規定すれば解決しようが，それだけでは何とも扱い難いことがある。いわゆる同

音異義語の疑いが差しはさめる場合である。それ以外の場合は他の適当な規準で決めるとして

一事実，この調査でもそういう規準を設けた訳だが一，以下には，それでもなお決めにく

い「岡じ（見出し）語の意味の違いにとどまるか，それとも同音異義語か」の見分け方を述べ

る。それは，今度の調査で採用した一つの操作的解決策である。

1解決法のアイデア

　日本語彙がすべてでし個の見出し語U，、U2、…，　U「しから成るとして，任意の単位語Uが

そのうちのU‘に属するという判定が，常に出来れば幸である。しかし「uが研に属しUゴ

．には属しない」ことを直接には立証しかねる場合が多いから，調査の際に苦しむのである。そ

こで間接に判定する方法はあるまいか。

　今四つの単位語a．at，　b，　btがあり，αとatとが見出し語Aを，　bとbtとがBをも

っとしよう。この時Aに属する単位語とβに属する単位語との間に，全く意味の似寄りがな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一108一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付録贋

くても，（a，ai），（b，　bt）がそれぞれ同じ見出し語A，　Bに属せしめられる点では何らかの似た

所一一たとえば対語がa，ai共に。；b，　bt共にdであるような，つまり対語共有というよう

な，共通の性質が認められることも多い。こうした言語的性質がR欄選べたとする。さて問題

　　　　　　　　　　ついになる単位語Uo，　Ulの対で，先のR個の性質の第ゴ番擦が，共に同様かそうではないかを調

べ，その結果を点数脇で表わす。次に

　　　　　　　　　　　　　プ識Σん’κ避λi’κ1十λ2’κ2十…十λ況’勲

　　　　　　　　　　　　　　　ゴロエ
の係数濯を適当に定めて，この武により対（伽、％、）についてのプの値を計算する。もしそ

のザが一定の値（一λ。う以上なら伽と％】とは同じ語，そうでなければ異なる語と判定す

る。これと全く岡じ事ながら，判定の境界値を0にするため

　　　　　　　　　　　　　z’≡λ。’十λ1’x、十λ2’κ2十…十2，R’XR

を作り，更にこの式の両辺をλi’（≠0）で割って

　　（＊）　　　　　　　　　z≡λo÷κ1十λ2κ2→一…十λ膿R

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せんがた
とし，これによって　z＞0　なら醐じ語　zく0　なら異なる語と判定する。以上は線型判劉函

数法を利用した見分け方であるQ

　語彙調査の突際ではUeを分類するのに，既に立てられている若干個の見出し藷Ui，　U2，…

に属せしめるか，労ilに（IJeを立てるかという形で，決定を迫られるQこの虚語は，先のUlと

してそれぞれU，、U2，…に属する単位語を取って来て，上記の方法を繰り返し適用して，どれ

に入れるかまたは新しく見出し語を立てるかを決めて行く訳である。

　なお式（＊）がなぜこうした判別力をもつか，またλ‘をどういう方法で決めるかは，統計理

．諭の問題ゆえ，ここでは憲く。注）

2　この調査で使った判別函数

　2・1判別の手続き

　後述の規準1～Wに照らして点数化した結果を

　　（；ts’if’）　a＝　O．　066　Nle　xi十〇．　555x2十〇．　423x3十e．　199x4

に代入して得た値により，式（＊）の下の所で述べた方法で決定する。

規準｛（触れ短い）　i）意味し方のづ些通観点の有無71i）指された概念。事物のカテゴリー一

の異隅を調べ，下記の点を与える。iには十2，0，一2　の一つを，　iiには十1，◎，一一1

の一つを一与え，その和をκ1とする。

　　　十2：　共通観点がある。

　　　÷1：　岡じorderか藏接の包摂瀾係かで同じcategoryに属する。

　　　　0：　判定：不能。

　　　一1：　categQryカミ違う　；直1妾にはつなカミらない。

　溌　たとえばP．G．　HOEL．　httroductien　to　tlte　Mathematical　Statisiics，1946（田口玄一一ax，昭26），

　　Kを見よ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一109一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付録型

　　　一2：　 観，点力9全く違う。

　規準猛（漢字表記）　その意味を表わすのに使っている漢字が間じか否か。「もし漢字で書

けば」という態度で考える。慣嗣のある当て字は認めるが，辞書などでしいて意味注記濃に使

ったようなものは採らない。

　　　十2：全く購じ。　　　　　　｛A｝．｛A｝とか｛A，B｝1　｛A，B｝とか。

　　　十1：　一部封じ。　　　　　　　　｛A、B｝、｛A｝

　　　　0：　共に漢字では書かない。　　｛。｝．｛・｝

　　　一2：　：全：く違う。　　　　　　　　｛A｝，｛B｝とか｛A，B｝，｛C｝とか｛A｝，｛・｝と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か。

　規準羅　（アクセント型）　アクセントの型が同じか否か。一方が特定の語にしかつかない時

は，その形で考えた後に共通部分を抽象せよ。例：rハタシテそうか／使命をハタシテ」から

共に．「ハタシ」o

　　　十2＝全く岡じ。

　　　十1：　一部に同じ型あり。　　　　｛A，B｝，｛A｝等。

　　　　G：　判定不能。

　　　一2：　 全く違う。

　規準W（類語・対語）　それぞれの類語・小躍が同じか否か。ただ．し一般に紅霞の岡じ語の

範囲で考え（切符～チケットは不可），なるべく形がそろうのを使う（有情～無生物は不可）。

手掛りに使う語または語群ごとに下記の点を与え，その和をもってκ4とする。

　　　÷1：　両方に使える。　　　　　　｛A～X｝｛B～X｝

　　　　o：　判定不能……劇画な語が共に，兇墨らない場合を含む。

　　　一1：　片方にしか使えない。　　　｛A～X｝．｛B～Y｝とか｛A～X｝，｛Bん・｝とか。

　2・2　判別例

　判別の手続きを五つの実例によって示そう。まず点数化の結果を掲げ，そのあとで，これら

の対を一括して判別する。

【例1コ　A「失態を激しくセメた」とB「馬を激しくセメた」とのくセメ、レ〉。

　　茎　i：共に，他に対し積極的に働き樹け力を加え．るという観点。　．●．＋2

　　　i呈：共に，心的関係における対他行為。　　　　　　　　　　　．’．＋1

　　艮　漢字で書けば，共に「責」。　　　　　　　　　　　　　　　　∴十2

　匪　共1，erセメルjo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴十2

　W　類語：Aは「トガメル」Bはそうでない。　　　　　　　　　　∴一1

　　　対語：Aは「カバウjBはそうでない。　　　　　　　　　　　∴一1

【例2】　A「スタンドをつける」とB「セーターをスタンドに着せて御覧」との《スタンド〉。．

　　l　i：共に，立っているものという観点。　　　　　　　　　　　∴十2

　　　ii：共に，用具一支持、具。　　　　　　　　　　　　　　　　∴十1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－11e一



藍例5】

のくモットモ＞o

　　l　i：Aはある群での程度の上限に注意が向いているが，Bでは程

　　　　　度に無関係。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴一一2

　　　　至i：Aは量的限定，Bは論理的関係一接続条件Q　　　　　　　．’．一1

　　皇　Aは「最／尤」Bは「尤」。　　　　　　　　　　　　　　　　．’．十1

　　灘　Aは「モットモjBは「モットモ／モヅトモ」。　　　　　　　　∴十1

　　W　類語：Bには「タダシ」があるが，Aには当てはまらない。　　。伽．一1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　付録羅

　　li　共に漢字で書かない慣：わし。　　　　　　　　　　　　　　　　∴　◎

　翔　　国賊’こ　「スタンド」o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．’．十2

　W　類語も対語も共に適当なものがない。　　　　　　　　　　　　」．0

挙例3】　A「思想は相当ミギだ」とB「ミギお知らせします」との《ミギ＞Q

　　l　i：Aは中心的なものに対し，Bは今の位蟹に対し，共に，問題

　　　　のものの二二が特定の側にあるという観点。　　　　　　　　∴÷2

　　　ii：Aは行為主鉢の属性，　Bは関係一位置。　　　　　　　　　　．’．一1

　　H　共に「右」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴十2

　　醒　AはFミギ」Bは「ミギ」Q　　　　　　　　　　　　　　　　∴一2

　W　類語；共に適当なものがない。　　　　　　　　　　　　　　．．．0

　　　対語：Aは「ヒダリ」Bにはない。　　　　　　　　　　　　　∴一1

［例4）　A「スィた肉を焼く」とB「のりをスク仕事」との《スキ．ク〉。

　　1　i：AもBも薄くする点では似るが，判定保留。　　　　　　．’．O

　　　ii：Aは変形作業，　Bは完成作業。　　　　　　　　　　　　　∴一1

　　11　Aには「剥」が当てられ，Bには「漉／抄」o　　　　　　　　∴一2

　斑　ジ嬉こ「スクjo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴十2

　1V　類語：AはfソグjBには適当なものボない。　　　　　　　∴一1

　　　対語：共に．適嶺なものがない。　　　　　　　　　　　　　　　∴　O

　　　　A「モットモすぐれた人物」とB「彼はすぐれた人物だ。モットモ短所も多い」と

（次ページへ）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付録組

　　　　三二：共に適当なものがない。　　　　　　　　　　　　　　　∴　0

以上の結果に立ってgを計算し，嗣じ語と認めるか否かを決める。それは前のべ・一一ジの表に

まとめて示した。

　2・3この判溺函数の効率

　この判別函数式（＊＊）の係数を定めるには，後述の手順で選んだ単位語の鰐のうち，書きこ

とば研究室の所員蓋名が同じ語か異なる語かを事前に判定して，一致した結果を得た約四百五

十対からランダムに抜いた二百対をデータにしている。そこでこの二百対につき，gの億によ

る決定と所員旧名の一致した事前判定との合う率をもって，式（＊＊）の効率すなわち戒功率と

見なせば，同じ語の群に対して92パセソト．異なる語の群に対して96パセソト，全体では94パ・

セントであった。このデータでの判別結果を下の図で承そう。zの纏は0から左右0．5刻み．

にまとめた。中心線の反対側に飛び出しているのが，事前判定と合わなかった対である。

　この決定法は，専門家の

学術的な勘を一往客観化し

たものと言える。同じ語か

否かの判定に．影響する因干

はもちろんここで使った四

規準における六つの因子だ

けではない。しかしこの方

法でも，成功率は94パセソ

トにのぼった。かつその作

り方からしてラ初めから全：

く直観なり勘なりによるよ

孚耀別函峯文（＊＊）1：よる決定．

毒鹸判定■“va　tr　9弩の対鯉

　　　　異なる認の対［ユ

1
　
梱
　
　
i

，
　
1
墨i
　
「
一
　
●

1
　
肝

亀
姑
の
数

　　　　　　　　　　　　一6－5一鼻一一一3－2一董O123窪き56
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
りも客観的であって，妥当　異なる語と判定される頒域唖i噸痢じ語と判定kれる顯壕

性の点でも劣らない。ただしこの判別函数式（＊＊）の三三に当っては，なお注意すべき事があ．

るQすなわち

　　　i　単位語a，b，　cから作った三つの対（a，　b），（b．　c），（a，　c）において

　　　　　　　1）　g（a，b）〉／O，　z（b，の；＞0でありながらg（a，c）＜O，

　　　　　　　2）　z（a，b）く0，　z（b，c）＜0でありながらz（a，の♪0

　　　　にならないとは限らない。この場合1こはa、b，　cにどういう兇出し語を与えるかQ

ただし2（α，b）は対（a．　b）について計算したgの値を意味する。他も同様。こういう場合の

実例をあげると，a　「判をオス」，　b「念をオス」，　o「舟のろをオス」のくオシ．ス〉について

　　　　　　g（a，b）瓢十2．381，　g（b，c）＝÷2．182　に反し　g（a，c）＝一1．　818

が得られた。ここで後述liiの事情も考えに入れなくてはならないけれども，そういう事がな

かったにしろ，上掲のような結果が出ることはあり得る。これはこの方式1こ圃有のまずい点で

ある。それを除くには，差し当り別の判別方式が実用化に耐える状態にないから，それを更に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ユ12一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付釧H

処鷺する方法を定めるべきである。今剛は次の馨り扱った。見出し語形を等しくする〔つまり

同音異義の疑いのある〕もう一つの単位語dを追加して，g（a，d），　g（b，d）g（o，4）が1）の

場舎，共に負でなければ，a～dを岡じ見鐵し語に属せしめる，すなわち同じ語と見なす。そ

うでなければこれらのzの織を勘案して，なるべく無理がないように二つ以上の見出し語にそ

れぞれを分類する一ここで再び主観的判定が加わるが，現状ではやむを得ない。また2）に

対しても同様な方針で臨む。

　　　圭i　データとした二百対が必ずしも現代刷本語彙からのランダム標本とは言い切れない

　　　　から，式（＊＊）のみの値には三斜りがあるかも知れない。

　　　iii各規準での判定は語の異同の総合的判定よりも客観的かつ容易に行えるはずである

　　　　が，なお判定者による測定誤差一与える点数の不一致があり得る。

　　　iv　各規準での点数を：金くアプリオリに決めたが，このように属性的なもので，しかも

　　　　正負二方向を取る場合には，0の位置の定め方にも問題があろう。

ivについてはoptimumな点数化の方法を考えてみたが，今のところ良い案が得られていな

い。そうした，方式の根本までli慨す浮と，

　　　V　この課題解決のための判別緻数式として、：果して線型式でよいか。

　これらの問題点があっても，実際に成功率94パセソトをあげたのだから，この見分け方が語

彙調査の実施上訴融こなると需ってさしつかえない。

3　判別函数を作るまでの経過

　見出し語の識別が陶題になりそうなものを辞鶉：から呪い，色々なケースが出そろう事に注意

して，：：二十の形をまず選んだ。その意味を分類して，轡形ごとに分類された三目を表にして記

述した。その項機の，形を同じくするものうち，どれとどれとが岡じ語または異う語と認めら

れるかを，所員脚下が独立に判定した。五聖が一致して岡じまたは異なると判定した「意味の

対」のうち，隅じ語の群，異なる語の群それぞれからランダムに百対ずつを抜いた。なお，五

名が共にでたらめな判定を下したとして，しかも判定結果が一致する危険率はO．03強でtき

わめて小さい。従って五名が一一致した対についての結論はかなり確かなものと見られる。

　一方，半捌に使う半語的性質を考えてみた。初めには次の十一規準をあげ，各規準ごと；こ積

極的に「しかり」と認められる場合1点，そうでない場合0点を与える方法で点数化した。

　　規準！（語源）　違う出自か。または時代をさかのぼれば形に違いが出るか。〔ただし省

　　　　　略形の復元によって形が区別されるものを除外する。〕

　　規準2（省略形）　省略しない形くずれない形が違うか。

　　規準3（変遷）　意味の変遷の経路がたどれるかQ　　　　・

　　規準4（触れ会い）　指されるものに内容上のつながりがあるか。

　　規準5（同系弾語）　同じカテゴリーに属し一つの意味系列ななす語が排反するか。

　　規準6（伴う謡）　等しい格で相伴い得る語の概念のカテtfリーに違いがあるか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　11，g　一一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付録思

　　規準7（承接形式）　他の語を受けまたは他の語に続く時の型に違いがあるか。、〔活用の

　　　　　型の違いも含む。〕

　　規準8（文法職能）　隅じ文法職能をもつか。

　　規準9（派生形）　作り得る派生形で，対のそれぞれの意味と対応するものに違いがある

　　　　　か。

　　規準10（アクセント）　アクセントの型に違いがあるか。

　　規準11（漢字）　その意味を表わす漢字が〔少くとも一つは〕同じかQ

これらのうち規準3．4，8，1！は，その対を合わせる方1こ，他は分ける方に積極酌に働くも

のと雪える。さて試験的に，所員の一名の事前半掟の結果作った岡じ語の群と異なる語の群と

を，この規準で点数化し，規準ごとに各鮮の平均億を求め，群の平均値に有意差があるか否か

を検定した◎規準6乏8とは有意差が認められず，従って半捌力の弱い規準と考えられた。そ

こ℃これらを除く九規準を使って判別函数を試作したところ，その効率は87パセント程度で，

まだ思わしい結果ではなかった。事前判定と一致しなかった対また規準そのものに更に検討を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
撫えたところ，規準に十分明確でないもののある事，ごく限られた対にしか適用出来ない規準

もある事、λ蛋の値が◎に近くて余り役立ちそうもないとか，分けるカをもつはずなのにみが

正になるとかした規準もある事，更に，合わぜる規準と分ける規準との数がつり合っていない

事など，不鮪な点に気づいた。

　こうした検討を繰り返して規準を次第に改めた結果，最後に立てられたものが，先に述べた

四規準である。これに照らして，所員五名の判定が一致した対から選んで置いた二百対を，点

数化した。何点を与えるかに凝問のある場合は，合議によって決めた。これをデータにして

式（＊＊）を定めた訳である。

4　付　記

　既に述べて来た通り，判別函数式（a‘’at）はわれわれの屠的に対して相当に効率がよい。従っ

て調査の遂行のためには，この式についてこれ以上述べる所はないが，それとは別に言語酌性

質の面からいささかの分析を試みて置こう。

　われわれはいわゆる同音異義か否かの決定に，先の2・It　1’こあげた四規準一言語上の牲質

の四つの面を使った。さてこれらの闘の桐関関係はどうであろうか。それぞれに与えられた点

数によって，まず〔単〕相関係数を鐵すと，

右の表の通りとなった。規準iと規準ブと

の間の網関係数物の絶対値が大きければ，

この二つの醤語的性質は縁が深いと書える。

たとえば，規準1（触れ合い）と規準灘（漢

字）との相関係数は0．543で，他より絶対値

が大きい。この結果はわれわれの直観と含致
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付録避

する。しかしよく考えると，i煽が大きいだけでは，規準i，ブの問に直接深い関係があると

は謡い切れない。もし別に規準海があって，（i，　fe），（i，勧には直接の関係があり，　iとゴと

はfeを介してだけ関係する時，1γ副，レ掴が大きければ晒メも大きくなることがある。こ

の場合にはんの影響を取り除いて砿ブ）の相関を考えなければならず，そういう目安になるも

のに偏相閣係数がある。そこで今の場合もこれを算出してみよう。〔ただし各規準で取り得る

範臨は相当限られており，また回帰は必ずしも線型ではなかろうから，偏橿関係数の値の解釈

は，ある程度大まかにならざるを得ないが。〕ここに説号rii．　telは，規準々と1との影響を

取り除いた（t’」）の桐関の係数である◎計算の結果次の値が得られた。

　　　　　　ri2．　34　＝＝　O．　495

　　　　　　ri3．　24　＝　．262　・r23．i4　＝T一　一〇．　046

　　　　　　ri4．　23＝：　．257　r2“3＝　．045　r34．i2　＝e・　028

これで見ると，規準1だけは他の三規準のどれとも，かなり閣係が深い。この事は規準1の内

容からして当然であろう。次に1以外の三規準相互の聞の関係は余り深くないと考えられる。

規準H（漢字）と鑑（アクセント）との間では偏相関係数が負の値となったが，絶対値が小さ

くて，これらに逆相関を認めるほどの事はない。ともかくこの三規準は言語露勺性質の，かなり

違った繭を扱っていると言える。

　このように見て来ると，語彙調査とは離れるが，以上述べた方法を利用し，もっと多くの言

語的性質な使って更に徹底した調査を行えば，どんな言語的性質の聞には深い関係があり，ど

の性質とどの性質とは縁が薄いかというような事，また同謡意識の形成に窃与する言語的性質：

として，どれは強くどれは弱いかというような事が，次第に明らかになって行くであろう。，

　立ち返ってわれわれの用途に予てるための判別規準として，この四つで一一往よいか，また不

適当なものがなかったかを，最後に一欝しよう。試みに更に語の承接形式。派生語形の異同と

いう規準，語史的観点に立つ規準を追加して，新たな判別函数を作ってみたが，成功率は式

（綜）よりもかえって低かった。この事だけから断定は出来ないが，よほどうまい規準を加え

ないと効率はさして高まるまい。また四規準中では，規準1の内容が他の規準よりも主観的色

彩の強いものである。かつ他の三規準との相関も劉合に高いので，これを省いたらどうなるか，

つまり規準1は他の三規準である程度代絹出来るのではないか。それを見るため規準1と池の

三規準との間の重根関係数を求めたところ，0．581であった。従って規準H，癒、Wが規準1

の代役をする割合は，約三分の同程度と見積られ，規準1をむだだとして捨てることは轟来な

い。

　意味の研究は今臼までのところ，客観酌には行い難いとされて来た。しかしたとえぽここに

扱ったような方法を発展させれば，幾分かずつでも客観化出来るのではあるまいか。また客観

的操作が出来なけれぽ，すなわち同じ語か否かを主観だけによって決めるのでは，語彙調査の

基礎はくずれてしまうのである。
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